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の
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術

革

新
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寡

占

間
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争
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と

.で
、

設

備

投

資
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主

導

と

す

る

急

速

な

る

生

産

の
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大

と

国

内

市

場
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大
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性
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の
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連

、
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い
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の

過
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に
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易
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役
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等
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く
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互
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生

産

の

拡

大

の

実
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も
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れ
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と

も

な

う
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内
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費

市

場

拡

大

の
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体
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把
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ろ

う

し

、
：
し
た
が

.
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ま

.た
生
産
諸
カ
の
，発

展

と

国

内

消

費

市
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拡
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の
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界

性

と
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関
 ̂

連

，
矛

盾

、
，
過

剰

生

産

問

題

の
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や
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将
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も
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近
強
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資
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意
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っ
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立
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認
識
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在
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産
諸
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門
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ス
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門
の
総
合
的
把
握
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で
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ゆ
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技
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変
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務
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合
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努
力
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.

/•
.
.
.

.... 

- 

• 

;

.

.

、
 

-
.
. 

.

. . 

+
 

:
 

'
 

...

.

も
ち
ろ
ん
ソ
再
生
産
に
お
い
て
諸
生
産
部
門
の
し
め
る
位
置
、
.,
.諸
生
産
部
門
相
互
間
の
価
値
的
；：素
材
的
塡
補
関
連
、
そ
れ
ら
と
各
種
の
：所
得 

の
流
通
と
の
相
互
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
.う
'仕
事
.は
_、

.独
占

問

題

等

の

分

析

の

た

め

，の

基

盤

に

な

る

と

い

5
面

と

と

も

に

、

他

面

で

は

、

こ 

の
再
生
産
の
メ
力 >1

ズ
ふ
自
体
が
.独
占

•
犬
資
本
に
：よ
る
労
働
者
の
賃
金
や
非
独
占
資
本
の
利
潤
の
収

奪

諸

関
係
、
国

家

の

金

融

•
財
政
•
質 

，易
等
に
対
す
る
政
策
，
国

営

事

業

の

洛

在

、
'労
働
者
階
級
の
賃
金
そ
•の
.他
を
め
ぐ
る
闘
争
、
等
に
よ
っ
：て
規
定
さ
れ
て
い
る

と
い

う

関

係

に^.
る

の
で
あ
る
。
，
■

' 

- 

.

.

.

た
と
え
ば
、
諸
生
産
部
門
に
お
け
る
生
産
の
拡
大
、
全
体
と
し
て
の
再
生
産
の
運
動
を
規
制
す
る
貨
幣
資
本
の
運
動
は
、
独
占
に
よ
る
独
占
利

潤
の
獲
得
、
独
占
と
金
融
と
：の
結
合
、
.外
国
資
本
の
進
出
等
に
よ
っ

て

規
定
さ
れ
る
と
と--
%

に
、
現
在
の
よ
う
な.管
理
通
貨
制
度
の
も
と
で
は
、国 

家
の
金
融
；
財
政
政
策
に
よ
って
大
き
く

&
お
さ
れ
る
ど

.と
と

.な
る
。

し
た

.が
：
b

て
ぐ

あ
る
生
産
部
門
が
、
，諸
産
業
にた
い
し
て
、
S

礎
的
な
原 

材

料

供

議
門

と

し
I

わ
め
V

I

I

I

し
め
I

て
S

と
い

外
国
資
本
め
進
出
の
結
果
で.あ
る
か
も
し.
れ
な
い
。.
そ
れ
ゆ
え
、
再
生
産̂

メ
.

ヵ
ニ.
，ズ
ム
の
分
析
自
体
、
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
，
再
生
産
を
規
定

. 

す
る
諸
要
因
；の
分
析
と
結
び
ろ
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

' 

こ
と
は
い
：う
ま
で
も
な
い
。
.

独
占
へ‘

大
資
本
の
支
配
、
独
！

C

••
大
資
本
と
金
融
と
の
結

合
，
金
—

財
政
.，
蒼

間
接
.

に
規
定
す
る
諸
要
因
に'.
か
ん
.

す
る
多
面
的
分
析
と
結
合
し
で
い
く
こ
.

と
に
：よ
っ
て
は'
じ
め
：て
、
現
段
階
に
お
け
る
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産 

構
造
の
全
貌
が
明
確
：
.

に
な
る
で
あ
ろ
パ
う。
■ 

&

r

解
す
れ
ば
、..
日
本
資
本
主
義
の
再
生§

罾
め
分
お
は
、
:'

資
本
主
義
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
：お
け 

を
問
顧
.

.

矛
盾
め
分
析
と
結
び
：つ
い
た
%;

の
と
.

な
っ
て
い.
か
：办.
ば
な
ら
：な
い
し
、：：
わ

,;̂

が
必
要
'

で
.

あ
6 .
ぢ
バ 

I 

'
::
•

:

'

.

-

へ
：
，.
'
:

'.
V

:

.

:

V

-

'.
.
bが
し

な

が

ち

、
"
現

状

分

析

：の
第
一
段
階
と
し
て

g
面

の

'a：
：
こ
^

は
，

双

段

喈

の

藷

双

胄

ベ

.*
■
特

質

の

結

果

と

し

て

.、

社

会

办

諸

生

産

部

門

.

-

■

-

.

.

 

... 

, 

.

. 

.

.

. 

... 

. 

:
■
. 

.
■
...... 

> 

■ 

.

.

.
■
-
.
;
.
.
. 

.
 

. 

.

-

 

'

が
、
'生
產
部
門
相
互
間
に
お
：い
て
、.
'
ま
た
各
種
：の
所
得
め.流
通
と
.め
：間
^
お
い
ゼ
<
.:
い
か
.な
る
関
連
：を
も 

そ
こ
：に
い
.か
な
る
特
質
一V:

矛
盾
が
4
る

0.
か
わ
.い
ゲ

：
こ

と
.に
考
察
を
限
定
レ
、
独
占0
^:
^
 

づ
け
て
い
る
の
か
と
い
う
ご
と
ほ
づ
ぎ
の
研
究
段
階
へ
の
課
題
と
^
て
扭
ぎ
た
い
ノ
^
ル
て
便
智
上-'
^

意
味
で
：の
苒
生
産
構
造
の
分
析
と
.

よ
ん
：で.お

： '

こ
う
o

'

:

:

ソ
.

ベ
:

-

• 

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

- 

-
.

. 

. 

' 

. 

. 

. 

, 

. 

. 

.

- 

• 

! 

.

今-
,
- 

' 

-

.

<

•

.

 

-
»

,

 
-

 

'

 

•

 

-
 

、
 
•

 

I

 

t

 

•

.

.

.

 

. ‘
'

'
 

: 

• 

■ 

• 

'

'

•

 

. 

-• 

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

 

.

.

.

^

 

''
:

'

.

.
■;
.
'
、
 

.

.

 

人

..
:

.

:.

.

.

.

.

 

-

 

.

 
.

'

.

■

.

.

,

 

'

 

.

.

.

.

.

.

. 

.
•
•
+
.

-•
.
.
. 

-•+-.•
 

.

 
.

.

.

.:

 

.

'

 

.

:;
:

-

;

さ
て
广
狭
義)

の
再
生
産
構
造
分
析
を
は
じ
め
る
'

に
あ
た
り
。
ま
ず_

を
ば
;0

め
ど
す
る
，
ー；
'«

の.
論

稿「

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析

.

.

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
，

'

.

:

'

五
：':(

九
四
五)

'

 

■



:

 
.

 
.

 

\

 
.

六
.(

九
四
六 > 

.
へ

誠

^

^

^

昭

和

三

笠

年

“

^

業

速

関

表

^
を

手

が

か

ヴ

ど

^
て
^

^
1-
-
:で
は
、
'.
'
論
題
の

.し
：め
.す
：と
^

り
：、-
昭
和
ゴ
ー
五
年
礙
業
連
関
表
を
手
が
か
り 

と
し
て
、

現

実

分

析

を

す

す

め

る

こ

と

と

す

る

。

'

三

五

年

産

業

連

関

表

は

、
..序

章

策一

一
節
で
指
摘
す
る
ご
と
く
，

わ

れ

わ

れ

.の
分

析

目

的

か

ら

す

れ

ば

多

く

.の
制

約

.'

.
It
界

を

も

っ

て

お

り

、
利 

用

可

能

の

範

囲

.も
非

常

に

限

定

.さ
れ
て

'い
.
.る
か
ち
、
.こ
れ
を
手
が
か
り
と
す
る
一
連
の
：分

析

の

対

象

も

が

な

り

の

制

約

を

ぅ

け

ざ

る

を

え

な

い

。

■;し
か

し

な

が

!0
、.：.：產
業

連

関

表

は

、'.
:
.年
々
：の

財

貨

‘
：サ
.：I
ビ
：ス
：の

流

れ

の

部

門

間

相

互

関

係

に

か

ん

す

る

全

国

的

•;
全
産
業
的
規
莫
の
：統
計
と
：
 

し

て

は

唯

-*
の
も
：の
.で
あ

^
し
、
経

常

的

な

財

貨

‘
ザ

！
ビ
夂
：の
1流
：れ
に
つ

'い
.て
は

"
 

ーー5:
年

.の 
'「

基

本

表」

'
 

は
部
門
を
ー
；五

三

部

門

に

細

分

類

：
 

し
'て
い
：る

め

で

，
'が
：な
り
：の

詳

細

な

検

討

が

可

能

セ

あ

る

。
：
：さ
ら
に

^:
た
、
度

業

連

^

^
が

テ
あ
テ
：ィ
：<

^

丨
ス：

(

生
産
活
動
草
立)

.
Pよ 

っ
て
部
門
分
類
を
し
て

.い
る
：こ
：と
も
，
：わ

れ

わ

れ

の

分

祈

目

的

^
と

マ

て

き

わ

め

て

好

都

合

な

こ

と

で

あ

る

マ

す

な

わ

ち

、

エ
業
統
計
表
等
の
ご

と
く
事
業
所
単
：位
の
：統
計
で
は
：：
あ

る

事

桊

所

で

数

種

の

生

産

物

を

生

産

し

て

：い

る

場

合

ス

当

該

事

業

所

.は
' 

そ
の
も
っ
：と
.も

主
要
よ

一

生

産

物

•
 

.
 

.

.

.

 

. 

、. 

.

.

.

.

 

-
 
-
 

.

に
よ
°
て
あ
る
啬
門
分
類
に
入
れ
ら
れ
、
''
.数
種
の
.生
産

物

：の

生

產

額

ぞ

；そ

れ

ら

の

た

め

.：の

資

本

金

•

従

業

貫

等

が

す

べ
て
そ
の
主
要
な
一
生
産 

物

の

も

の

：：と
^
で
計

上.さ
れ

て

し

ま

，ぅ.-
:と
と
.な
：石

。

こ

丸

に

対
.し
.、
'產
業
連
関
表
.で
.は
、
各
部
門
を
：「

生
産
技
術」

.「

生

産

過

程

」

.
別

に

分

類 

:
し
て
い.石
た

め'
単
.

一

:事

業

所

が

数

種
0
生

産

物

を

生

產

し

て
.い
る

場

合

に

も

、
.，
こ.れ
ら

の

異

な

る

生

産

物

は

異

な

る

部

門

.に

配

分

さ

せ

、

そ
れ

.ぞ

れ

の

財

の

投

入

*.
產

出

が

究

明

さ

れ

て

い

ら

て

い

る

0
で
：あ
る

。
...

•
 

- 

_ 

■ 
: 

一

.

:.
.
.
.
:

. 

.

.

.

:
:

な

お

、
.最
近

、
.
三

五

年

め

産

業

連

関

表

め

作

業

結

果

が

し

だ

.い
に

発

表

さ

れ

つ

つ

あ

る

が

、..こ
の
'一

重

年

は

、

一
一
一

0
年

以

降

の

.い
わ

ゆ
る

:「

技 

術

革
新

：

」

.
と

高
蓄

積

の

過

程

で

生

じ

た

猶

々

.の
特

徵

':•
変

化

が

一

応

現

実

に

あ

ら

わ

れ

：て
き
た
睁
期
で
あ
る
か
ら
.，

三
五

年
產
業
連
関
表
を
手
が 

か
り
.と

ず

る

こ

と

は

時

期

的

：に
：も

妥

当

と

思

わ

れ

る

。

ま
た
‘
；瑰

在

こ

2
1
ー：五
.年
表
の

.作
製

方

式

：に
ょ
：っ
，て
ニ
六
年
表
、
'三
.〇

年

表

を

修

正

言
 

作

業

が

行

な

わ

れ

，
：
こ
れ

ら
三
力
年
の
比
較
.可

能

な

産

業

連

関

表

が

近

く

発

表

さ

■れ

る

予

定

.で
あ
る
が
穴
か 

年
を
手
が
か
.■り

と
し
て
考
察
を

.は
じ

.め
る
こ
と
'は
一
定
の
意
味
：.を
も
：つ
で
あ
ろ
う

•.，
■
■

.
■
>

.
そ
れ
ゆ
え
、
三
五
年
産
裏
連
関
表
の
性
格
や
限
界
を
充
分
認
識
し
た
う
え
セ
、：
こ
の
統
計
を
可
能
な
か
ぎ
り
利
用
し
つ
づ
、
狭
義
の
再
生
産
構 

造
の
分
析
を
は
じ
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

本
稿
の
序
章
第
一
節
で
は
、
ま
ず
狭
義
の
再
生
産
構
造
の
分
析
の
た
め
.に
必
要
：と
思
わ
れ
る
き
わ
め
て
..基
本
的
な
視
点
を
ご
く
筒
単
に
指
摘
す

'
る
，

* 

'

:

.

-

.

.

:
パ
ぃ 

」 

、

.
第
二
節
で
は
、
産
業
連
関
表
を
手
が
か
り
と
し
て
分
析
に
入
る
に
.あ
た
り
、」

前
も
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
目
的
か
ら
み
て
兰
五
年
産
業
連
関 

表
の
と
く
に
重
要
な
限
界
"
分
析
不
可
能
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
産
業
連
関
表
を
手
が
か
り
と
し
て
す
ず
め
.る
第
一
.章
以
降
の
分
析
対
■ 

象
の
限
矩
を
し
め
す
と
と
も
に
、.今
後
わ
れ
わ
れ
が
独
自
に
分
析
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
点」

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
を
も
っ
て
い 

る
。
：

.
'

■

.

-

.

-

 

第
一
章
で
は
、
物
的
生
産
を
行
な
う
生
産
諸
部
門
に
対
象
を
限
定
し
、
三
五
年
産
業
連
関
表
が
わ
れ
わ
れ
の
分
析
目
的
に
と
っ
て
一
応
有
効
な

資
料
を
提
供
す
る
も
の——

経
常
的
な
原
材
料
•
補
助
材
料
に
か
ぎ
っ
t
の
生
産
諸
部
門
間
の
生
産
物
の
塡
補
関
係
と
、
..
諸
生
産
物
の
販
路
構
成

:

- 

■

 

:

 .

 

•

 

:

:

 
■

に
か
ん
す
る
資
料
I

を
利
用
し
て
、
諸
生
産
部
門
の
再
生
産
構
造
上
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
、
統
計
資
料
の
ゆ
る
す
範
囲
内
で
で
き
う
る
か
ぎ 

り
検
討
す
る
こ
と
を
こ
-
ろ
み
る
。

.
:
. 

:;:
,

\

し
か
し
、
第
一
章
で
は
、
.紙
数
.の
関
係
土
、

.
1応
の
ス
ヶ
ッ
チ
と
%-
-
い
う
べ
き
腺
計
と
図
表
.の
作
製
を
試
作
す
る
に
.と
ど
ま
り
、.
そ
こ
に
し
め 

さ
れ
て
い
る
問
題
点
も
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
究
明
す
べ
き
問
題
点
も
指
摘
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
第一

一
章
以
降
に 

ゆ
ず
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
. 

.
.
.

、

ま
た
第
.一
章
の
検
討
は
、
三
五
年
の
み
を
対
象
と
し
た
'い
わ
ゆ
る
静
態
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、

第

二

秦

以

降

：で

は

、

.先
に
ふ
れ
た
一
一
六
年
表
、

三
〇
年
表
の
修
正
‘，
調

整

作

業

の

.公

表

を

ま

っ

て
へ
産
業
連
獨
表
の
利
用
可
能
な
が
.ぎ
り
で
、
'軚
後
過
程
に
お
げ
る
変
化
‘
発
展
に
つ
い
て
検
討 

■を
こ
こ
ろ
み
る
と
と
も
に
、
：わ
れ
わ
れ
独
自
の
現
実
分
析
も
す
す
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

.

..

.

ソ
.
':'
:

:日
本
資
本
主
義
め
苒
生
産
構
造
分
析
試
論
;

_ 

七

(

九
四
七)

'
.
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■
 

-V-
 
■
 

■ 
■.

:

 

.

:

 

-
 

- 

.
■
.
.
:
:
-

.

.
:
•,

.

■

 

■

.
:-:
-'
:

:
'
'' :

^
 

若

干

の

き
 

_

r
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一
再
生
産
構
造
0.
現
状
分
祈
を
行
な
ぅ
た
め
に
は
、；
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
.の
'ィ
カ

-
:
.
ズ
ム
> 
さ
ら
.に
は
独
占
資
本
主
義
段
階
に
.
P
い
，て
そ
ヮ 

.

メ
カ”1

ズ
ム
の
.ぅ
え
に
生
じ
る
諸
特
質
.-
.諸
問
題
に
、か
ん
す
る
理
論
的
考
察
が
必
要
で
.あ
る
が
、
本
稿
.で
は
紙
数
の
関
係
上
、，
か
か
る
理
論
的
考 

察
に
た
.ち
い
る
こ

.と
は

出
来
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
本
節
で
は
、
現
実
分
析
に
あ
た
つ
て
1>
<̂
に
必
.要
.と
.思
わ
れ
る
$'
4

.

1如
を
簡
単
に
列
挙
す

る
に
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。
■
:

.
:■

’：
.-
ん

：彳 

ゾ

.
:

.

.

.

.

.

.
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V
:
じ

狭
義
の
再
生
産
.構
造
の
分
析
は
、
.社
会
的
総
資
本
‘
総
労
働
力
の
諸
生
産
部
門
へ
の
.配
分
と
、
そ

れ

ら

の

年

々
の
成
果
で
あ
る
社
会
的

総
生

産

#-
の
流

31
-
に
か
ん
ず
る
考
察
を
通
じ
_て
明
ら
か
に
な
る
'°
■ 

■ 
v

 

:

し
.

■ 

. 

二
. 
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.
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■:
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■

い
ぅ
ま
で
も
な
く
、'人
間
が
生
存
を
継
続
し
て
：い
く
た
め
に
は
、
，人
間
.が
自
然
に
た
い
し
て
能
動
的
：に
働
き
か
け
、
自
然
質
料
を
し
て
人
間
生

.- 

: 

.

存
に
必
耍
な
形
態
に
質
料
転
換
せ
1>
"め
て
：い
く
活
動
で
あ
る
生
産
を
、
反
覆
•継
続
し
.て
い
く
必
要
が
あ
る
.の
で
あ
る
が
、.

資
本
制
制
度
の
も
と
で 

は
' 
こ

れ

は

、
諸

生

産

謂

門

に

お

V
て
、.
最
大
限
の
利
潤
獲
得
を
目
的
と
す
る
諸
資
本
が
、
諸

生

産

手

段

と

商

品

比

さ

れ

-た

劳

動

カ

と

を

结

合

•

消

費

し

.て
、
.利
潤

の

た

め

の

商

品

坐

産

を

.行
な

ぅ

と

い

ぅ

形

態

を

と

る

：。
:.
.
.そ
れ
ゆ

.え
、
'生
產

を

行

な

ぅ

主

体

で

あ

る

入

間

労

働

カ

と

、；
生
産
の
た

.

.

.

.

.

.
 ......... 

• 

•

め
に
必
要
な
諸
生
産
手
段
の
社
会
的
配
分
は
、
諸
生
産
部
門
へ
の
社
会
的
総
資
本
の
投
下
の
.配
分
、
資
本
投
下
に
ょ
る
諸
生
産
手
段
と
商
品
露 

カ

の

配

分

と

い

ぅ

形

態

を

ど

る

。
.
：
：
‘
./
,
り 

 ̂

. 

-
V
- 

^

:

そ
し
て
、：
こ
：の
社
会
的
総
資
本
の
諸
生
産
部
門
べ
の
配
分
諸
生
産
手
段
と
勞
働
力
.の
配
分
を
基
盤
と
し
；
^
^
^

産
物
の
生
産
‘
苒
生
産
が
行
な
わ
れ
る
の
，で
あ
る
が
、
.；他
面

で

は

、

以

下

に

み

.る
ょ
5
に
，
年
々
う
み
だ
さ
れ
る
生
産
物
の
再
生
産
.
流
通
諸
関 

係
の
も
と
で
：の
刺
潤
：の
運
動
を
邇
じ
て
、
、社
会
的
総
資
本
.の
配

分

が

規

定̂
れ
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
め」

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
苒
生
産
構
造
の 

分
析
に
お
い
て
は
、：
 

'生
産
の
.基
盤

で

あ

る

社

会

的

総

資

本

の

諸

生

產

部

門

.へ

，ゆ
配
分
.、
資
本
投
下
に
ょ
：る
諸
生
産
手
段
と
労
働
力
の
配
分
を
把
握 

す
る
と
.と
も
に
、
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
年
々
う
み
龙
さ
れ
る
社
会
的
総
生
產
物
の
流
通
諸
関
連
を
明
ら
か
に
し
，
両
者
の
関
連
を
通
じ
て
、

一
国 

1

主
義
：の
再
生
産
構
造
を
解
明
し
そ
い
く
こ
と
が
：必
要
で
あ
ろ
う
。

''

'.
:

.

•

■ 

■ 

- 

■ 

■ 

■ 

.

わ
れ
わ
れ
が
社
会
的
総
資
本
の
配
分
を
問
題
と
す
.る
場

合

、

>
,
く

に

注

目

し

で

い

る

0
は
、
固
定
賓
本
部
分
の
配
分•

生
産
手
段
の
う
ち

■
の
労
働
手
段
部
分
の
配
分
で
あ
る
。

： 

,

V

も
し
、
資
本
が
す
べ
て
流
動
資
本
で
あ
り
■、
生
産
手
段
が
す
べ
て
牟
々
全
価
値
を
生
産
物
に
移
転
す
る
も§

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
'再
生
産
.
.

':

構
造
の
分
析
は
、

ま
さ
に
社
会
的
総
生
産
物
の
流
通
.の
分
析
に
ょ
づ
て
、充
分
で
：あ
ろ
う
。

一
般
に
、「

社
会
的
総
資
本
の
苒
生
産
と
流
通」

. 

:
と
い
う
場
合
、'
:社
会

的

総

，資

本

の

「

年

か

の.機
能
を
知
か
成
果
に
お
い
.'て
考
察
する

」.. ：.

こ
と
、
..'
'し
た
が
つ
て
商
品
資
本
の
再
生
産
と
流
通
の
. 

.
分
析
と
い
う
こ
と
が
主
題
と
さ
れ
て
い
る
。
し
：か
し
、':

再
生
産
構
造
の
分
析
に
お
い
て
ば
、
：
こ
れ
と
と
も
に
、
'社
会

的

総

資

本

そ

の

も

'の
の 

,
:を
'̂
0>
'̂
^
か
^

と

く

に

年

々

，
の

成

果

に

直

接

反

映

さ

れ

な

い

が

、

.年
々
の
成
果
を「

う
み
だ
す
基
盤
で
あ
る
固
定
資
本
部
分
，
労
働
手
段 

,
部
分
の
存
在
の
あ
り
方
を
、
明
確
に
す
'̂
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

.■

,
..

へ'ま
た

、
，
生

産

諸

部

門
.へ
.の
'社
会
的
総
労
働
カ
.の
|3
分
と
い
う
こ
と
を
と
く
に
問
題
と
す
る
の

は

、

.-
一
般
に
社
会
的
総
資
本
を
年
々
の
成
果 

r'
i

iも
問
題
と
す
る
場
合
に
.は
:'
労
働
力
：に
.投
下

さ

れ

た

可

変

資

本

部

分

：の

流

通

.と
し
て
把
え
ら
れ
、
：
そ
の
可
変
資
本
が
ど
れ
だ
け
の
労
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,

働
力
数
.に
：た

い

し‘て
.投
下
.さ
れ
.た
も
の
：か
と
い
ヶ
こ
.と
そ

れ

自

体

は

主

：た
：る

.問
題

と

；：な

ら

：な
.い
か
ら
で
あ
.る
。:-
,(

い
う
ま
で
も
な
く
ご
同
一
nr 

.

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
:

:
一
.
. 

'ベ

.
九
；々(

九
四
九
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:
,変
資
本
投
下
.は
、：：.異
な

:^
慕

の

：も

と

真

|

勞
働
カ
数
を
購
.入

す

る

.-
:し

^

門
べ
の
投
下
を
通
じ
、'：
:
.生

贫

を

I

.
な
.に
な
い
# 'f

か
か
か
修
か
を 

解

.
:
.明
す
べ
：.き
童
要
な
.：

「

問

題

で

：あ

る

，.:.
'
'卜
^
^
^
^
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独
占
資
本
主
義
段
階
で
は
、
独
*
資
本
の
安
配
す
名
生
産
部
門
べ
の
；参
入
0
制
：限

、
へ

独

占

資

本

が

労

働

手

段

の

遊

本

化

0
も
と
で
生
産
を
行
な 

う
可
能
性
の
増
大
等
が
生
じ
る
し(

さ
ら
に
国
家
に
よ
る
国
営
産
業
、：：.公
共
事
，
投
資
が
'す
ず
む
.段
階
で
'は
、
,:
こ
の
社
会
的
総
資
本
：の
配
分
の
分 

析
は
、
'■
:
:さ
ら

に

あ

ら

た

：な

重

要

性

-を

も

つ

こ

と

に

な

る

■：
°
.
:、 

.
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つ
ぎ
に
、

再

生

産

構

造

を

社

会

的

総

資

本

の

年

..々

の

成

果

で

あ

る

社

会

的

総

生

産

物

の

流

通

諸

関

係

か

ら考
察
す

'る

う

え

に

お

い

て

'
.
基

本

的 

な
点
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
こ
で
の
指
摘
は
、
き
わ
め
て
抽
象
的
な
論
理
段
階
に
お
け
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ

れ

ら

は

現

実

分

析
に
お
い
て
も
、
そ
の

基
礎
的
視
角
と
し
て
す
え

ら

れ

る

、べ
き
も
の

.で
あ
ろ
う
。

： 
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G

:
社
会
的
総
生
産
物
の
流
通
の
考
察
に
お
い
.て
ま
ず
肝
要
な
こ
と
は
、

こ
の
社
会
的
総
生
産
物
の
流

通

が

、
.
'生
産
物
の
素

材

的

姿

態

に

よ

っ 

て
規
制
さ
れ
る
と
同
時
に
、
生
産
物
の
価
値
的
櫞
成
の
相
互
，比
率
に
.よ
っ
：‘て
も

規
制
さ
れ
る
と
い
う
事
情
を
認
識
し
て
お

く

こ
と
，で
あ
る
。

，
一

国

経

済

に

お

い

て

、

生

産

が

反

覆

•
継
続
し
て
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
社
会
的
総
生
産
物
.の
う
ち
.の

マ
部
分
は
、
生
産
に
よ
っ
て
消
費
さ 

れ

た

生

産

手

段

を

塡

補

，す

る

た

：め

.に
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
しV

他

の

；
一
部
分
は
、'
労
働
者
階
級
と
資
本
家
階
級
の
，個

人

的

消

費

の

た

め

に

提

供
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
社
会
め
総
生
産
物
は
、
生
産
手
段
、
消
費
手
段
と
い
ぅ
素
材
的
に
異
な
る
も
の
と
■し
て
生
産
さ

■ 

.

. 

.

.

 

■

.れ
、
生
産
的
消
費
、
個
人
的
消
費
と
い
ぅ
異
な
'る
機
能
を
は
た
し
て
い
る
わ
け
で
あ
.り
、
か
か
る
関
係
と
対
応
し
て
，
社
会
.の
総
生
產
部
門
は
、
 

的

生

産

手

段

を

生

産

す

る

第

ー

部

門

ノ

バ

パ

ハ

.

:

:

■

1 

(P
)
、
消
費
手
段
を
生
産
す
る
第
二
部
門
..
'

.

■

,. 

に
大
別
さ
れ
る
。
.-:
:
'
;
:
.

生鹿手段

消费手段

らわす価値部分 

わす価値部分'
= 生産で消費された不変資本 

= 投下可変資本の塡補部分を

m 1

めす

m  ニ剰余価値部分

矢印は生産物の部門への流れ

O

は部門内流通をしめす

m

⑵ 拡 大 再 生 産

m<
' r-t— , r -/T v-  —

H c +  ’，.： v-fmk ' +  ■
—  . . L.  J

»mkはm のうち消費.される部分 

► m eは拡大稗生産のための不変資本の追如投資部分 

，m vは拡大得生産めための可変資本の追加投資部分

•
こ
め
.第
一
部
門
•第
一
一
部
門
の
生
産
物
は
、
.
そ
れ
ぞ
れ
の
素 

材
的
特
質
：に
応
じ
て
、.
生
産
に
ょ
つ
て
消
費
さ
れ
た
資
本
の
諸 

構
成
物
を
塡
補
し
あ
う
と
と
も
に
、
：
各
部
門
の
資
本
家
•
•労
働
. 

者
の
所
得
流
通
を
.通

.1
:
て
彼
ら
の
維
持
•
再
生
産
を
行
な
つ
て 

.い
く
の
で
あ
.る
が
、：
-J

の
ょ
う
に
素
材
的
な
点
が
ら
規
制
さ
れ 

る
生
産
物
の
流
通
技
、
同
時
に
、:

生
産
物
の
価
値
的
構
成
に
応 

:

じ
：て
偭
値
的
に
規
制
さ
れ
て
：い
る
。
:'
:
'
'

:

,

〔

す
な
わ
ち
、へ
資
本
：の
生
産
物
は
い
ず

れ

も

、
：
価
値
的
に
み

る

:

と
、.:
'

:

.

■

.

ぐ
.

:

+ 

•

.

•

 

• 

• 

• 

• 

.

へS
.

生
産
手
段
の
価
値
の
う
.ち
、
生
産
に
上
つ
.て
消
費
さ
れ

.生
：産

物

に

価

値

を

移

転

し

た

部

分

、
.、c
>
:.:
.;:■
•
.

''
.

的
':
;

;

労
働
力
の
消
費=

労
働
に
ょ
つ
，
て
あ
ら
た
に
う
み
だ
さ

。れ
た
価
値
の
う
ち
、'.
労
働
力
の
購
入
に
投
下
さ
れ
た
可
変
資
本

日
本
資
本
主
義
呤
再
生
産
構
造
分
析
試
論

ニ 

C

九
五
一)
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.

.

(

九
五
.ニ)

の
塡
補
部
分
、
V
。
 

' 

,
M

右
の 

>
:
部
分
を
こ
え
.て
あ
.ら
.た
に
う
み
だ
'さ
れ
た
剰
佘
価
値
部
分
、

11
1
。
 

- 

.

.

.

マ

か
ら
着
た
っ

.て
い
る
プ
そ
丄
て
,,
-
こ
の
.よ
う

な

社

.会

的

総

生

通

が

規

制

さ

れL
の

で

あ

る0
-:
;'
:̂̂

へ
''
.
 
:.

-'
、

.

,

マ
へ
：
ン
ぺ
：
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,
-
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」

の
よ
う
に
、.
諸

資

木
€>
.塡
補
土
所
得
の
流
通
と
を
ふ
'く
む
社
会
的
総
生
産
物
の
.流
通
拎
生
產
手
段
、
消
費
手
段
と
い
う
生
產
物

50
質
料
的 

■■
'，形
態
に
よ
マ
て
墉
制
さ
れ
る
と
同
時
に
、
.社
会
的
総
生
產
物
の
«
値
^
成

の

粮

互

比

率

に
.よ

，っ
：
て:%
規
制
ざ
れ
.る
の
：で
あ
る
。
こ
う
し
た
：関
係
を

简
.単
に
し
め
す
と
前
.̂

の
0
(2
式
の
よ
う
に
な
る
。

'.

.
?
へ
:
,
.
'
: 

■

:.

:

'

ベ

.

.

.

 

.
.

'

-■ご
：
.
.
.-
.
.
:
-
.
.
.
:
.
-
' 

. 

: 

' 

. 

. 

'
'
一
 

/:-
:
：
.、

:

ハ

,
■..
.
.
一-ぐ
い
-
. 

:

.
广：：

パ

：
.

，
一
：
.
- 

V 

- 

.

,•
-
.

⑵

,と
と
ろ
で
、
：以
上
の
よ
う
な
社
会
的
総
生
産
物
：の
：流
通
諸
関
係
に
つ
い
て
$

係
を
よ
み
と
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
石
。
.;
■

.

き
わ
め
て
単
純
化
さ
也
た
‘⑴
⑵
式
乂
外
国
贸
易
、
国
家
の
薷
要
を
捨
象
し
'
個
入
的
消
費
：=
最
終
消
費
と
'み
な
‘し
て
ぃ
る)

か
ら
も
分
る
よ
：う
に
、
第
一
一
 

啬
門
の
生
産
物
.卩
消
費
手
段
に
た
い
：す
る
需
要
を
形
成
す
る
も
の
は
、

1

«
-0
;生
産
活
動
-̂

よ
.っ
て
形
成
さ
れ
る
労
働
者
の
賃
金
総
額
{
V総
額) 

.と
資
本
家
の
所
得
の
う
ち
の
消
費
部
分(

S

ま
た
はI.

め
総
S
 
.と
.の
総
和
で
あ
る
。；
と
こ
.
.ろ
で
、
こ
.
'の
う
ら
の
.労
働
者
階
級
の
所
得
懲
額
は
、

つ 

•ぎ

0
.よ
う
な
資
本
制
的
制
限
.を
う
け
、
狭
隘
な
枠
内
に
限
定
さ
れ
て
い
ふ
。

'.
,:,
.

7

 

_
'

.

 

圓
.

 

圓
 
.

.

.

.

 

. 

.

.

.

.

.

 

-

•

 

.

..

.
'す
'な
A
ち
';
'

労
働
者
の
雇
用
は
、.
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
.よ
り
可
変
資
本
が
相
対
的
に
.，減
少
す
る
法
則
：の
作
弔
の
も
と
で
、

さ
ら
に 

.

ま
た
機
械
制
大
工
業
の
発
展
'̂
対
応
す
る
各
種
の
：労
働
強
化
の
手
段
や
労
働
者
の
監
督
•
支
配
に
よ
り
、

一
定
の
労
働
量
を
"で
き
る
だ
け

少

数

の 

霞

者

よ

り

供

給

せ

：し

め

よ

う

と

す

る

：

「

エ

場

体

制

」

.:
:
:の(

も
之
で
：
資
本
歡
に
制

.限

.さ
れ
る
；。
:-
他
方
、
：.ー：入

，■
代
に
お
け
る
労
働
カ
€>
再
生
產
に
必
要
'な
費
用
.に
限
定
ず
る
法
則
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
：う
え
、
.相
対
的
過
剰
人
ロ
の
も
と
,
は
、
労
動
力

=3000 Pi

の
再
生
産
費
用
以
下
：に
き
り
下
げ
ら
れ
る
傾
向
：に
あ
る
，，

ま
た
，.

生
産
力
の
発
展
過
程
で
は
，
旧
熟
練
の
破
壊
、
婦
女
子
•
未
成
年
の
不
熟
練

 ̂

働
の
進
出
に
よ
り
、
労
働
力
の
.価
値
.の
.低
下
、
労
働
力
の
価
値
分
割
が
生
じ
る
。
-;
'

.

,'

.

拡
大
再
生
産
が
行
な
わ
れ
、.
雇

用

の

増

大

，，
賃

金

総

額

の

増

大

.、が
#
じ
：る

場

合

に

も

、
.資
本
は
、
右
の
よ
.う
：な

.，

「

.工
場
体
制」

.
の
も
と
で
、
追 

加
1

が
そ
の
技
術
的
構
成
に
よ
:0V

必
要
と
す
る
か
ぎ

り

で

犀

用

を

増

大

す

る

の

で

あ

る

し

;'
.
賃

金

につ
い
て

も
右
の
事
情
は
基
本
的
に
は
変

.

V

1

.

. 

.

V

:
ぐ 

.
と̂
：こ
：ろ
は
な
い
。
旺
盛
な
蓄
積
の
も
‘と
で
0
雇
用
増
大
に
よ
り
、
労
働
カ
不
足
.
賃
金
騰
貴

■

 

.

.
‘

が

生
じ
る
こ
と

も

あ

り

う

る

が

、

こ
れ
は
ま
た

生
産
力
の
向
上
に
よ
る

資
本
の
有
機
的
構
成
の 

,高
度
化
を
刺
激
>
促
進
す
る
要
因
と
な
る
。：
 

：

■

'

.

.

.こ
の
.よ
う
：に
、：

資
本
制
的
生
産
の
も
と
で
は
，■ Y

定
の
生
産
活
動
に
よ
っ
.て
形
成
さ
れ
る
所

. 

-- 

.

.

.

.

. 

>

，
得
.の
う

ち

、
，
，
労

働

者

階

級

の

所

得

•消
費
は
、
資
本
制
的
制
限
を
：う
け
、
狭
隘
な
枠
内
に
制
限
さ 

:

れ

ざ

る

を

え
な
い
の
で
あ
る
が
、，
他
®
で

は

、
:;
.
こ

の労
働
者
の
所
得
.
.消
費
が
、
表
終
消
費
需 

要
のi

大
部
分
と
し
て
,;
-'
-
第
一1

部
門
め
生
産
物
め
販
売
•
生
産
を
規
制
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を

通
じ
で
間
接
的
に
第
.
.一
部
門
の
生
産
物
の
飯
売
'
.
.
生
産
を
も
規
制
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。：

.

.

.

.

.

.

.

.こ
ひ
関
係
に
つ
い
て
は
、
.⑴
⑵
式
の
説
明
で
省
略
，し
た
つ
ぎ
，の
点
を
補
足
す
る
必
要
が
あ 

る
1

1
な
わ
ちv 

.あ
る」

一
定
の
^
期
に
は
、

各
生
産
部
門
に
お
い
て
、
，
砠
員
力
の
発
員
ボ
準 

と
、
資
本
対
賃
労
働
の
：関
係
に
よ
，っ.て
’
' 

i

ぼII.

定
の
資
本
の
有
機
的
構
成
と
剰
余
価
値
率
が 

あ
だ
え
ら
れ
て
い
へ
る
め
で
あ
り
、
.

」

こ
：の
所
与
の
資
本
構
成
，
剰
余
価
値
率
の
も
と
：で
は
、
第
一

郜
門
と
第
二
部
門
と
の
部
門
間
比
率
は
、
パ
ー
定
の
も

の

と

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ

り

，

決

-

.

.

.

. 

.

.- 

-
,•
. 

■..,
:

.

.
' 

'
..
■

. 

■
:

■'
L
'て
任

意

の

も

の

で

は

あ

り

え

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

'

.

■.
;
.
.
.

''
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:

、ノ
250v+250m 1 ニ 1500]

する投下資本総額。

8年。価値移転部分は

500c o

+  1000c)対 500 v、 

b :18対 1。に

C は固定資本に 

卜用年数は、IE

本 

構

101

⑶

8000C

4000C

800QC、. 4000 

固資本め耐 

lOOOcs JI 500c 

流動的不変資?jは11000c、 

資本の有機的構成はI (8000 

(4000C十500c)対250v、i 

剰余価個:率はともに100%

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
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: 

: 

s

;

(

九
：五
四)

.
_

た
と
え
ば
、
⑴
式
に
数
字
を
い
れ
て
こ
れ
を
し
め
す
と
ノ
前
頁
の
⑶
式
の
ご
と
き
条
件
の
も
と
で
は
ノ
ー
第
ー
部
門
生
產
と
第
ニ
部
門
生
產
と
の 

部
門
間
比
率
は
ニ
対
一
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
 

、
 

.

.
'.

そ

れ

-̂
尤
、
労
働
者
の
所
得
総
額
と
資
本
家
の
所
得
の
：う
ち
^

間
接
的
に 

.は

第

：
一

部

門

の

生

産

を

も

規

制

す

る

■
係
に
あ
る
の
で
.あ
る
.。
>-
'」

た

関

係

は

：、

多

く

の

迂

回

的

生

産

が

行

が

わ

れ

、
，
生

産

と

.消

費

と

の

関

係 

一
.

:

'
が

さ

ら

：に

迂

回

的

：

*
間
接
的
と
な
っ
た
と
.し
て
も
、
：ま
た
、：抵
大
再
生
産
が
行
な
わ
れ
名
：と
し
.て
も
、ぐ
変
り
は
な
.い
。

単

純

化

の

た

.
め

上

-

生
產
が
ー
方
的
に
の
み
行
.な
.れ
れ
石
と
想
定
し
て
、
か
が
る
関
#
を
し
め
す
と
次
頁
0
(4
)

(5
)

式
の
よ
.う
に
，な
る
。
ご
と
で
は
数
字
を
咯
し
た
が
、
 

各
生
産
部
門
の
資
本
の
有
機
的
構
成
、
剰

余

価

値

率
が
、
'そ
：
の
時
代
に.お
け

る

各

生

産

部

門
0
生

産

力

の発
展

水

準

ど

、

資

本

対

賃

労

働

の

関

係 

の
：も

と

で

、.ほ
ぼ
.：
一
矩

の

も

の

と

し

.て
あ

た

え

ら

れ

：て

い

る

以

上

、

生

産

諸

部

門

の

部

門

関

連

は

.
ー

定

の

比

率

を

と

る

こ

.>
と
な
り
、

最

終

消 

一
 

費
需
要
が
：、

一
'定

の

部

門

関

連

を

も

っ

た

•
全
体
と
し
て
の
生
產
規
模
を
究
極
的
に
規
制
す
る
間
係
に
あ
る
こ
.と
は
明
.ら
^
で
あ
る
。
拡
大
再
生 

■
産
に
お
い
て
も
、
各
部
門
の
新
投
資
に
お
け
る
生
產
カ
の
.発
展
水
準
に
照
応
し
た
資
本
構
成
.に
よ
っ
て
、
各
部
門
0
^
張
は
一
定
の
部
門
関
連
を
も 

た
ざ
る
を
え
な
い
と
い
.う
関
係
に
あ
る
し
、
か
か
る
ニ
定
の
部
門
関
連
を
も
っ
：た
-
全
体
と
し
，て
の
生
産
規
模
の
拡
大
は
、
拡
大
再
生
産
に
お
い 

て
右
に
み
た
よ
う
I

.
で
¥

せ
し
め
ら
れ
た
労
働
者
I

得
と
I

I

讓

类

に

よ

っ

.
I

S

S
制
さ
れ
る
と
y

関
係
に
あ
る
。

.'.
: 

:

'

«': 

.

.

-.
.

;
. 

■

 

■

.

ノ

.

V 

,
 

\ 

,

■

•

 

- 

'

以
上
の
ご
と
く
、

一
定
の
生
産
活
動
に
よ

っ
て

、
.

労
働
者
と
資
本
家
の
所

得

(

消
費
部
分)

が

形

成

さ

れ

る

が

、

他
面

で
は

こ
の

所

得

に

よ

る 

消
費
需
要
が
'
生
産
活
動
を
究
極
的
に
規
制
す
る

と
い
う

関
係
に
あ

る

の

で

あ

る

が

、

か
か
る
生

産

と

消

費

と

の

相

互

規

定

的
関
係
に
つ
い
て 

は
、

生
産
に
よ
っ

.ズ
形
成
さ
れ
る
：労

働

者

の

所

得「

消

費

が

、

資

本

制

的

制

限

を

う

け

る

.と

い

う

こ

と

に

注

目

す

る

こ

と

が

き

わ

め

て

重

要

で

あ

る
？

..

.

'

■

•

し

'
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(6)

CF-

丑 CF.

• C F は投下固矩資本総額 ''へ.:

• cd fi固定資本の価値移転部分

'=Pnr…”，”労働手段

消費手段

C F

耐久年数

cfG;は固定資本の現物填補による労働手段にたいする需要

(7)

I，.CF … cd

n g f

P m  ••…労働手段

消費手段

• mfは、m の蒂稂のため蒂蔵ざれる部分のうち固定資本への投资を予定する部分 

は、m め蒂锁のために蒂蔵される部分のうち可変資本への投資を予定する部分 

*mf(5は、瑰实に蒂愦が行なわれる場合における労働手段への迫加需要=凼定资本への追加投資 

»myGは現実に蒂梢が行なわれる場合における労脚力への迫加需要= 可変炎本への追加投資

I

七

c

九
五
七)

因

と

E
定
資
本
の
現
物
更
新
に
J:
'
る
労
働
手
段 

生
産
部
門
に
た
い
す
る
需
要
要
因
と
が
、(

分
離
さ 

れ
.た
も
の
と
'な
り

、

相

異

な

る

諸

条

件

に

ょ

つ

，
て

' 

規
饴
さ
れ
る
も
の
.と
.な
る
と
い
う
こ
.と
を
意
味
す
. 

る
.
.
,

と
：
の■関
係
.を
簡

取
.に
し
め
^
と

(6
)
式

..の 

に

な
.る
：。
'
:
.
.
.
：

 

■

■

;

 

(

举
純
化
の
.た
め
.：.
.；.
i
s
.
f

的
.不
変
資
本
苗
分
を
捨
象
し
、
 

c
't
、へ
て
を
固
矩
的
不
変
資
本
と
し
、，
b
た
が
つ
て
I 

-部
門
を
看
久
的
な
労
働
手
段
の
生
産
部
門
と
す
る
。

)

.

ン
单
純
再
生
産
が
ス
ー
ム
ー
ズ

.に
進
展
す
る
に
は
、
• 

.年
'々
'
Ic
.wl
.cf
li
e
=

と̂
'
う
^
係

が

た

も

*
れ 

る
必
要
が
お
る
.が
、
資
本
制
生
產
に
は
か
か
る
関 

係

を

う

み

：だ

す

メ

力

一

一
ズ
ム
は
全
.く
存
在
し
な
い
。

同
様
の
問
題
は
、
へ
拡
大
再
生
産
に
お
い
て
も
み
. 

ら
れ
る
。
，
m
,の
う
：ち

菩

樹.に
あ
：て

ら

れ

る

部

分

|

.は
：、

蓄
稹

の

^

め

の

生

産

蒙

件

に

ょ

ら

て

規

矩

.

.

.

.

.

.

.

:

:

.
 

:

さ
れ
た
：一：：

定
額
に
，

名
ま
で
は
蓄
積
基
金
ネ
し
：
 

て
貨
幣
形
態
で
蓄

廉

洚

れ
、
；現
実
に
蓄
積
が
行

なV

 

/

:

' R

本
資
本
主
義
の
-

生
産
構
造
分
析
試
論
：
.
：

;

:

(1
)

:
以

上

め
-
と
ス
、
社
会
的
総
生
産
物
.の
流
通
：は
、

素

材

的
•
価
値
的
諸
関
係
に
ょ
っ
，て
規
制
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
生
産
諸
部
門
は
部
門
相

V...-..:
 

‘
:■
:
へ,.
.
.
- 

：
. 

V
. 

V
. 

. 

.

.

.
,
.
、
.

■.
. 

.
'
ノ

. 

.■'
?
:
.

 
-■:
.
 

■ 

.
■-
-

...

S

S

い
講
ま
た
消

f

め

資

本

制

生

産

は

 

か
：か
る
諸
関
連
を
つ
ね
に
保
っ
'て
発
展
す
る
わ
け
で
は
決
じ
て
な
い
。

資
本
制
生
產
に
抵
い
で
は
.、：
生
産
は
最
終
消
費
.の
.状
態

：に

対

応

し
.た一.

定
.の
諸
関
連
を
た
も
つ
ょ
う
に
"：

計
画
的
に
発
展
す
る
わ
け
で
は
毛
頭

ン
 

,
'
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

 

- 

• 

• 

- .
 
、
 

. 

. 

. 

. 

•
.
.
.
.
.
.
. 

.

. 

.

な
い
°
特

別

剰

余

価

値

獲

得

の

：
た
め
の
：生

產

カ

：

の

発

展

を

：め

ぐ

る

諸

資

本

.の
競
争一

> 
競

争

：の

強

制

法

則

一

> 
同
一
部
門
内
の
諸
資
本
に
た
い
す 

..る
生

産

カ

発

展

；の

強

奪

.
：普

及
|
.
:
,
:
と
.い
う
形
で
、
生
產
カ
め
発
展
-
生
產
規
模
の
撖
4
<
進̂
展
す
る
の
で
あ
.り
、
そ
C
に
は
生
産
が
市
場 

の
.諸
櫚
連
免
こ
.え
：て

藥

展

す

：る
.内
在

的

傾

向

が_あ
る
。
し
か
も
固
定
資
本
塡
補
と
新
投
資
•
両
者
に
お
い
て
生
じ
る「

一

方
的
販
売」

と

：

「

一
方 

的
購
買
1-
：
と
め
#
離
は
、：
が
か
る
内
在
的
傾
向
と
む
す
び
つ
い
て
、
生
産
が
市
場
の
諸
関
連
を
C
え
て
発
展
す
る
と
い
う
問
題
を
き
わ
め
て
深
刻

な

形

で

必

然

化

す

る

の

セ

：あ

り

、

'資
本

制

的

再

生

：産
の
メ
ヵ
こ

1ズ
ム
に
は
> 
か
か
る
発
展
を
'
1定
期
間
に
わ
た
っ
て
可
能
と
す
る
.「

再
生
産
過
程

.

.

.

.

.

.

 

• 

•

の
應
大
な
弾
力
性」

：が
存
在
す
る
の
で
あ
る
0

.

:

-

■
'
、.

.
V
.

■

'

.

:■
ぐ
' 
-■
,
.

ン
•
' 

:
■ _ 

- 

-

•
: 

- 

- 

.

.

- 

■

■ 

'
L
 

- 

.

.

.

.

.

. 

.... 

.

/

.

.

.

へ
''
. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

'
,
.
:
..:

:
--
..
,
.
.
:
.'
:
'
-
.
.
:
. 

- .■.
 

ニ
.

:

⑵

周
知
の
ご
と
く
、
-'
：機
械
、
;H

場
施
設
等
の
耐
久
的
な
労
働
手
段
に
投
下
さ
れ
た
固
定
資
本
は
、
.
そ
の
価
値
を
漸
次
的
に
生
産
物
に
移
転

し
'
労
働
手
段
は
そ
れ
が
磨
損
し
終
る
ま
で
.は
何

年

も

：の
間

そ

：の

'ま
ま

屯

：産

過

程

に

：お
：

.い
：て.機

し

つ

づ

け

る

。

そ

し

て

、

労

働

手

段

が

磨

^'
し

'

. 

+• 

-

た

時

、

は

じ

め

.て

労

働

手

段

の

現

物

更

新

H
固
宠
資
本
の
現
物
塡
補
が
行
な
わ
れ
を
。
そ
れ
ゆ
え
、
.こ
こ
で
.は
' 
貨
幣
形
態
で
の
漸
次
的
塡
補
に 

お
け
る
一
方
的
販
売
"
購
買
な
.き
販
売
と
、
現
物
«
補
に
お
け
る
大
量
的
な
一
方
的
購
買
H
販
売
な
き
購
買
と
が
、
時
間
的
に
分
離
す
る
こ
と
と 

な
る
。
こ
れ
は
、
部
門
関
連
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
あ
る
生
産
部
門
の
固
定
資
本Q

価
値
移
転
部
分
"
当
該
生
産
部
門
の
生
産
物
の
販
売
要

^



わ
れ
る
場
合
に
.潜
勢
的
貨
幣
資
本
は
.ー
挙
に
労
働
手
段
を
中
心
と
1.
て
投
下
さ
れ
る
。_
こ
こ
で
%
、
生
産
物
の
na
部
分
の
一
方
的
販
売
H

^

な
き
販
売
と
:,
'
労
働
手
段
を
中
心
と
1>
た
大
量
的
な
|
方
的
購
買
=
販
売
な
き
購
買
と
：が
時
間
的
に
分
離
さ
ち
当
該
生
産

=
_
と

の
生
産
物
の
斯
通
関
係
に
お
い
て
販
売
要
因
と
歡
買
要
因
と
が
分
離
し
た
も
の
と
な
り
.:
'
相
異
な
’る
諸
条
件
に
.ょ
つ
て
規
制
さ
れ
る
も
の 

'.
と
な
る
。
：

(

(7
)

式
参
照)

、

，

-;
:
,
-

 

V 

.

こ
'こ
.で
も

-̂
た
.
.各
生
産
.若
£
_に
お
け
る
販
売
1:
因
.と

.購
買
1:
因
と
を
均
等
化
^
る
ょ
ぅ
に
し
.て
い
く
メ
ヵ
|ー.ズ
ム
は
資
本
_
灼

主

,1
に
太 

存
在
し
な
い
。

.

_

II
'-
.
■

 

-

 ■

 -

 ■

 •

 ■

 

. 

■

 ■
■

 .

 
. .

 

r

:

/
.
:
-
•

 

• 

,
/'
v
, 

.
',
. 

.

.

. 

. 

.

.

'

'

■

 

■ 

•

: 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

..

..

..
 

.

 

.

.

.

 

>

 

..

..

..

..

..

..

.'
(3
)

以
上
■の
ょ
ぅ

^

.
固
定
資
本
め
''「

貨
幣
的
塡
補」

：
|!
'
購
買
な
き
販
売
と
、/'
'「

現

物

的

塡

補」

：
"
販

売

な

き

大

置

的

購

買

と

の

分

離

、

「

潜
勢

的
貨
幣
資
本
の
蓄
'W
J
.

：=

購
買
な
き
販
売
と
'「
現
実
的
蓄
積
',
-=

販
売
な
き
大
量
的
購
買
と
の
分
離
は
、

諸
生
産
部
門
の
生
産
の
発
展
に
き
わ

^
て
1
要
な
影
響
を
あ
.た
え
る
。
：
.
：
. 

.
：
.

一
般
的
に
は
、
不
況
の
沈
静
期
の
：諸
条
件
の
も
と
で
.、
激
し
い
寶
本
家
間
の
競
争
ば
、
：諸
生
產
部
鬥
に
.
.お
い
て
、
労
働
手
段
の
改
良
と
む
す
び 

つ
い
.た
固

定

資

本

の

.現

物

更

新

を

刺

激

1;
、
固
定
資
本
更
新
の
群
的
発
在
を
促
す
が
、
>
.こ
れ
は
労
働
手
段
生
產
部
|
^
に
た
い
す
る
大
量
的
な
一
方 

的
購
買
を
創
出
す
る
。
か
か
る
労
働
手
段
生
産
部
門
に
た
い
す
る
大
量
的
な
一
方
的
購
買
力
の
證
は
、
当
該
部
門
の
拡
大
•
さ
ら
に
は
労
働
手 

:段
生
産
の
た
め
の
関
速
生
産
諸
部
門
の
誘
発
的
拡
大
を
促
し
、'
こ
.の
過
程
で
、
こ
れ
ら
諸
部
門
に
お
け
る
11
!
定

資

本

の

新

投

資

を

誘

発

し

、
.
こ
れ 

は
ま
た
労
働
手
段
生
産
尚
門
•
お
ょ
び
労
働
手
段
生
産
の
.た
め
の
関
連
生
産
諸
部
門
に
た
い
し
て
、
大
量
的
な
.一.
方

的

購

買

を

累

積

的

に

ぅ

み

だ 

し
て
い
く
。
こ
こ
に
お
い
て
、
労
働
手
段
生
産
部
鬥
、
労
働
#
段
生
産
の
た
め
の
生
産
手
段
生
産
部
門
を
主
導
と
す
る
•生
産
.の「

自
立
的」

発
展 

が
展
開
す
る
こ
と
と
な
る
。
生
産
は
、
消
費
雲
の
増
大
に
対
応
し
て
で
は
な
し
に
、'
逆
に
、
固
定
資
本
の
.現
物
更
新
•
新
投
資
に
お
げ
る
労
働. 

■:
手

段

に

た

い

：す

る

大

量

的

な

.
1方
的
購
買
を
基
軸
と
し
て
、:-「

街
立
的」

.;
に
発
展
し
て
ぃ
く
の
で
ぁ
る
。
'し
か
も
、
：
労
働
手
段
の
生
産
に
ぉ
汁
る

長
期
の
建
設
期
間
は
、
.関
速

諸

瓿

門

の

誘

発

的

拡

張

を

長

期

に

わ

，た

る

も

0-
.と
す
る
し
、
：
生
産
が
迂
回

的

•
段
階
的
で
あ
れ
ば
あ

る

だ

け

、

さ
ら 

に
ま
た
各
生
産
部
門
間
1

琿
S

人
資
本
、
投
機Q

介
在
が
あ
れ
ば
あ
る
だ
；け

、
.労
働

手

段

生

産

の

た

め

め

^
 ̂

る

誘

発

的

拡

張

は

"
複

雑

化

さ

れ

_
倍

加

さ

拔

る

：の
：で
、
，
最

終

消

費

と

の

諸

関

連

は

ま

す

ま

す

見

失

わ

れ

て

い

く

こ

と

に

な

る

。

:も
ち
ろ
ん
、
i
の
過
程
で
、
：雇
用
増
大
.に
よ
る
劳
働
者
の
消
費
の
増
大
、
利
濶
増
大
に
よ

る
資
本

家

の
消

費

の

増

大

が

も

た

ら

ざ

れ

、

こ
れ
が 

ま
た
、
.第
一
一
部
門
の
拡
張
を
通
じ
て
第

1

5門
.

I
す
る
需
要
を
拡
大
し
、
：盡

が

全

体

^
^

の
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
.お
.い
て
も
、
労
働
者
の
消
費
の
増
大
は
、,
か
か
：る
生
産
の
誘
発
過
程
で
の
労
働
手

段

の

改

良

に

よ

る

資

本

構

成

高

度

化 

の
於
雹
の
も
と
で
す
て
に
み
た
よ
う
な
資
本
伟
的
な
諸
規
制
の
も
之
で
の
へ
み
も
た
ら
さ
れ
る
の

で
あ
る
し
、
.資
本

家

の

消

費

増

大

も

、
蓄
積
衝 

I

旺
盛
な
と
こ
ろ
.で
.は 
一
^

^

^

^

.̂
0 

T

' 

-
^

「

自

立

的」

：
発

展

に

お

：い
て
、
へ

労

働

手

段

生

義

門

、 

労
働
手
段
生
産
の
た
め
の
生
擧
段
生
産
部
門
の
発
展
テ
ン
ポ
に
く
ら
べ

_

1

が
、
I

め

て

跛

行

的

な

書

I

る
を
S

い
t

l

 

意

 

.
以
上
.の
過
程
で
、
.い
ず
れ
圓
定
資
本
の
現
物
更
新|

の
衰
退
|

る
一
方
的
購
買
0
裒
退
：_
ー
方
的
販
売
，の

増

加

傾

向

が

生

じ

る

し

、

こ
れ
を

お 

ぎ
な
う
役
害
を
は
た
す
新
投
資
に
よ
1
.
|方
的

購

買

に

：
っ

い
..

て

も

、
；
：
一

度

雲

資

さ

れ

，た

固

定

資

本

は

そ

の

後

一

方

的

販

売

=

叫

の

眷

加

要

因

と 

し

て

のみ
作

用

す

る

：か

ら

、

累

薦

一

ァ

ン

篆

固

定

資

本

の

新

投

資

が

震

的

に

：：つ

づ

い

て

い

か

な

：い

か

ぎ

り

、
：
過

剰

崖

が

現

実

化

す

る
よ
う 

に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
'で
あ
る
。
.
'
.
:
.
:

へ

丨

'
.
'

'
.な
お
、
- :
>
-

」

の

よ

う

な

過

程

で

累

積

さ

れ

す

い

く

過

な
し
て
：は
I

な
い
。
資
本
制
生
産
が
、
.消
費
S

大

霧

的

と

.し

.消
費
：の
瑙
太
§

応
し
て
丄

の
で
：は

な

く

最

大

の

禾

龜

得

の

た

.め

の

競

争

の

も
：务

、
：
生

産

手

段
-
—
と
く
に

労

働

手

段

と

含
 

し

た

「

_
 

立

墓

族」

を

と

げて

：
\

とV

う
こ

.と
：

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
' 

.

.

:

-

 

' 

一
-ブ

(

上

i)



.

「

，化

奄

は

い

く

が

、
、
；
生

産

手

段

生

産

を

主

導

と

¥
た
生
^
 

そ

れ
 

ゆ
え
に
こ
そ
、
活
况
末
期
に
お
.い
て
累
積
的
デ
ン
ポ
で
新
投
資
が
継
続
的
に
す
す
ま
处
い
か
ぎ
ち
過 

と
V
ぅ
関
係
に
な
る
ど
V
ぅ
こ
.
i

—

-
-

こ

象

：問
題
の
稂
掘
を
發
と
め
：.る
必
要
が
あ
る
$

:物
の
流
通
>の
諸
関
連
は
ぢ
|

み
、：
«
向
と
1.
で
：.つ
：ら
ぬ
：か
れ
る
0'
で
あ
る
。：'っ
:

:

:•

:■-
■'
,

.

•
■

.

'.
■
; 

'
' 

-

. 

も

ち

ろ

ん

、
：：
右

の

過

程

は

.、V恐

靈

論

、

循

環

理

論
I

 

I
く
わ
じ
く
解
明
す
べ
き
も

め

.迄

-
-

 

.

.

.

.

. 

- 

.

.

.

. 

•
. 

.

.

.

ま
’

現
段
階
て
：は
'
:独

占

資

本

の

支

配

の

も

尊

..，

.
生

輸
出
の
強
化
.''
:さ
ら
に
.は
国
:̂
に
產
公
共
事
業
投
資
^
.:;
軍
需
生
產
の
推
進
が
ぐ
生
:̂
;
:諸
カ
0-
発
展

:-
>
国

内

消

費

市

場

の

狭

|^
性

の

矛

盾

を

資

本
 

制
的
に
解
消
す
I

.
め
：̂

一.爱

の

習

を

：演

ず

る

：

I

:
に
な
る
？
'さ
.ら

金

融

政

策

は

、
 

生
産
諸
力
1

展
を
規
制
す
る
有
力
な
作
用
を
は
た
す
こ
.
.と.
.に
な
る
。
し
か
し
な

が

ら

、
，
こ

れ

ら

i
変

化

、

諸

政

策

の

産

業

循

環

に

お

ょ

ぼ

す 

.影
響
と
そ
の
.限
界
は
、.■簡
単
に
要
約
で
I

い

難

問

題

で

あ

，る

し

、
：，
わ

 ̂

も
っ
て
、，

る
。*
そ
し
て
：、：

黍

決

な

麗

は

、
広
義
の
再
I

構
造
に
.：つ
，い
て
I

実
分
析
を
す
す
め
る
な
：か
で
、.
理
論
的
に
再
検
討
す
ベ
.

I
の
と
考
え 

て
い
る
。

'
- 

• 

:
.
.

そ
れ
ゆ
え
、
ノ
こ
こ
で
は
、
：
I

:
め
て
I

分
で
ば
あ
る
が
、.
以
上
の
裳
討
を
通
じ
.て
、
，
麗

の

所

f

、
そ
^
^

摘
す
る
に
も
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
0.

.
生
產
力
消
致
の
増
大
の
た
め
に
•
.鍵
の

増

大

§

応

し

た

，一

定

の

部

門

関

連

を

た

も

ち

つ

つ

.
、
'
計

画

的

最

大

限

 

の
利
潤
獲
得
.を
目
的
と
す
る
競
争
.の
も
と
で
、
生
産
.手
段
•.と

く

に

労
働
手
段
と
そ

の
生
産
の
た
.め
の
生
産
手
段
を
主
導
と
し
た
生
産
の「

自
立 

的」

発
展
が
す
す
む
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
生
産
の
.た
.
め

の

生

産

と

い

う

転

倒

せ

る

形

で

す

す

む

資

本

制

的

生

産

I

展

過

程

の

な

か

に

、

過

剰

生

産
S

の
必
然
性
力
内
包
さ
.
4
て
V
る
と
I
う

こ

と
ー

し
た
が
っ
'て
、
狭
義
の
再
生
産
構
造
の
分
析
で
は
、
諸
生
産
部

門

に

お
け
る
生
産
•の

発

展

の

あ

り

方

と

、

最

終

消

費

‘
と
く
に
露

者

階

級

の

消
費
と
の
関

連

を

注
目
し
つ
つ
、
生
産
力
の
.発

展

•
生
産
の
拡
大
と
、
労
働
者
階
吣
の

制
限
さ
れ
た
消
費
と
の
-関
係
“
矛
盾
が
ァ
ど
の
ょ
う
な
形
で
運
勘
し
て
、
^

、

.
-1
'
、.

- 

.
へ

'

:

:

扇

力

cr
ょ

，
无
て

_

し

て

I
る

t

v
う

こ

と

を

究

明

し

ょ

う

と

す

S

本

的

視

_

を
つ
ね
こ
も
ら

つ
、つ
け
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
 

：
.

 

(

:

.

.

 

■ 

■

•

 

:

 

,

 

-

 

:

.

.

.

.

. 

-

 -

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

. 

.

. 

' 

: 
.

.

^

以
上
、
輩

I

摘
I

じ
：て
で
は
t

が
、
狭

義

の
再
崖
靈
の
分
析
が
、
年

々

の

营

的

総

塵

物

の

證

隱

係

の

分

析

の

み 

.
忆
と
と
ま
ら
す
、
社
会
的
総
資
本
I

と
く
に
既
存
の
固
定
資
本
部
分
I

の

諸

生

産

部

門

へ

の

.配

分

の

分

析

と

む

す

び

つ

け

て

す

す

め

ら

れ

ね 

ぃ
：
装

ら

な

い

こ

と

、

I

ら
か
で
I

う
。
こ
こ
t

本
節
冒
頭
の
親
を
再
度
謹
し
て
お
く

_

が
あ
ろ
う
。

¥
ま
た
、

以

上

め

肇

な

指

摘

か
I

、

か
か
る
基
本
視
点
に

第
一
一
部
門
とV.う
ニ
大
部
.門
に

分

割

す

る

の

：

み
..

で
は
木
充
分
で
あ
る
ど
：と
が
明
ら
か
で
あ

ろ

}

。

'

へ

ご 

:'
第

一

：
部

門

内

の

生

産

霞

門

の

部

門

関

連

.

^

第

一

南
 

】

労|

手
I

I

門
、
I

原
材
料
，
I

材

料

塵

部

門

霊

^

た
分
析
を

囊
と
し
て
は
じ

f

崖

分
析
が
可
能
ど
な
っ
て
い
く
で
も
ろ
ラ
:;
0

:
' 

.、 

、
：
.
.

-
• 

. 

.... ... 

- 

. 

• 

.

.

. 

.... 

.
 

.... 

• .

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

... 

.

.

.

.

.

.

ハ
.々

：:
ぐ

ま

,

0

^

f

.
最

終

消

爾

場

に

っ

V
:て
も
、
'

■

者

階

級

.の

.消
費

制

限

-，

る

_

 

.

き

譲

意

要

な

問

題

^

：っ
'
■

:
.

.

日
本
資
本
主
義
.の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
.：

 

て
：

' 
ノ

'
'一

,:
.
'
.
、：V 

.
'
へ
' 
-
ン

•

.

' 

二
.
.
:

一
:

(

九
六
ー
> 

.



: 
、

■.
.
 

. . 

.
: 

ノ 

ニ
-'
一.(

九
六 H)

費
需
要
は 

'労
働
者
階
級
の
賃
金
総
額
と
資
本
家
階
級
め
剰
余
価
値
m
.の
消
費
部
分
の
総
和
で
お
り
ス
労
働
者
と
資
本
家
の
間
の
.い
ち
じ
る
し
い

消
費
水
準
の
.格
差
ば
"
'生
活
吋
容
の
相
違
'，
;消
費
欲
求
の
質
的
相
違
を
通
じ
.て
、'
両
者
：の
消
費
需
要
を
質
的
に
も

量

的

に

%'
異

な

る

も

の

.と

す

- 

.

.

.

.

.

.

.

る

こ

れ

と

'対
応
じ
て
第
.ニ
部
門
の
生
産
物
の
質
■も
多
様
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
し
、
第
一
一
部
門
の
生
産
-

—

-
さ
ら
に
.は
そ
れ
を
'1
じ
て
第
一
部 

£
_の
生
産
を
規
矩
す
る
諸
条
件
も
複
雑
に
な
ら
ざ
.る
.を
え
な
_い
：.の
.で
あ
る
。
.
マ
.ル「

ク
ス

は
、

第

：マ
ー
部
門
'を
'「

必
要
生
活
手
段」

生
産
部
門
.と
、
 

資
本
家
階
級
の
み
の
消
費
す
を「

奢
侈
的
消
費
手
段」

生
産
部
門
と
：い
う「

一
一
大
細
部
門」

：
に
分
類
し
て
、
生
産
物
：の
流
れ
を
考
察
し
て
い
る
が
、
. 

か
か
厶
視
点
に
た
っ
.̂

分
析
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
努
カ
が
，必
要
で
お
ろ
う
。
■さ
ら
略
実
際
に
お
v>
:
て
は
、

m.は
き
わ
め
て
複
雑
な
諸
形
態
に
. 

転
形
し
て
い
る
の
で
、
\こ
れ
ら
に
：つ
い
て
も
分
析
を
さ
ら
に
ふ
か
.め
：
て

い

か

：
ね

ば

な

ら

な

い

。

「

:;
-

.:
ハ 

■

.

-
な
お
、
念
の
だ
め
に
街
意
し
て
お
け
ば
、
’マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
分
析
を
、

.

一
一
，部
門
.
H
佩
値
分
類
と
み
な
し
、
レ

オ
ン
チ
エ
フ
；の
産
業
連
関
分
析
を
多

部

門
 

分
析
と
：し
て
対
比
さ
せ
也
産
部
們
の
分
類
を
細
分
化
す
る
試
-

み
を
、
産
業
連
関
分
析
べ
の
接
近
で
あ
る
と
み
な
す
傾
向
が
、
近
^

#

済
学
を
は
じ
'

め
、

マ
ル 

.

ク

ス

経

済

-
¥
の

 

一S

人
々
に
お
い
て
も
あ
る
。.
し
か
し
な
が
ら
、
：わ
れ
わ
れ
：の
部
門
分
類
の
細
分
化
は
，
産
業
連
関
分
析
め
ご
と
き
"
な
ん
の
理
論
的
基
準

も
な
い
多
部
門
化
と
全
く
質
的
に
異
な
る
こ
と
ば
い
う
ま
で
も
な
い
。

.

:

. 

.

.. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

' 

.

. 

. 

.

' 

. 

. 

.

. 

-

.

* 

.

■

.
 

. 

-
.
*:
- 

. 

:

■

;

- 

.
!

:■
'.
: 

' 

.

-

■

-
 

• 

- 

,

:

'
. 

■ 

- 

. 

: 

. 

r ベ
 

- 

'

\

.

.

'
.̂

.

:
:

-

以
上
に
お
し
て
は
ノ
サ
I
ビ
ス

諸
剖

門
の
.存
在
を
捨
象
.し

て

、

経

済

活

動

が

、

^'
昏

賢

か

も

昏•
 
f
r^ '
^ '
に

か

ぎ

ら

れ
る
と
い
う

前
提
に
た
っ 

て
、
社
会
的
総
資
本
の
苒
生
産
に
つ
い
て
.の
■
本
的
な
分
析
視
点
を
指
摘
し
て
き
.た
が

、
，
こ

れ

は

、
.再
生
産
構
造
の
分
析
が
、
.
.か

-#
'
如
を
昏
.
か

生
産
•
再
生
産
の
分
析
を
中
刺

と

し
て
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら

■な
い
と

い
う

知
れ
わ
れ
の
：考
ゝ
X-
に
よ
る
も
：の
で
あ
る
。

.
：

. 

-

.
■:
* 

.

一
.

.

.
 

.

.

. .

. 

. 

.

..:

.

.

.

'

.■

一
. 

.

-

.

.

:
 

.

(1
)

.
生

産

に

お

け

る

労

働

と

は

、
.人
間

が

自

然

に

た

.い
し
て
能
蔚
的
に

.働
き

.か
け
、
_自
然
質
料
を
：し
て
、.
人

間

の

生

存

に

必

要

ヒ

通

に

質

钭

.

.

.

.

.

.

. 

• 

, 

• 

- 

.

転

換

せ

し

め

る

こ

ど

ヤ

あ

る

。

天

然

物

が

直

接

生

存

に

利

用

：で
き
る
：若

干

'の
例
外
を
の
ぞ
け
ば
、

入

間

は

が

か

る

自

然

質

料

の

質

料

転

換

を

反 

覆

•
継
続
し
て
い
く
こ
と
.を
通
じ
て
の
み
、
人
間
生
存
に
と
っ
て
.基
本

的

に

'
不

可

欠

な

物

質

的

諸

^
件

を

た

え

ず

鹱

得

し
、
人
間
の
生
#
を
続
け 

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
.の
で
：あ
る
。
.

'

.

.

:
生
産
が
商
品
生
産
と
し
て
営
ま
れ
る
と
こ
.ろ
で
は
、、
労
働
：は
が
か
る
質
料
転
換
に
ょ
っ
て
人
間
生
活
に
必
要
な
物
質
的
財
を
う
み
だ
す
と
と
も 

に

.ノ
ル
ナ
f
を
こ
の
成
果
た
る
商
が
に
対
象
化
し
、
.ー
宠
の
価
値
を
う
み
だ
.す
も
の
と
丄
て
あ
ら
わ
九
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
資
本
制
的
商
品
生 

座

で

は

は

资

ォ

象

が

#
入
し
た
商
品
労
働
カ
を
生
產
手
段
と
合
体
し
て
消
費
す
る
過
程
と
0
.て
あ
ら
わ
れ
、：
こ
の
労
働
過
程
は
、
辱 

料
転
換
：に
ょ
っ
て
.あ
た
ら
し
い
使
用
価
値
を
も
つ
商
品
を
.う
み

だ

す

と

と

も

に

、

労

働

力

.に

支

払

わ

れ

る

価

値

以

上

の

肺

値

n

.

剰
余
価
値
を
う
み 

た
す
是
程
と
し
て
営
ま
れ
る
。
.そ
し
.て
、
：剰
余
価
値
•
利
潤
の
増
大
を
目
的
と
す
る
資
本
制
的
商
品
生
產
で
は
、
資
本
に
剰
^
価
値
.
利
潤
を
も 

た
ら
す
こ

と
の
み
.力
生
産
的
で
あ
る
と
い
う
面
を
色
こ
く
す
る
に
い
'た
.る
。
こ

こ

に
、
生
產
で
も
サ
ー
ビ
ス
で
も
、..資
本
に
利
潤
を
も
た
ら
す
か 

.ぎ
り
生
産
的
で
あ
る
と
し
て
両
者
を
.同

.一.視
見
解
が
で
て
く
る
め
で
あ
る
が
、：
し
か
起
が
ら
、
生
産
^
お

け

る

労

働

が

^

^

自

然

に 

対
し
て
人
間
が
能
動
的
に
働
き
か
け

、

人
間
生
存
に
基
本
的
に
不
可
欠
な
物
質
的
諸
財
を
う
み
だ
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
資
本
制
的
b 

産
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
づ
ら
ぬ
か
れ
て
い
A
の
：で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
軽
視
>
:あ
る
い
.は
.閑
却
す
る
こ
、と
は
大
き
な
誤
ゥ
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な 

I 

.

(

な
お
.
5実
に
お
し
て
は
4
産
//
資
本
制
的
形
態
と
し
て
行
.な
わ
れ
な
；い
場
合
も
あ
る
。

か
，か
る
個
人
的
経
営
と
し
て
行
な
わ
れ
る
生
産
は
、
資
本
制
的

形
變
お
け
る
I

と

親

I

別
す
ベ
ぎ
も
Q
S
.あ
る
が
、
社
会
的
證

馨

の

f

産
と
流
通
£

い
て
は
、
.
両
者
を
区
別
し
た
う
え
で
、

崖

と

V

而

に
お
い
て
は
共
通
し
た
も
の
と
し
て
と
り
あ
つ
か
う
必
要
が
あ
ろ
う
ニ

.な
お
つ
い
で
.な
が
ら
注
意
し
て
：お
く
な
ら
ば
、：
わ
れ
わ
れ
は
、
生
産
物
を
生
産
す
る
労
働
と
い
う
範
疇
を
、
一.部

に

み

ら

れ

る

理

解

ょ

り 

■
か

.)
1
り
広
義
に
解
釈
し
'て
レ
：る

。

農

林

水

産

業

、

鉱

«
、
製
造
業
、：.建
設
業
を
は
じ
め
、
'
|部
の
人
.々
.に
ょ

っ

て

第

三

次

産

業

と

.
い
わ
れ
る 

.

'

;
電

为

；
み

ス*
水

道

業

も

も

ち

ろ

ん

と

れ

に

.ふ
く

め

る

。

ま.た
.ノ

生

產

過

程

を

内

滑

に

維

持

す

る

だ

.

日
本
資
本
主
義
の
再
也
鹿
構
造
分
析
試
論
'

.'

,ニ
.三
：(

九
六
三)
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.

.

.

 

' 

. 

. 

. 

ニ
©

(

九
.

六
四)

，
'

:.
.:
,.
'過
程
.の
ま
承
泛
ま
さ
れ
.る
か
ぎ
り
で
|

輸
；
&

'
”フ
. -

_

4
ぺ
ス
業
と
い
奪
编

■ 

•消
赞

手

段

：の

加

エ

過

程

セ

あ

る

も

の

.ヤ
：あ

れ

ば.'
生
-̂
と

み

な

す

べ

、き

で

あ

る

：と

'考
£
て
い
.る
。
.
>
:
7

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

■ • 

.

.

.

.

. 

.

4 

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.
へレ

： .

T

ヒ
ス
；匿

は

：以
上
て
み.
■

.

産
に
.

浮

る

露

盖

異
.

な

り

サ

I

.

ビX

活
勤
そ
の
もg

が
直
奮
、 

問
の
欲
求
を
充
足
す
：る
.

も
め
：
.

2

る
.

か
>

:

|

:

>

5

^

る
ゆ
え
に
必
f

な
る
：T

ビ
ス
活
動
で
あ
る
。.
そ

れ

ザ

丨

ビ

ス

活

動

は

、
■臭
 

.

.だ
す
も
の
I

な
い3

、
'

が
か
る
物
質
的
醤
に
人
^
^

こ
と
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん

'サ
ー
ビ
ス
業
^
資
本
制
的
経
営
に
お
い
て
営
ま
れ
る
場
合
、
.賃
労
働
者
の
サ
.丨
ビ
ス
活
動
も
ひ
と
し
く
资
本
に
利
驾 

を
も
た
.ら
す
こ
と
に
な
.る
が
、
.し
か
し
、
剰
余
価
値
•

利
潤
を
I

I

■

溝

と

：い
I

と

と

、

資
本
に
利
響 

は
、
経
済
学
的
に
：全
く
異
な
る
こ
と
で
あ
.る
。

•/
.

.

.

. 

.
-

. 

' 

. 

.

,
.

.

.

.

.'
•

以

上

孝

る

.に
、
生
産
£

け
る
労
働
は
、
真

蘇

象

I

き4
け
、
.人

塑

存

產

本

的

I

s

物

質

的

露

を

I

ら
し
く
う
み
だ
す

も
の
で
あ
る
の
に
反
し
、
.
.サ
丨
ビ
ス
活
動
は
、
露
の
う
み
だ
し
た
物
質
的
諸
財
を
人
間
が
消
費
し
つ
つ
•
さ
ら
に
多
面
的
な
生
活
を
し

て

.い
く 

う
え
に
必
要
な
.
T

ビK

を
提
供
す
る
も
.の
か
、
あ
る
い
.は
、

.
- #
/

質
的
生
産
_を
翦

と

し

、,」

の
物
質
的
生
産
が
資
本
制
的
形
態
で
行

な
わ

れ

る 

こ
と
に
付
随
し
て
生
じ
る
サ
丨
ビ
ス
I

供
す
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
み
て
も
、
資
本
制
崖
の
現
実
に
お

い

て

も

、

労
働
に
ょ
る
物

舊
 

生

産

の

反

覆

.
継

紅
ヵ
蓝

礎
に
あ

っ

て

は

じ

め

て

サ
丨
ビ
ス
活
動
.が
そ

の

活

動

の

■場

を

与

え

ら

れ

.る
の
で
あ
る
。
.そ
れ

ゆ

え

'
.物

的

生

産

を

行 

な

う

霞

と

サ
丨
ビ
ス
活
動
と
は
厳
璧
別
す
べ
き
で
I

し
、

憲
產
構
造
の
分
析
に
お
い
て
は
，

I

.

•

.

:

パ

 

•

-:
. 

/
 

,

析
を
中
軸
に
す
え
て
い
か
ね
ば
な

ら

な

い

の

で

あ

る

。

'
.
: 

. 

'
'

■'
.
1

. 

,
.

. 

, 

•
 

.

- 

.

.
- 

. 

.

.

. 

. 

.

'

■■
■ .
-

...
 

....
 

....
 

.

.

.

.

.

.

.

.…

..
 

.

.

.

•

■■
.
 

.

 

. 

.

 

.

■

•
-

0

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、

サ
'丨
ビ
ス
活
動
•

サ

ー

ビ

ス

寒

を

‘軽

視

す

る

と

い

う
.こ
と
で
.は

毛

頭

な

い

.。

物

質

的

生

産

物

の

再

生

産

の

分 

析

を
中
軸
に
す
え
た
う
え
.で
、

各

種

の

.サ

ー

ビ

ス

業

を

配

置

づ

け

る

必

要

があ
る

の

で

あ

っ

て

、

サ

ー

ビ

ス

業

が

量

的

：•
質

的

に

拡
大
し
て
い
る

.現
状
て
は
こ
れ
は
ー
ち
の
重
耍
在
課
題
と
い
わ
ね
ば
な
ら
だ
こ
.れ
に
つ
い
て
は
理
論
的
に
も
い
ろ
い
ろ
の
難
点
が
あ
り
、
従
来
充
分
糞

.
-* 
.

. 

.

.

. 

『 

.

さ
お
て
I

な
V

分
野
だ
け
に
く
わ
し.

V

は
別
稿
.で
.

展
開
す
る
こ
と
に
す
る
が
、

こ
こ
で
.

は
ご
く
简
m

に
、

サ
ー
ビ
ス
業
を
位
置
づ
け
る
場
合
、
大

き
く
い
っ
て 
一.
へ̂
の
間
題
が
-あ
る
こ
と
め
み
を
指
摘
し
て
お
ぐ
。..
-

. 

'
: 

、
■

第
一
は
、
>

丨

ビ
ス
諸
都
門
の
固
定
的
諸
施
.設
.の
減
耗
部
分
の
償
却
、
：流
動
的
諸
資
材
、
，賃
金
, '

轴

社
会
的
総
生
産
部
門
で
年
々
う
み 

た
さ
れ
る
也
と
>
の」

：部

(

お
ょ
び
個
；<
的
経
営
の
場
合
の
.個
人
所
得)

か
ら
、
.い
.か
に
転
形V

派
生
し
v
<;
る
の
.か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。.(

こ
の
場 

合
に
も
サ
ー
ヒ
ス
活
0
力
资
本
制
仰
.経
哲
形
態
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
>
0か
'
個
人
的
経
営
形
態
と
し
て
：行
な
わ
れ
て
い
る
か
、
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
0

) 

こ
の
，問

題

の

考

察

に

際

し

て

は

、

サ
ー
ビ

'ス
を
大
別
し
‘て
、
(1
)
個
人
に
だ
1>
し

て

直

接

そ

の^'
望
を
充
足
す
る
サ
|
ビ
ス
で
あ
る
医
療
、

教 

育

.'

.划
髮
、.

旅

館

、
家

难

:#
伝
等
、
(2
)
物
的
生
靡
が
資
本
制
的
形
態
.で
潜

ま

れ

是

た.め
に
，必

要

と

な

っ

た

広

告

•
宣

伝

、

商

業

の
一
部
、

証

券

、
 

保

険

.

.
銀

行

業

務

の
一
.洵

(3
資
本
制
国
家
€>
:
も
と
で
の
货
吏
、
»
官
，
軍
隊
等
、
に
分
類
し
て
:'
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
な
，け
れ
ば
な
ら

な
い
で
一
あ
.ろ
う
。
.

■ .

 

•

 

. 

. 

■

-
:
■ 

.

 

.

 

. 

-

 

-

 

:

 

-

 

.

.

.
■
-
.
. 

.
' 

.

 

.■■
,

\

.
第

ニ

の

問

题

は

ぐ

サ

ー

ビ

ス

儲

部

旧

の

諸

設

備

ノ

賃

金

ァ

利

澗

が

け

物

的

生

産

物

に

対

す

る

需

耍

を

形

成

す

る

と

い

う

問

題

で

あ

る

了

こ

の

場 

:

合
、
:-
.:サ
ー
ビ
ス
諸

部
門
の
.固
矩

的

諸
施

設

、
.流
動

的

資

獲

の

需

哽

は

、

般
に
は
ぐ
：物

的

生

産

物

に

対

す

る

需

耍

と

い

う

意

味

で

、
.'
：
生
産
部
門
に

お

け

る

生

鹿

手

段

に

た

い

す

る

需

要

と

向一：. ：

视

さ

れ

る

，
'—
と
：が
：多
い
：が

>
両

者

ゆ

明

確

に

図

別

す

べ

き

も

の

で

あ

る

。

生

産

部

3
左
拎
い
て
生
産

、
.

.

.

... 

'
.

^

&
上
し
て
用)

ゆ
れ
る「

も

-:
0
は

,'「

年
々
あ
ら
た
に
物
的
生
産
量
を
う

■■

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
''
:.
?'
:

.:
:

^



I 

:: 

:.
- 

• 

:

:
ニ 
六

(

九
六
六)

一
し
、
サ
.丨
ビ
ス
部E

：

の

諸
施
設

.
•諸
資

財

は

、
だ
と
え
そ
め
サ

'丨
ビ

ス

が

い

か

に

人

間

に

有

用

な

も

の

で

：知

っ
て
：も

.
、
' 消
耗

さ

れ

る

の

み

で

あ

る

。

.

.

.

'

.

.

•■
■ 

,■.
,

•

し
た
が
：っ
て
、
祀
会
の
総
生
産
物
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
が
生
産
部
門
の
生
產
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
ノ
ど
れ
だ
げ
が
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
諸
施
設
と 

•

し
て
用
い
ら
れ
る
か
と
い
ゲ
.-;
と
.は
'
物
的
再
生
産
の
規
模
や
将
来
め
発
展
テ
ン
，ポ
を
考
え
る
う
え
に
':
'
'

1
.

つ
の
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

.
ぢ
っ
と
も
'
;サ
丨
ビ
ス
業
も
物
的
屯
産
ど
同
様
、
利
潤
追
求
を
目
的
と
.す
る
諸
資
本
r
諸
個
ん
企
業
の
競
争
の
も
と
で
、：
：無
政
府
的
に
営
ま
れ 

て
い
る
以
上
.-
'
当
該
部
門
に
た
い
-す
る
需
要
を
こ
え
て
固
定
設
備
や
資
財
購
ス
を
行
な
う
こ
と
も
あ
る
：し
、
さ
ら
に
重
.要
.な
こ
と
で
あ
る
が
、

0 

'
舗
命
諸
施
_設
の
改
岚
を
め
ぐ
る
競
争
'の
酿
制
法
則
の
も
と
で
固
矩
的
な
店
舗
や
施
設
，‘9更
新
‘
拡

大

：の

時

期

的

集

中

を

生

じ

、
.：
建

築

業

等

の

関

速 

-'

生
産
諸
部
門
の
生
鹿
に
纸
中
的
な
大
量
需
要
を
生
じ
る
-
と
も
あ
る
’
ひ
の
点
で
は
消
費
財
坐
歎
部
門
に
お
け
る
固
定
資
本
の
更
新
ぐ
新
投
資
と
. 

.
共
通
し
た
面
を
%-
o
fe
も

の

と

.
し

て

考

え

る

必

要

が

：あ

ろ

う

。

：

1

v..
.
.
-
:
w

一：''
な
お
最
後
に
、
誤
解
を
さ
け
る
た
め
に
一
言
す
る
必
耍
が
あ
る
：の
は
、
物
質
的
生
産
を
人
問
生
存
に
と
っ
て
栽
本
的
に
'不
可
欠
な
も
の
と
み
な
し
、
再
生
鹿 

';

槠
造
の
分
析
0
中
軸
に
す
：え
る
こ
>.
は
、
>
丨
ビ
ス
活
動
が
人
間
生
存
に
と
.っ
て
あ
ま
り
意
義
が
な
い
と
い
う
価
値
判
断
に
た
っ
て
い
る
も
め
で
は
な
い
と
い 

.，
う
こ
と
で
あ
る
。

'.
.サ
ー
ビ

：

ス
活
神
の
な
か.に
も
、：
教
育
い
.研
究
フ
芸
術
-
健
全
娯
楽
噂
ァ
人
間
生
活
に
き
わ
め
て
有
意
義
‘
不
可
欠
な
も
の
が
あ
る
し
、
反 

;

而
、
：物
質
的
也
産
の
分
野
で
も
、
.,
資
本
制
制
度
の
.现
演
に
お
い
て
は
)1
大
な
軍
需
品
、
俗
惡
出
版
物
、
有
害
な
玩
具
、
飲
食
物
も
あ
る
。

/

 

し
か
し
な
が
ら
：
有
意
義
と
い
う
点
で
は
共
通
で
あ
っ
：て
も
、
：芸
術
、
研
究
等
の
活
動
と
、
食
物
、
衣
服
0
生
産
と
が
、
以
上
で
み
た
よ
う
な
本
質
的
相
違 

■V

を
も
っ
て
'お
ヴ
：
キ
か
に
有
意
義
な
芸
術
-#
^
等
も
、
..

入
間
生
存
に
と
っ
そ
菡
本
的
に
不
^
夂
な
必
耍
物
質
の
再
坐
産
な
し
に
.は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と 

•
は
观
ら
か
で
あ
る
。
他
方
、
物
質
的
生
產
そ
_
:の
も
の
：
に
お
い
ヤ
'
盤
思
味
あ
る
い
は
有
害
な
%-
の
.が
存
在
す
る
，こ
と
は
琪
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
資
本 

制
制
度
固
有
の
矛
盾
の
も
と
で
、
人
間
生
存
に
必
要
な
物
質
的
生
産
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
諸
資
財
と
労
働
が
、
無
益
*
有
害
な
も
の
の
た
め
.に
沉
伯
さ 

れ
て
-1
る
と
_
>う
問
題
と
し
て
.把
え
る
べ.き
も
の
で
あ
.る
°'
.
,
:
.
.

 

.
■■
. 

•
:

. 

そ
れ
ゆ
え
、
人
！

i

生
活
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
る
.か
西
，か
と
い
う
視
点
か
ら
の
分
析
は
、
資
本
制
的
現
実
に
お
い
て
は
、
.物

的

生

産:•
サ

ー

ビ

ス

活

動

両

領

，
 

域
に
わ
た
っ
て
必
要
で
あ
る
し
、
そ
の
場
合
、
.社
会
主
義
体
制
の
も
と
で
人
間
生
活
を
登
か
に
し
て
い
く
立
場
か
.ら
物
的
生
産
と
サ
ー
ビ
ス
活
動
は
い
か
に
あ 

る
べ
き
か
と
い
う
問
題
と
対
比
し
て
考
え
る
こ
と
は
、1 .

つ
の
重
要
な
テ

I
マ
と

い
え
よ
う
.。
 

.

.
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
問
題
視
点
と
/
物
的
生
產
と
サ
’丨
ビ
ス
活
動
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
問
題
视
角
と
は
’
厳
に
区
別
す
べ
き
も
の
で
あ
.

m

 

H
I
-«i. 

V
; 

'
 

\

 

.
 

.

る
し
、
前
者
の
展
開
の
た
め
に
も
、
後
者
の
問
題
办
明
確
な
る
把
握
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
.従
^K

の
論
議
に
お
い
て
は
、
.と
か
く
、
こ
う
し
た
ニ
つ
の
問
題
が 

混
同
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
-'
論
議
を
混
乱
さ
せ
.る
—*
因
と
な
っ
て
い
る
ょ
う
に
思
わ
れ
る
。
.

.

.

.

.

.

.

.

パ

.

-

.

.

-

.

.

.

.

.

-

.

,

-

• 

.

:

 

'.ン

ハ

'

ノ 
：
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.

. 

.

.

.

い
'

.

第
ニ
節
：

三
五
年
，「

産
業
連
関
表」

.
'
.
の

主

要

な

限

界

.
_

.

I

本
論
の
分
析
^

畠
の
限
定_

三
五
年
産
業
連
関
表
を
利
用
し
て
西
生
産
構
造
の
分
析
に
入
る
に
先
だ
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
目
的
か
ら
み
た
三
五
年
産
業
速
関
表
の
大
き
な 

限
界
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
.連
関
表
の
も
つ
限
界
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
：連
関
表
を
利
用
す
る
分
析
の
対
象
を
制
限
す
る

0
-e
あ
る
か
ら
、
三
五
年
産
業
速
関
，表
の
大
き
な
限
界
を
指
摘
ず
る
ご
と
は
、
第
一
章
以
降
の
本
論
に
お
け
る
分
析
対
象
の
.限
界
を
確
定
す
る
こ

- 

. 

.<

と
に
な
る
と
と
も
に
、
.今
後
に
残
さ
れ
た
諸
問
題
の
存
在
.を
確
認
し
て
.お
ぐ
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

- 

• 

.

.

.

.

.

.
 

I
-
- 

.

■■
.

-

:

■

H

:

■

.

: 

. 

./,
:

考
察
に
先
だ
ら
、
三
五
年
産
業
連
竭
表( 「

生
産
者
觚
格
評
価
表」

一-

後
述)

の
概
略
表
を
あ
げ
て
：お
こ
う
。
周
知
の
ご
?:
く
、
：産
業
連
.関
表
は
、
 

生
産
活
動
.
サ

ー

ビ

ス

粗

動

を

い

と

：な

.む
諸
産
業
部
門=

「

内
生
部
門」

と
、

そ
れ
以
外
の「

外
生
部
門」

..
'
と
に
大
き
く
わ
け
ら
れ
る
。
あ
る
部 

門
を
横
行
に
そ
っ
て
.み
：れ

ば

、

「

内

生

部

門

」

.で
は
、
あ
る
部
門
の
財
貨
•
用
役
が
..ど
.の
.

部
！
：

へ
：「

中
間
需
要」

と
し
て
ど
れ
だ
け
ず
つ
販
売
さ
れ 

て
い
っ
た
か
と
い
う
と
と
が

分
り
、
さ
ら
に
そ
の
横
行
を「

外
生
部
門」

.に
わ
た
っ
，て
み
て
：い
く
と
、：：そ
の
財
貨
•
用

役

が

：

「

最

馨

要i

の
各

項

目

に

ど

れ

だ

、け

ず

：つ

入

っ

て

い

っ

た

か

が

分

る

。

他

方

、
：あ

る

部

門

を

縦

列

：に

そ

0
て
み
れ
ば
、
.
.

「

内
坐
部
門」

で
は
、
、
そ
の
財
貨
を
生
産
す

. 

* 

.

る
た
め
.に
諸
部
門
か
ら
財
貨
•
用
役
を
ど
れ
だ
け
ず
つ
.購
入
.じ
.た
め
.か
.が
分
り
、
ぎ
ら
に
そ
の
縦
列
を
-̂
外
生
部
門
/̂
に
わ
大
っ
て
み
る
と
、
そ
.

•

 

; 

.

.

.

 

•

 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.
 

....... 

.

の
生
巍
に
.
.ょ
づ

て

あ

ら

た

：に
，う

み

だ

さ

れ

た

「

粗
.#-
加
価
値」

.の
各
項
目
の
大
い
さ
.が

分

る

。
、

パ

「

：

.
i

:

.
,

R
本
资
本
主
義
©
再
生
産
構
造
分
析
試
論

：

:

.

■

'

ニ
七
，

(

i
ハ
i



49
71

913'

58

1,098

小 計

(控 除 ) 
財 貨 • 用 役 ; 
の 餘 人

控
関着)

要

財 貨 ，用 

役の輸出

610
9

12,697
59
50

1,369
1,454

37

17,185

生 淹 額

31,383 
3,930 

195,362 
31,815 
6,532 

40,147 
18,037 
33,844 
9,593

370,641

_ _

1,002 

A  11 
5,268

. 229

219 

, 6 , 7 7 7

l l l i

136

17,179 
28,766

1,583
134

47,799

終

消费 I 出

17
1,082

•64

534
510

14,29i
107

16,487

最

消费支出

5,559
125

39,491

1,803 
19,994 
4,861 

12,722 
9

84,563:

家 計 外  

消费支出

294

4,665

1,024 
99 

2,767

8,851

関 爽 ] 概 略 表 (生鹿者価格評価表）
. ' ' ' ■ . .  . . . . . . .

— ：一一 _ — ' 如 位 依 円 )

. 

. 

二

八(

九
六
八

)

'

.三
年
の
二「

基
本
表」

.で
は
，
：

「

内
生
部
門」

：
一
五
三
部【

，「

最
終
需
要」

が
七
項
目
、

 ̂

^

^

S

8で
は
、
.

T

内
生
部
門」

が
五
六
部
門
、
i
 

:

終
需
要」

が
六
項
目
、：「

粗
付
加
価
値」

：：が
六
項
目
で
あ
る
。

:

ぐ
.：
い
そ
し
.て
、：
産
業
連
関
表
で
は
、..

'
-

あ
る
部
門
の
横
行
に
し

め

さ

れ

る

各
財
貨
の
販
売
額
は
、
. 

当
該
部
門
の
屋
年
！

I

か
生
産
物
の
：み
で
は
な
o

r
同
一
：財
貨
の

輸
入
品
を
も
ふ
く
む
も
の 

で
あ
る(

概
略
表
参
照)

。ン
し
_

っ」

て
、.
横
行
に
し

あ

さ

れ

る

「

中
間
麗
し
小
計
と「

最
終 

•:
'
,
;.
需
要」

'小
計
と
：の
：合
計
額
は
、
国
内
生
産
額
ブ

ラ

ス

輸

A
額

( 「

輸
入」

プ
ラ
ス「

関
税」

)

• 

つ
ま
り
国
内
の
供
給
総
額
と

も

い

ぅ

べ

き

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の「

中

雪

要

」 

小

討

と「

最
終
需
要
へ

.小
計
と
の
合
計
額
よ
り
輸
入
額(

「

輪

人
卜

プ

ラ

スr

関
税
匕
.
を
控
除

■
し
た
.額
が
、V
国
内
生
産
額
と
し
て
、
当
該
部
門
の
縦
列
の
総
計
と
一
致
す
る
こ
と
と
な
る
。

• 

-
• 

.

な
お
、
概
略
表
で
も
明
ら
か
な
ご
.
.と
く

、
.
産

業

連

関

表

に

お

け

る

'「

内
生
部〔

」

の
投
入

.

.

産
出
関
係
の
表
示
に
お
い
て
は
、
各
種
の
物
的
生
産
と
各
種
の
サ—

ビ
ス
活
動
、
.諸
生
産
部 

.:
門
と
諸
サ
丨
ビ
ス
部
門
と
が
全
く
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、.
第
一
節
で
指
摘 

f
:

し
.た
ご
と
く
、
こ
れ
ち
両
者
を
基
本
的
に
區
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
；い
ぅ
立
場
に
た
っ 

フ

て

し

る
が
両
者
の
区
另
得
生
産
構
造
に
お
け
る
諸
サ
I
ビ
ス
•
諸
サ
ー

ビ
ス
部

門

の
位 

，
'置
っ
け
に
つ
I
て
は
、
理
論
的
考
察
と
•と
も
に
、
'別
の

機

会

に

あ

ら

た

め

，て

と

り

あ

げ

る

予

. 

定
で
あ
.る
し

た

.、か
っ
て

■わ
れ
わ
れ
の
目
的
か
ら
み
た
産
業
遮
_
表
の
限

界

を

検

討

す

る

「三 五 年 産 業 連

\  to
二..

中 間 需 要

: . . . - . . へ  

f r o m

農 林 *
漁 萊

鉱 業 製造業 歸 業

馏 気 ，
ガ ス •
水道業

商 業 • 金  

融保険業
速 輪

通信業

サ 一 ビス

業その他
分 類 不 明 | 小 計

農 林 • 漁 栗 4,897 120 23,917 259 ；' . _ △ 11 69 239 29,490
鉱 ，. 栗 11 63 6,002 511 878 4 150 66 52 7,737
製 造 荣 ， 4,148 - 383 88,555 16,555 604 2,384 2,860 3,452 3,937 122,878
m 設 業 . 156 72 606 32 255 1,189 162 451 ! ■ 4 2,927
常 気 . ガ ス . 水 逍 業 62 228 2,858 73 99 306 259 568 145 4,598
商 粟 ，金 融 保 険 栗 568 • 123 7,409 1,831 118 2,810 424 1,031 1,220 15,534
M 輪 . 通 信 業 259 101 4,253 1,320 238 1,362 764 813 991 10,101
サ ー ビ ス 業 そ の 他 51 48 1,662 196 30 755 183 1,166 2 4,093
分 類 不 明 205 184 5,814 • 990 146 397 998 448 ― 9, i m

小 : 計 10,357 1,322 141,076 21,767 2,368 9,196 5,800 8,064 6,590 206,540
家 計 外 消 贤 支 •出 : 70 121 2,327 396 123 2,325 へ 445 1,587 1,457 8,85]
勤 労 所 得 2,242 1,633 19,912 4,552 1,133 9,903 6,271 14,454 . ー 60,101
営 業 余 剰 16,14? 419 19,314 4,472 763 13,348 ,2,424 6,972 708 64,567
資 本 減 耗 引 当 2,099 337 4,995 557 1,344 3,410 2,832 2,357 . 17,932
m  ■ 接 ; 税  

( 控 除 ） 助 金

481
A  13

100
A  : 1

8,032 
A  293

72 . 799 1,962 263 410 870 
A  31

12,982 
厶 339

粗 付 加 . 価 値 21,026 2,608 54,286 10,048 ' 4,164 30,951 12,237 25,780 3,004 164,101

^  ^ 額 31,333; 3,930；195,362| 1 1 31,815 6,532] 40,147j ■ 18, 037j 33,844| 9,593| 70,641

日
本
資
本
主
義
の
再
坐
産
構
造
分
析
試
論
，
.-

本
節
で
，.も
.
.

v

産

業

速

関

表

を

利

用

•す

る

第

一

章

以

降

.で
も
、
物
的
生

産
に
対
象
を
限
定
し
て
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。

:

.
, 

• 

■

.

さ
ら
.に
ま
.た
'>
産
業
連
関
表
に
し
め
さ
れ
る
生
産
物
の
流
通•

生 

産
諸
部
門
間
の
！
！
門
関
係
は
、
独
占
に
ょ
る
価
格
支
配
、
国
家
の
金 
:

融
、
財
政
1
賀
易
等
、に
対
す
る
諸
政
策
、
：外
国
資
本
の
：進
出
等
の
'̂

:

か

果

と

し

て

の

：
関

係

に

ほ

か

：な

ら

な

い

が

''
'

わ

れ

わ

れ

の

当

面

の

仕
 

事Q

目
標
.は
、
か
か
る
諸
結
果
と
し
て
の
関
係
そ
れ
自
体
を
か
>̂
把 

:え
て
.み
る
こ
と
.に
：限
宠
さ
れ
て
.い
る
の
：で
あ
り
、
.：し
た
が
マ
て
、
本 

節
で
'̂(

第

-.
章

以

降

で

も

、
；
：
こ
の

.限
定

の
#'
内

：で
、

産

業

連

関

表 

の

検

討

を

す

る

こ

と

に

，な

る

。
.
:
.

-
:

.
■:
.

-

 

V

 

.

.

■:
㈡
へ

-

〕

ま
ず
第
一
.に
、
第
一
節
㈠
で
の
べ
た
社
会
的
総
資
本—

と
く
に 

固
定
資
本
.部
分
た
る
機
械
設
備
、
■工
場
施
設
等
と
、
：労
働
力
と
の
諸 

生
産
部
門
へ
-0
.配
分
に
つ
い
1て
み
る
と
、
産
業
連
関
表
は
、
労
働
ヵ 

の
，問
題
を
の
ぞ
_:い
.て
.'は
、

.一
切
有
効
が
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
は
.
 

な
い
.
。
..
'

.

.

. 

ニ

九(

九
六
九

)

.



.

•

■{一
 

1
0
'
.

(

九
七0

)
:

.
産

業
連
関
表
で
：は
、

そ

れ

ぞ

れ

の

生

産

諸

部

門

、で
：r

定

の

固

定

資

本

股

下

が

行

1
わ

れ

て

い

ぎ

」

と

を

前

提

.と
し

た

う

え 

な

投

ネ

.
產

出

.の
関
係
を
化
め
し
で
：ぃ
る
.に
す
ぎ

な

ぃ

-

|

投

資

ヵ

行

な

わ

れ

て

I
る
ガ
、
' 
産

業

連

関

表

は

、，

V

こ

の

固

定

資

本

投

老 

石

炭

製

品

(

コ
 

丨
ク
ス)

等

の

流

動

資

本

の

投

下

：の
I

し

め
す
の
：で
あ
る
，

し

^

う

る

こ
と

は
全

く
：不

可

能

で

あ

る

。
：
：
' 

 ̂

-

.■ 

,
'■
.
.

■

,

■

■.
■

.

-

..

. 

.

. 

. 

> '
 

.

.
- 

.: 

.

.

.

.

. 

ぃ
..

;

こ
の

こ
と

は

同

時

に

、
諸

蠆

部

門

に

：お

け

る

労

働

手

段

の

遊

取

の

麗

に

つ

い

て

5

何

I

資

料

が

え

ら

^

て
い
る

0

.

.
: 

: 

■

:

.

'

.

:■
丨

-

.

.

.)

'

■

.
 

V 

■ 

. 

. 

■

な
お
、；
つ
い
で
な
が
ら
補
足
す
る
と
、
産
業
連
関
表
の
経
常
的
投
.
入
i

出

の

；
分

析

羞

び

ら

け

る

I

に
、

ァ
ク
テ
ィ
ビ
，

は

た

.各
生
産
部
門
に
つ
い
て
露
手
段
の

.存
在
総
紙

"
固
定
資
本
に
；た
い
す
る
投
下
資
本
総
額
を
把
握
す
る
こ

と

は
、
現
行
の
諸
官
庁
統
計
資』

か
ら
，
^

 

可
能
で
あ
る
。
国
富
統
計
、
工
業
統
計
表
、
.法
人
企
議
計
等
に
ょ
っ
て
、
：
ー
応
有
形
屋
霊
の
い
ー
わ
ゆ
る
っ
純
投
資
額

^
が

え

ら

令

^

そ
れ
ら
^
 

d
企
業
，
各
工
場
の
設
備
の
.異
な
る
利
用
年
数
の
も
と
で
、
し
か
も
非
常
に
恣
意
的
な
方
法
で
減
価
償
却
が
行
な
わ
結
果
と
し
て
の
• ;
現

シ
 

l

-n
'
f
la'
r

p

f
す
も
の
に
す
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
：、
.と
れ
ら
は
、
現
在
生
産
に
お
いH

機
能
し
う
る
諸
機
械
醫
や
建
物
等
、
労

働

手

段

の

疆=

い
わ
少 

る

I

I

と
は
ほ
と
ん
ど
無
関
係
な
額
で
あ
っ
て
、

「
純
投
資
額」

か

ら

「

粗
投
資
額」

を
推
計
す
る
こ
と
は
現
状
で
.は
ほ
と
ん
ど
不

可

能

I

、:

 

け

い

ま

け

、
9 /
と』

卜
こ
の
、
わ

ゅ

る「

粗
投
資
額」

.の
报E
が
^
な
わ
れ
た
と
し
て
も
、
.右
の
国
富
統
計
等
は
す
べ
て
事
業
所
、
企
業
単
位
の
流
計
で
あ 

る

う

え

立

的

な

f

で
あ
る
国
富
統
計
で
は
部
門
分
類
が
非
常
に
大
き
い
の
で
、
産

業

議

表

に
お
け
る
経

常
的
投

入
•

産

出

部

分

の

分

析

と

む

す

•
び

つ
 

け
う
る
ょ
う
な
謂

門
に
.く
み
か
え
る
こ
と
は
、

現
状
で
は
不
可
能
に
近
い
と
思
.わ
れ
る
。

,

'

(

往
1—
一

五

年

につ
い
て
は
、

経
済
企
画
庁
が
、
ニ
ニ
部
門
分
類
に
つ
い
て
の
み
、
産
業
別
粗
資
本
係
数
を
か
な
り
大
胆
な
形
で
推
計
し
て
い
る
の

が
あ
る
程
度
で 

あ
る
右
の
点
、
い
ず
れ
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
予
定
で
も
る
。

.

• 

,

.

. 

. 

'

•

'

:

■ 

- 

. 

- 

' 

' 

- 

• 

,

な
お
、

労

働

力

の

璧

産

部

門

へ

の

配

分

に

つ

い

て

は

、
.
三
五
：年

産

業

連

関

表

の

付

表「

雇

用

表」

，
に
よ
れ
ば
、

■ア
ク

テ

ィ

ビ

テ

ィ

•
ベ—

ス

に
ぉ
け
る
諸
生
産
|
1
1
:
の
ー
風
用
渚
数
凇
よ
び
就
業
者
数
が
一
応
把
握
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ

.

の
場
合
の
雇
用
者
数
は
、
労
働
者
階
級
と
い
う
概 

念
よ
り
は
る
か
に
広
い
被
雇
用
者
総
数
で
あ
る
。，
各
種
労
働
力
め
諸
生
産
部
門
べ
の
配
分
.に
つ
い
て
は
、「

雇
用
表」
等
を
利
用
し
て
、
続
稿
で 

く
わ
し
く
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
.
.
: 

,

'
'

(

注
1)

昭
和
三
九
年
度
版『

経
済
向
書』

三
八
五
頁
の
付
表(

ニ
三)

参
照
。
' 

.

'

.
- 

■ 

, 

. 

- 

: 

. 

' 

: 

■ 

- 

.

.

肖

.

.

.こ

'
'
.

'

.

一
般
.に
、
.産
霧
連
関
表
.は
、
各
種
め
財
貨
-
サ
ー
ビ
ス
の
複
雑
な
流
れ
を
投
入
*
産
出
の
関
係
に
ぉ
い
て
把
え
て
い
る
点
に
最
大
の
特
質
.
利 

点
.が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

■.

し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
.分
析
目
的
か
ら
何
よ
り
も
ま
ず
第f

に
注
！

S

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
.
こ
の
こ
と
が
あ
く
ま
で
も
各
種

の
財
貨
，
用
役
の
経
常
的
な
投
入
‘
產
出
の
み
に
つ
.い
て
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
-'
'
.た
し
か
に
、
産
業
連
関
表
は
、
#'
ル
.
^'
投
入
•
産
出

.
 

. 

.
 

....

に
つ
い
て
は
、——

わ
れ
わ
れ
の
概
念
に
よ
れ
ば
、
流
動
的
不
変
資
本
部
分
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
あ
る
生
産
物
が
い
か
な
る
部
門
に
ど
れ
だ
け 

ず
つ
販
売
さ
れ
た
の
か
、

あ

る

生
産
物
の
生
産
の
た
め
.に
い
か
な
る
部
門
か
.ら
ど
れ
だ
.け
ず
つ
原
材
料
•
補
助
材
料
を
購
入
し
た
の
か
、
と
い
う 

関
係
を
ぐ
わ
し
く
し
め
し
て
い
る
。

:
.て

：:',
■
入 

V

 

. 

‘

し
か
し
な
が
ら
、

現
行
産
業
連
関
表
の
利
用
上
、

致
命
的
と
も
い
え
る
第
一
の
限
界
は
、
各
生
産
部
門
の
諸
生
産
物
の
う
ち
、

耐
久
的
な
機 

械

.‘

：

丄

場

設

備

等

の

労

働

手

段

と

な

っ

. T
-
い
く

部
分
の
流
®
が

「

切
不
明
で
あ
る
た
め
、
，.固
定

資

本

に

か

ん

ず

る

重

要

.な

分

析

が

ほ

と

ん

ど

不

可

 ̂

 ̂

_ 

. 

:

>

:
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パ

：
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諸
生
産
物
の
う
ち
薇
械
•
エ
_.場
識
備
等
の
労
働
毛
跌
と
な
っ
て
1>
-
く
部
分
は
个
や
や
、「

最
終
需
耍」

の「

国 

'
,

ノ̂

木
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
祈
試
論
''

■■

.

.

'

パ 
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三 

一
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九
七
二
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.

三
ニ 

(

九
七
ニ)

.

.

■

r 

.

. . 

. 

. 

.

.

.

.

.
 

. 

.

.

.

.

.

严

：

：：
内
総
固
萣
资
本
形
成」

'
と
：い

う

項

目

に

ー

括

さ

：れ

て

し

ま

い

、

そ

れ

ら

が

い

が

な

る

部

門

に

ど

れ

だ

け

ず

つ

販

売

さ

れ

で

，
い

っ

た

の

.か

と

い

う

内 

巧
：
'

.わ
け
は
—*
切
不
興
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「

電
動
機」

、
':「

金
属
加
工
機
械」

等
，

生
産
.の
た
め
の
労
働
手
段
と
な
る
^
-の
が
、

い
か
な
る
生
産
部

.

門
•に
ど
れ
だ
け
ず
つ
販
売
さ
れ
、
.い
か
な
る
生
産
の
労
働
手
段
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
づ
た
の
か
と
い
う
翅
係
は
.一
'切
し
め
さ
れ
欠

•'
.

.

-

.
i

 

. 
:

い
の
で
あ
る 
0

:

 

>
 

:

■

■
.

. 

.

.

.

'
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
'三
五
年
産
業
連
関
表
で
は
、、
従
^
区

射

さ

れ

て

，
い

，た

「

民

間

固

定

資

本

形

成

,-
と
：：.

「

政
府
固
定
资
本
形
成」

と
い
う 

大
分
類
す
ら
な
く
'な
っ
て
し
ま
い
'「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

：
と
い
う
.

一

つ
の
項
.目
の
な
か
£
、:
機
械
*
エ
場
設
備
等
生
産
の
た
め
の
諸
労
働

.

手
段
や
、

サ
ー
ビ‘
ス.
諸
部
門
の
店
鋪
や
附
久
的
諸
施
設
を
.

は
、じ
め
、.'
政
府
や
非
営
利
団
体_
の
建
築
、
耐
久
的
諸
施
設
、
さ
ら
に
は
個
人
の
直
接
it

- 

.

.

.

.

-

- 

• 

,
 

•

入
す
る

土

地(

仲
介
料
の
み)

、：
住
宅
ま
で
が
一
括
さ
れ
で
.い
る

'か

ら

、

「

固
定
資
本」

と

い

わ

れ

る

も
の
.の
大
分
類
す
ら
出
来
な
い
。

た

と

え

ば

、

•
 

- 

- 

• 

♦
. 

. 

' 

■
 
-
 
-
 

■.

.
建
築
部
門
の
横
行
を
見
る
と
、'
,建
設
補
修
を
の
へ
ぞ
く
す
べ
ャ
の
建
築
物
は
：

「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

に
；一
括
さ
れ
て
い
る
た
め
\.
そ
の
う
ち
ど 

れ
だ
け
が
生
產
物
を
生
産
す
る
た
め
の
エ
場
•
工
場
付
帯
施
設
の
建
築
で
あ
り
，
ど
れ
だ
け
が
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、：

場
等
•
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
耐 

- 

久
的
施
設
の
建
築
で
あ
り
、
ど
れ
だ
け
が
政
府
、
地
方
自
治
体
の
た
め
：の
建
築
で
あ
る
め
か
、：.あ
る
い
は
ど
れ
だ
け
が
個
人
支
出
に
よ
る
住
^

®

築
で
あ
る
の
か
、'
と
い
う
大
分
類
す
ら
不
明
で
あ
'る
。
：な
お
つ
い
'で
な

が

ら

い

：え

ば

、

(

個
人
支
出
に
よ
る
住
密
建
築
が
、「

国
内
固
定
資
本
形
成」

,•
'

• 

• 

. 

•

•

.

.
に
入
っ
て
い
る
こ
と
は
理
論
的
に
み
て
も
不
合
理
で
あ
る
。
産
業
迪
関
表
の
分
類
原
理
が
ら
い
っ
て
も…

家
計
支
出
に
よ
る
住

^
建

築

は

、
他
の

.

. 

. 

-

.
耐
久
消
費
財
と
同
様
、
..「

最
終
需
要」

の
，「

民
間
消
費
支
出」

.に
入
れ
る
べ
き
も
.の
で
：あ

る

。;

.

,■
,

r 

. 

.

.

.

. 

,

:

ち
な
み
に
：「

国
内
総
固
定
資
本
形
成
1-
,

の
概
念
規
定
.
を
み
る
.(『

昭
和
三
五
：年
産
業
連
関
表
の
概
念
と
定
f

行
政
管
理
庁
統
計
基
準
局(

昭
和
三
七
年
七 

月

に

よ

る

,°

以
下
概
念
鬼
定
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
が
、
引
用
頁
は

.省
略
す
る
。)

.
と
、

「

主
と
し
て
、

企
.
業
..
'

非
営
利
団
体
、

一
般
政
府(

国
防
：：

E

的
を
除
く)

 

の
お
ご
な
っ
た

土
地
、
建
設
物
、
機
械
、
装
置
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
の

購
入
お
よ
び
固
定
資
産

振
替
か
^

な
る

」

と
さ
れ
て
ぉ
り
、

「

固
定
資
産
と
し
て
規 

.
定
さ
れ
る

資
本
財」

は
、「

耐
用
年
数
ー
年
以
上
で
、
準
価
が
ー
万
円
以
上
の
財
貨

」

で
あ
る

.。「

さ
ら
に
こ
の
ほ
か
、

家
計
よ
り
の
土
地
お
よ
び
連
物
に
か
ん 

ず
る

支
出
も
ふ
く
ま
れ
て
，
い
る
。

(

も
っ
と
も
、
土
地
の
：取
引
は
.

「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」_

部
門
内
相
互
問
の
取
引
で
相
殺
さ
れ
、

仲
介
手
数
料
の
み
が

汁
：

u

」 

.

ン

さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
：る

。)

'.'.:̂ 

. 

>

 

:

:

.

な
お
*

こ
の
ほ
か
、
右
の
.
ご
と
き
ヽ「

資
本
財」

'

を
取
得
す
る
た
め
に
耍
し
.
た
減
接
費
川——

.
す
な
わ
ち
、「

閲
税
'

そ
の
他
の
税
金
、
連
送
^
、
'据
付
灼
な 

ど
は
も
ち
ろ
ん
、
設
計
费
、
■

登
，記
料
、.
中
古
資
産
の
取
引
々
I

ジ
ン
、
土
地
改
鼓
費
、
土
地
の
取
引
料
等
を
含
む
。
.

」

'

「

⑵
.
..
.
:以
上
の
ご
.と
く
、「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

一
と
い
わ
れ
る
部
分
•
し
た
が
っ
へ
て
労
働
手
段
部
分
に
つ
い
て
、：
そ
れ
ら
の
販
路
構
成
が
一
 

切
不
明
で
あ

る

と

い
う
こ
と
は
、
.他
面
で
ば
、
各
生
産
部
門
に
•お
い
て
、
ど
れ
.だ
け
の
.固
宠
資
本
の
現
物
更
新
、
新
投
資
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
に 

ょ

っ
で

労
働
手
段
生
産
部
門
の
諸
生
産
物
.n
諸
労
働
手
段
が
ど
れ
だ
け
ず
.つ
購

入

さ

れ
た
の
か
と
い
う

関
係
が
一
切
〒
M
で

あ

る

と

い

う
こ
，と

を
 

.

.も
意
味
し
て
い
る
。
 

,

. 

'

.
先
に
し
め
し
た
概
略
表
で
明
ら
か
な
ょ
う
に
、
^ -
4 1

產
部
[1
?1
を
縦
列
に
そ
っ
て
見
て
い
く
と
、
経
常
的
な
原
材
料
.
補
助
材
料(

流
動
的
不
変
資 

本
部
分)

r
つ
い
て
は
、
各
部
門
か
ら
ど
れ
だ
け
ず
つ
購
入
し
た
か
が
く
わ
し
く
し
が
さ
れ
て
い
る
が
、

固
定
資
本
に
つ
い
て
は
、

各
部
門
の
当 

年

の「

資
本
減
耗
引
当」

額
が
し
め
さ
れ
て
'い
る
の
.み
で
あ
る
0

.

, 

•

.

.各
種
の
生
産
部E

に
お
い
て
'
ど
れ
だ
：け
の
固
定
資
本
の
現
物
更
新
が
：行
な
わ
れ
、

ど
れ
だ
け
の
追
加
投
資
が
行
な
わ
れ
、

そ
れ
ら
を
通
じ 

て
，
各
種
の
産
業
機
械
や
建
築
物
が
ど
れ
だ
げ
ず
つ
必
要
と
さ
れ
た
か
か
、
，1

こ
う
し
'た
事
情
は
、'
産
業
速
関
表
で
は
全
く
し
め
さ
れ
な
い
。
 

も
っ
と
も
現
実
に
は
、
.
.現
物
更
新
と
新
投
資
と
は
明
確
.に
•区
別
で
ぎ
ぬ
場
合
が
多
.い
，が
'
産
業
速
関
表
で
は
、
.各
生
產
部
門
が
こ
れ
ら
両
者
の
合

計

と

し

て

、

と
も
か
く
各
猶
の
労
働
手
：段
を
ど
れ
だ
け
ず
つ

.購
入

し

た

の

か

と

い

}
:こ
と
.さ
え

：ー
.切
分

ら

な

い

の

で

あ

る

。

.

 

.

 

.
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.
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.
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'⑶

.以
上
め
結
果
、
産
業
連
関
表
で
は
、
各
種
の
.労
働
手
段
生
産
部
門
に
お
け
る
勞
働
手
段
の
生
産
‘
供
給
と
、
.諸
生
産
部
門
に
お
け
る
労
働

手
段
に
対
す
る
需
要(

現
物
更
新
‘
新
投
資)

と
が
対
応
し
あ
う
都
門
関
連
は
全
く
把
握
で
き
な
.い
と
い
う
こ
.と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
産
諸
部

-

 

-

 

.
 

'

-
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E

本
梁
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
'

 

?

.
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、的
.間
.の
複
雜
な
相
.互
侬
存
関
係
と
い
っ
て
.も
、
労
働
手
段
の
.販
売

•
.購
入
を
媒
介
.と
^
た
.諸
生
産
部
門
間
の
関
係
は
一
切
し
め
さ
れ
な
.い
こ
と
に

I

。

の
I

，は
、
諸
生
産
部
門
間
に
お
け
惠
産
物
の
塡
1

.

.

.

.

.

. 

• 

' 

• 

. 

- 

•

.

.

.

.

-

わ
ざ
る
を
え
な
い
0

. 

: 

. 

, 

. 

 ̂

.

.

.
 

: 

:

て

. 

- 

■ 

-- 

.

:
た
と
え
ば
'
宮
沢
健
一
.氏
は
、'
産
業
間
の
相
互
依
存
関
係
に
は「

原
始
産
業
i

生
産
財
加
工
.産

業

一

^
最

終

財

産

業

と

い

っ

た
上
か
ら
下
へ

•

 •

 

'

 ,

 ■

 ,

 

.

.

 

-

 

■

 ■

 ■

:
 .

 

:
.
.
■

パ

：
.'
.

 

：...,

一 

■

の: 『1

方
的
連
結
関
係』
の
流
れ」

と
、「

八
財
を
つ
く
る
に
は
丑
財
が
必
要
で
あ
り
、
：：
B
財
を
つ
ぐ
る
に
は
人
財
が
必
耍
だ
と
い
う

JT

循
環
的

.

.

.

 

.

 
.
.
.
.

 

.

.

 

-

.

■

速
結
関
傲』

」

：が
お
り
、へ
こ
の
両
者
が
あ
る
こ
も
を
し
め
し
て
い
る
点
に
'
.
.

「

產
證
脚
分
析
が
明
示
し
た
■重
要
な•

一
 

点」

：
が
あ
る
と
い
わ
れ
、「

一

. 

V .
■
. 

一
 

..

(

注 f-4) 

:

方
的
連
結
関
係」

' 
の
み
を
重
視
す
る
と
と
が
誤
り
ー
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ズ
い
る
。：：し
か
し
な
が
ら
、
產
業
連
関
表
で
把
え
ら
れ
う
る「

循
環
的
迪 

結
関
係」

:,
は
、
原
材
料
:.
補
助
材
料
の
経
常
的
な
販
売
•
購
入
に
か
ん
す
る
も
'の
の
み
で
あ
る
0「

循
環
的
速
結
関
係」

と
い
う
場
合
、

労
働
手 

段
を
う
ち
に
ふ
く
む
関
係
が
質
的
に
も
.量
的
に
も
蜇
要
な
こ
と
は
明
ら
か
'で
あ
る
が
、
か
か
る
重
要
な
_『

循
環
的
遽
結
関
係』

.
は

そ

も

そ

.も

産

業
 

速
関
表
の
も
つ
限
界
ゆ
え
に
把
え
ら
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
' た
と
'え
ば
、
：：

宮
沢
氏
.は
、「

機
械
産
業
I
が
そ
の
原
材
料
を
鉄
鋼
産
業
n
石
炭
産
業 

m
等
々
か
ら
購
入
す
る
と
、
今
度
は
鉄
鋼
產
業
.
0が
逆

：に

そ

の

原

料

を

機

械

産

業

1
に
あ
お
ぐ」

.
と
い
う
例
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
産
業
速
関 

表
で
し
め
さ
れ
る
機
械
産
業
i

鉄
鋼
産
業
と
い
う
投
入
関
係
は
、
鉄
鋼
部
門
の
機
械
の
修
理
や
、
消
耗
的
，
補
修
的
機
械
部
品
の
：と
り
か
え
か
、
 

あ
る
い
は
機
械
産
業
の
金
属
加
工
過
程
で
生
じ
る
鉄
く
ず
の
投
入
関
係
の
み
で
あ
っ
て
，
，機
械
産
業
の
主
要
生
産
物
た
る
機
械
ト
か
% '

6
が
、
鉄

鋼
産
業
.に
入
っ
て
い
く
関
係
ば
何
ら
し
め
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
.

「
循
環
的
連
結
関
係」

の
限
界
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
わ
れ
わ
れ
に

. 

' 

: 

■ 

.

と
っ
て
は
こ
こ
に
産
業
連
関
表
で
は
.
'

『

襲
的
連
結
関
係」

が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
と
い
う
限
界
を
強
調
す
る
方
が
肝
要
と
思
わ
れ
る
。

'

 

-

■

 

:

-

 

.

.

 

.

.

 

.

 

-

 

-

⑷

産
業
連
関
表
が
以
上
の
ょ
う
な
限
界
を
も
つ
以
上
、「

産
業
速
関
表
の
甚
本
的
な
，利
用
法」

で
.あ
り

、

産
業
速
関
分
析
の
も

っ

と

も

す

ぐ 

れ
た
機
能
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
生
産
誘
発
関
係
の
分
析
に
も
、
お
の
ず
と

大
き
な
限
界
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、

宮
沢
氏
は
こ
の
機
能
的
分
析
の
方
法
の
説
明
と
し
て
、
.つ
ぎ
0'
よ
う
な
問
題
を
あ
、け
ら
れ
て
い
る
，「

い
ま
投
資
や
輸
岀
に
増
大 

が
あ
る
と
、
ち
ょ

う
ど
水
面
に
投
げ
た
石
が
波
紋
を
生
ん
.で
そ
の
影
響
力
を
広
め
て
い
く
よ
う
に
.そ
の
増
大
は
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
産
業
に
つ 

ぎ
'っ
ぎ
と
影
響
を
及
ぼ
し
な
が
ら
波
及
し
て
，い
く
。
そ
の
結
果 

>
.い
？
た
い
終
局
的
に
、
ど
れ
だ
け
の
生
産
活
動
の
変
動
が
、
ど
の
産
業
部
門
に

(

注
3)

生
じ
る
の
か
、

ま
た
そ
の
た
め
：に
、

ど
れ
だ
け
の
、原
材
料
の
売
り
買
い
が
諸
産
業
間
.で
必
要
と
な
る
の
か
。」

と
。
.そ
し
て
、
か
が
る
問
題
の
解 

明
の
手
段
と
し
て
逆
行
列
係
数
表
が
も
と
め
ら
れ
、
こ
れ
を
基
軸
と
し
て
、
産
業
連
関
表
の
：「

最
終
需
要」

の
変
動
が
生
じ
た
場
合
の
、
諸
産
業 

:間
の
波
及
が
も
と
め
ら
れ
て
い
<:
:
の
で
あ
る
。
''

.
こ
の
場
合
'
膨
抹
料
使
用
の
関
係
は
同
.ー
で
あ
る
-
と(

い
.わ
ゆ
..る.投
入
係
数
2
女
定
性)

、

在
庫
水
準
は
正
常
状
態
に
あ
る
こ
と
、

原
材
料
不 

足
等
に
よ
る
物
価
変
動
：の
な
い
こ
と
等
が
仮
定
さ
れ
る
の
.で
あ
石
が
、一
'1

応

こ

れ

ら

の

前

提

を

：み

と

：め

た

.と
し
て
も
、
.さ
ら
.に
大
き
な
問
題
は
、
 

こ
こ
に
お
け
る
生
産
の
波
及
関
係
の
解
明
が
、.
.あ
く
ま
で
も
現
存
す
る
固
定
資
本
投
下
を
前
提
と
し
、

そ
の
も
之
で
可
能
と
な
る
'か
ぎ
り
で
の

「

最
終
需
要」

.
の
変
化
に
応
じ
'た
生
產
の：

波
及
関
係
.の
解
明
.に
と
ど
ま
る
と
い
う
^
と

で

あ

る

。

：
：
へ
、
ハ

”

^

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

-

J
た
し
か
に
、
坐
產
設
備
の
が
な
り
の
遊
休
化
を
前
提
：と
す
れ
ば
へ
か
か
：る
分
析
は
1
定
の
意
義
は
あ
る
、し
、
そ
と
に
は
独
占
段
階
に
お
け
る
生

産
諮
備
0
慢

性

的

遊

休

化

と

：い
y
矛
.盾
を
理
論
的
に
反
映
じ
で
い
.る
%:
+の

と

も

考

先

ら

れ

る

 

> (

も
ち
ろ
ん
、

そ
の
場
合
に
も
、

す
で
に
指
摘
し

 ̂

.

.

.

.

. 

- 

.

.

た
ご
と
く
ァ
産
業
連
陳
表
.で
は
，、
-'
'
:固
定
資
本
投
下
.総
*
>ヾ

労
働
手
段
：
&
現
存
量
や
''
;そ
め
操
業
状
態
は
ぺ
^
^

ら
、，
右
の
よ
う
な
生
産
の
波
及
過
程
の
分
析
で
は
、
労
働
手
段
の
操
業
度
'が
い
か
に
変
化
す
る
の
か
：と
い
う
問
題
は
、
問
題
と
'な
り
え
な
い
。)

;
v 

• 

• 

ぐ
.
.
.
.
.
.
.

•
 - 

:

.

.

.

.

.知
か
し
な
が
ら
、：：逆
行
列
係
数
を
中
軸
と
ず
る
生
産
波
及
-の
分
析
に
：づ
^
で
根
本
的
な
限
界
ど
1.
て
.強
調
し
な
け
れ
ば
：な
ら
な
'い
の
は
、
こ
の

•

」

• 

• 

- 
i 

- 

.

.

. 

- 

. 

.

.

.

.

.

. 

. 

- 

. 

.
 

. 

■ 

- 

'

分
析
で
は
パ
生
産
办
誘
発
過
猙
ぬ
お
い
て
衝
ず
る
諸
生
產
部
門
で
の
固
定
賛
本
め
現
物
更
新
ょ
あ
る
い
は
道
加
投
資
を
ふ
べ
ん
だ
生
産
の
誘
発
関

.

.

. 

...•.......
 

.

 

-

 

'

 .

 

.

.

.

.

.

 

.
'

 

- 

. .

-

.

.

-

係

に

つ

^
て
ば

.ほ
と

ん

ど

解

明

で

き

な

5
と
い
う
こ
と
で
あ

'る
。

.

‘ 

.

、

.

.
;

:.
-

V

.;

:こ
の)

忘

は

"パ
ー
：
エ
ハ
年
ァ
士
ー

0
审
ァ

■-
 

- 

■ 

■ 

■ 

- 

- 

.

.
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.
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.
日
本
資
本
主
義
.の
两
生
産
構
造
分
析
.試
論
.. 
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,

(
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拡
大
を
め
ぐ
る
生
産
諸
部
門
の
諸
関
連
の
変
化
に
-?
い
て
え
ら
.れ
る
有
効
な
資
料
が
''
'き
わ
め
て
大
き
：な
限
界
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て 

い
る
:.
0
な
ぜ
な
;̂
ば
、
-.
/
'こ
れ
ら
の
#
年
次
に
わ
た
：っ
て
あ
る
労
働
手
段
生
産
部
門
の
生
産
の
増
減
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
い
か
な
る
•生
産

諸
部
門
に
お
け
る
労
働
手
段
，

£.

たi

す
る
購
買
量
の
変
化
に
よ
る
も
の
：で
あ
っ
た
の
，が
が
分
ら
な
い——

逆
の
面
か
ら
い
：え
ば
、
.'あ
る
生
産
部
門

.

. 

.
 

:

の
固
定
資
本
の
現
物
更
新
，〕

新
投
資
が
：：い
.か
な
る
形
で
関
連
労
働
手
段
生
産
諸
部
門
の
生
産
を
誘
発
し
て
き
た
の
か
と
い
ぅ
こ
と
が
分
ら
な
い
か

ら
で
も
る 

0:
.
:''
:
;
'
ゾ

•

 

<
•
.

 

" 

た
と
え
ば
？
調
整
作
業
の
結
果
、4
一
六
年
以
降
、
一
自
動
車
生
産
部
門
め
生
産
額
が
.增
大
し
.て
き
た
：こ
と
が
し
め
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
、

自
動
車
生
産
部
門
の
縦
列
を
各
年
比
較
ず
れ
ば
、:'
.こ
の
自
動
車
の
生
産
増
大
が
流
動
的
不
変
資
本
部
分
に
つ
い
.て
諸
関
連
部
門
の
生
産
を
誘
発
し

て
き
た
こ
と
は
把
握

.で
き
る
が

、
' こ

の
自
動
車
生
産
の
拡
大
過
程
で
、；自
動
車
生
産
部
門
で
い
_か
な
る
種
類
の
労
働
手
段
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け

.

.

.

.

 

'

 
.

 

'

 

. 

：

.

の
：(

改
良
的)

現
物
更
新
、
"新
投
資
が
行
な
お
れ
ブ
そ
れ
を
通
じ
て
関
連
労
働
手
段
生
產
諸
部
門
め
生
產
が
ど
れ
だ
け
ず
つ
拡
大
し
、
さ
ら
に
は 

そ

の

労

働

手

段

生

產

諸

部

^

の

関

連

生

產

諸

部

門

の

生

產

を

誘

発

し

て

い

っ

ノ

た

へ

の

か

、
:'
:

あ
る
い
は
ー
ま
た

、
.

自

動

門

の

'労
働
手
段
需
要
の
増
大

•

 

■

 

•

 

.

 ■

 

一
 V

 

.

.

.

.

に
.は
じ
ま
る
生
産
誘
発
過
程
で
，

関
連
諸
部
門
に
お
い
て
い
か
に
労
働
手
段
の
':
:(

改
良
的)

：
現
物
吏
新
、
新
投
資
が
生
じ
、

そ
れ
が
ま
た
ど
の
よ

. 

-
> 

• 

.

ぅ
に
し
て
.関
速
労
働
手
段
生
産
部
門
の
生
産
を
誘
発
し
て
い
°
た
.の
か
.：
.

…

と
い
ぅ
関
係
は
一
切
把
握
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

.

>

■ 

.
あ
を
.い
は
ま
た
、
上
一
六
年
以
降
、
，「

金
属
加
工
機
械」

罾
、
労
働
手
段
生
産
部
門
の
生
産
額
©
.増
大
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
労
働
手
段
需
要

の
増
大
に
よ
る
も
の
で
あ
る
：こ
ど
は
こ
の
部
門
の
性
格
上
明
ら
'か
で
あ
る
と
し
て
.も
、

■そ
の
.生
産
増
大
を
促
し
た
も
の
が
、
い
か
な
る
生
産
部
門

... 

.

.

.

. 

...

の

労
働
手

段

の(

改
良
的)

現

物

更

^
、

^
投

資

に

よ

る

も

の

.か
は
ー

^
不

明

で

あ

る

。
''
'

'
、

..

..

..

固
定
資
本
の
現
物
更
新
•
新
投
資
に
お
け
.る
大
量
的
な
，一
方
的
購
買
が
生
産
を
誘
発
し
て
い
く
過
程
の
な
か
に
、
第
一
部
門
•
と
く
に
労
働
手 

段
と
そ
の
生
産
の
た
め
の
生
産
手
段
生
産
部
門
を
中
心
と
し
た
：「

生
産
の
.た
め

の

生
産」

：=
=

»
本
制
的
生
産
の
発
展
の
罾
®

.
矛

盾

が

あ

る

こ

と 

を
考
え
る
時
、
:さ
ら
に
ま
.た
、
.と
..く
!5
ー
ー
〇
年
以
降
の
ご

.と
'く
、
い
わ
.ゆ
.る

「

技
術
革
新
1-
の
も
と
セ
旺
盛
な
固
定
資
本
投
資
が
行
な
わ
れ
て
い

き
、■
こ
れ
が
.諸
生
産
部
門
の
生
産
誘
発
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
と
と
を
：考
え
る
時
、
以
上
で
の
ベ
た
ご
と
き
產
業
連
関
表
の
限
界
は
、
理
論
的 

に
も
、
現
実
分
析
の
う
え
で
も
、/
あ
ま
り
に
も
大
き
な
限
界
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

■

.
そ
れ
ゆ
え
、
労
働
手
段
の
生
産
•
販
売
を
媒
介
と
し
た
各
種
生
産
部
門
の
相
互
関
係
、
'
.各
生
産
部
門
に
お
け
る
固
定
資
本
の
更
新
•
新
投
資
の 

現
状

-.
固
定
資
本
の
更
新
.
新
投
資
に
よ
る
関
連
諸
部
門
の
生
産
誘
発
の
関
係
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
き
わ
め 

て
重
要
な
問
題
のr

つ
で
ふ
る
。
こ
の
点
、
今
後
早
急
に
試
.み
る
予
定
.で
あ
る
。
.
.

.
な
お
、
以
上
で
み
た
現
行
産
業
連
関
表
の
も
つ
限
界
に
つ
い
て
，は
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
.の
試
み
が
、
宮
沢
氏
等
を
は
じ
め
產
業
連
関
分
析

を

す
す

め

る

立
場
の
人
々
'に
よ

っ

て
も
い
ろ
い
ろ
行
な
わ
れ
.て
い
る
が
ノ
い
.わ
ゆ
る
動
学
的
産
業
速
関
表
.の
作
製
へ
の
試
み
に
つ
い
て
も
、
わ
れ

わ
れ
は
種
々
の
疑
問
を
も
っ
て
い
る
。
.こ
の
点
は
、
今
後
、
固
定
資
本
問
題
を
と
.ゥ
あ
げ
る
際
に
.明
ち
か
に
す
る
予
定
で
あ
る
。
、

•

(

注
1

)

*

宮
沢
健
ー
氏『

経
済
構
.
造
の
速
関
分
析』

3

七
1

八
頁
。
フ

：-
.
ァ

丨 

'

(

注
2

)

宮
沢
健
ー
氏『

日
本
の
罾
ぼ
循
環』

ー
三
六
員
。

.

- 

.

(

注
3

)

同
右
、

一
三
四
頁
。
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'

 
.

 
,
:
.

 

:.'
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.

 :
:

 

>
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.
:

;

..:....-

 

'

:

• 
ノ

'

.

.

.

:

«'
' 

.
' \ 

)

■ 

.

.

. 

•

. 

'
. 

-
- 

.

■

社

会

的

総

資

本

の

.
再

生

産

の

し

く

み

の
分
杯
上
、
き
.わ
め
て
重
要
な
問
題
.で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
五
年
産
業
連
関
表
か
ら
有
効
な
資
料

: 

を
得
ら
れ
な
い
い
ま
.■一
 

つ
の
問
題
は
、：
社
会
的
総
生
産
物
の
生
產
部
門
間
の
壙
補
の
連
動
と
、
各
種
の
所
得(

労
働
者
の
賃
金
と
、
剰
余
価
値
H
利
潤

- 

• 

. 

• 

.

.

.

.

.

.

. 

,

•

の
一
部
と
し
て
め
資
本
家
の
_

l

f

の
か
ら
み
あ
い
の
麗
で
|

-°
■'

 

.

.

こ
の
問
題
に
入
る
前
に
.

一
応
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
産
業
速
関
表
で
は
、
先
に
.
掲
げ
た「

概
略
表」

で
も
分
る
よ
う
に
.'「

内
生
部
門」

の
投 

. 

入
•

鹿
出
の
表
示
に
お
い
.

て
も
、
物
的
生
産
'
と
サ
.

丨
ビ
ス
'

活
動
は
全
く
同
列
に
扱
わ
れ
て
1'
'
る
し
、-
し
だ
が
っ
て
物
的
生
産
1

賃
金
，利
潤
と
い
う
関
係
と
、

.

サ
ー
ビ
x

i

賃
金
*

利
潤
と
い
う
関
係
も
，
ま
た
同
列
に
扱
お
れ
て
い
る
。
.
'こ
，
の

点

ば

：
、

：
第
ー
ー

.

節
^

で
简
単
.
に
指
摘
.
し
た
よ
う
に
、
賧
密
に
区
別
す
ぺ
き 

\

.

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
/
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.
/三
A

(

九
七
八

)
:
も
0
で

あ

る

が.'
サ
ー
ビ
：ス
：業
の
位
麗
づ
け

.に
：
つ
い
て
は-'
;別
稿
-に
ゆ
ず
り'
本
稿
で.は
'ー
^

物

的
生
産.
-

^
賃

金
'
•
.
利
潤
の
う
ち
の
資
本
家
所
得
分
一

労̂
働
者
及
び
：資
本
家
の
個
人
的
消
費
と
い
う
関
係
に
か
ぎ
っ
て
み
る
こ
.と
に
す
る
。

■
.

.■

.

.:■
':.
\

'

.
:•
■

'.-
'
.
.
:

' 

. 

.. 

:

:

•'
.
: 

'

:

-

■
.
/
 

.
■
. 

ニ 

.
 

-
 

.

.

.

.

 

-
 

.
 

' 

-

J.
,
.
'
 

.
;■
-
.
.
. 

' 

- 

- 

..

. 

.

.

.

. 

' 

. 

.. 

. 

. 

.

.

. 

,

.
⑴

.
社
会
的
総
生
産
物
の
生
.座
部
門
間
の
填
補
の
連
動
と
、
各
種
.の
所
得
の
連
動
と
の
か
ら
み
あ
.い
と
い
う
観
点
が
.ら
み
る
と
、

ま
ず
第
一

• 

• 

. 

. 

• 

- 

..

.

. 

.

.

.

.

.

.

\.
.
' 

.
• 

• 

-
V
. 
.
.
.
.
.
.
.

 

.

に
、'
産
業
連
関
表
で
は
、
各
種
の
生
産
部1 :

で
形
成
さ
れ
る
、
労
働
者
階
級
の
所
得
"
賃
金
総
額
と
、
利
潤
範
疇
の
一
部
と
し
て
の
資
本
家
の
所 

得
総
額
自
体
が
不
明
確
で
あ

る

と

；い
う
こ
と
を

指

摘

し

：な..け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
各
生
産
部
鬥
の
縦
欄
に
は
、
.「
勤
労
所
得J

.

と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
.賃
金
に
か
ん
す
る
官
庁
統
計
一
般
が
そ
う
で
あ
る
ご
と 

く
、
重
役
賞
与
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
賃
金
俸
給
所
得
を
ふ
く
み
、
労
働
者
階
級
の
.賃
金
範
疇
と
は
大
い
に
異
な
る
。
他
方
、
と
く
に
わ
が
国 

の
場
合
に
は
、
個
人
篆
'主

•
家
族
従
業
者
を
主
体
と
し
た
零
細
な「

個
人
企
業」

が
多
数
存
在
し
て
い
る
し
、
農
業
で
は
ほ
と
ん
ど
す
ベ
て
が
統 

計

上「

個
人
企
業」

.

.と
い
う
形
態
を
：と
っ
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
は
個
人
業
主
•
•家
族
従
業
者
を
主
体
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
ょ
う
な
零 

細

な「

個
人
企
業」

で
は
個
人
業
主
•
家
族
従
業
者
は
事
実
上
賃
労
働
者
と
い
う
性
格
が
強
く
、
こ
れ
ら
の
業
主
所
得
は
事
実
土
、
業
主
•
家
族 

従
業
者
の
賃
金
部
分
を
多
く
ふ
く
ん
で
い
る
。
：
し
か
し
、
産
業
連
関
表
で
は
、
.こ
れ
ら
ほ
：逆
.に：r

営
業
余
剰」

.と
し
て
法
人
企
業
の
利
潤
範
疇
と 

し
て
の
.

「

営
業
余
剰」

と
同
列
に
お
か
れ
、

「

括
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、

三
五
年
五
六
部
門
表
の「

一
般
作
物」

部
門
で
は
、
 

'

「

勤
労
所
得」

約
三
六
五
億
に
対
し
、.「

営
業
余
剰」

は
：約

—*
.兆
〇
ニ
〇
九
億
と
：な
っ
て
い
る
.
。

.

つ
ぎ
に
、.
各
生
産
部
門
に
お
け
る
利
潤
範
疇
、
そ
の
.一
，
部

た

る

資

本

家

の

所

得

の

形

成

.に
つ
V
て
は
、
‘内
容
は
さ
ら
に
不
明
確
で
あ
る
0
諸
企 

業
の
会
計
報
告
：か
ら
故
意
に
脱
落
せ
し
め
ら
れ
、
資
本
家
の
個
人
的
消
費
や
政
治
献
金
等
に
'あ
て
ら
.れ
て
い
る
利
潤
部
分
を
一
応
と
わ
な
い
こ
と

と
し
，：
表
示
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
の
数
字
か
.ち
推
計
す
る
.と
し
て
も
、：.利
潤
範
疇
は
き
.わ
め
て
不
明
確
で
あ
る
。
右
の
ご
と
き
個
人
業
主
、.

家
族

.

.

.

.

 

. 

-

 

.

従
業
者
の
賃
金
範
畴
を
.控

除

し

た「

営

業

余

剩

」

。

企

業

が

支

私

う

交

際

費

、
：
接

待

費

で

あ

り

、

，「
営

業

余

剰4_
の

一
：部

を

.構

成

し

て

い
る
と
み
な

、

.

'

.

.一

.

.
 

: 

.

さ
れ
る
-「

家
計
外
消
费
支
出」

。
：不
生
產
的
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
支
出
。
'「

勤
労
所
得」

' の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
非
生
産
的
労
働
者
の
所
得
。

「

資
本
減
耗
引
当」

-

部
分
にI

部
入
り
こ
ん
で
'い
る
利
潤
。
利
潤
か
ら
支
払
わ
れ
る
か
ぎ
り
で
の「

間
接
税」

。
•

—
他
の
官
庁
統
計
の
■
合
と
司
,

.

.

.

.

 

•

•
..
'

: 

.

 

.

'
 

.

 .

 

•

 

-

■様
、
こ
.れ
ら
の
推
計
が
き
わ
め
て
.困
難
で
あ

る

こ

と

は

朋
ら
か
で
あ
る

。

.

'

.

.

.

'

以
上
の
よ
う
に
.、

利
潤
範
疇
が
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
、ば
か
.り
で
は
な
く
',
さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
利
潤
範
疇
の
う
ち
資
本
家
の
'所
得
と
な
る
部 

分
が
把
え
ら
れ
な
い
点
も
注EE

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「

勤
労
所
得
户
に
入
つ
て
い
る
高
級
管
理
職
の
資
本
家
的
所
得
、「

営
業
余
剩
/
に
入
つ
て
い 

る

.

「

個
人
企
業」

.:
:
に
お
け
る
賃
金
範
晴
を
.一
：応
と
わ
な
い
と

し

て

も

、「

営
業
余
剰」

の
う
ち
ど
れ
だ
け
が
資
本
家
の
個
人
所
得
と
な

る

の
か
と 

い
う
こ
と

曲

体

が

不

明

ヤ

•
あ

る

と

い

う

こ
と
は
.、

生
産

•
所
得
•
消
費
の
関
係
を
も

と

め

よ

う

と

す
る
.う
え
に

.大
き

な

障
害
で
あ
る
。「

営

業

余
.

剰」

.：は
、
営
業
利
潤
，
支
払
利
子
、
不
動
産
賃
貸
料
か
ら
な
つ
て
い
る
.が
、
':

こ
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
が
自
己
金
融
と
し
て
企
業
内
に
蓄
橫
さ
れ
、

-

.
 

-

パ
--

.
'

 

.
 

.:

.

.

ど
れ
だ
け
が
法
人
所
有
の
株
式
の
窗
と
な
？

他
企
業
.：，
他
部
？

 

」

主
所
得
と
し
て
、.
资
本
家
の
個
人
所
得
と
な
る
の
か
.は
不
明
で
あ
る
ノ
こ
れ
は
、
.各
部
門
の
資
本
家
の
'個
入

^

得

徳

額

さ

え

把

え

ら

れ

な

い

と

い

:
■
...

 

-

，
.，
.
へ
..

'

'
.
.
.

 

. 

.

.

.

 

• 
' .
.
.

 -

 .

 .
.
.
.

 
,

 
.

.

.

■

 

■，
■

-

;

.

う

こ

と

を
叙
果
す
る 

0
. 

. 
'.•.へ 

'

.

.

.

.

,■
.

.

-

 

:

 

-

 

' 

■,
.

■

.

.-
. .
■

 

.

.

.

■'

:な
お
.：：

「

家
計
外
消
費
变
出」

/は
、
：

「

交
際
費
、，
接
待
費
の
よ
う
な
民
間
消
費
支
出
に
類
似
し
：て
い
る
.経
費
が
ら
な
る」

.も
の
で
、

た
ば
こ
、

飲 

食
費
が
主
た
る
内
容
で
あ
る
か
ら
、.：「

営
業
余
剰j

,

の
'一
部
か
ら
支
払
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
;'
^̂ 

管
1
.職
を
中
6
と

.

し
た
個
人
的
所
得=

個
人
的
消
费
の
1
7変
形
と
考
え
ら
れ
.る
が
''
/:'夸
の
部
分
に
つ
_い
て
の
み
ー
：応
各
部
^

!'
.

,
:

以
上
要
す
る
に
、'

一.一
一
五
年
産
業
連
関
表
で
は
、

.各
生
産
部
門
.の
生
産
活
動
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
個
人
所
得
.の
.内
わ

.
,

 

.

 

.

.

.

 

,.

.

.

 

.

 

. 

V

 ■

 

.

.

.

.

.

 

.

カ

で

：は
：な

く

、

.「

営
業
余
剰」

' 上
り
：
の

個

人

所

得

形

成

が

不

明

で

あ

.る
た
め
ノ
個
人
所
得
&
贤
か
£'
把
え
<
:
0
れ
な
い
と
い
う
こ
と
.に
な
る
。

.

'

■

 

.

 

•
..

 

•
'.
.

，
ニ

:
'
. 

.

 

,

'

■

.

.

 

- 

.

 .

;
..
:

.

.

... 

. 

.

. 

• 

' 

■
■ 

■
■ 

■
■
■

.

，
■■

⑵

こ
.の
よ
う
に
、
.各
種
の
生
産
部
門
に
お
.け
る
勞
働
者
の
賃
金
、，
資
本
家
の
所
得
.の
形
成
岛
体
不
明
確
で
あ
る
と
と
も
に
、
.産
業
速
関
表
で

-■
,

■;

日
本
资
本
主
義
，の

? 1
?

生
産
構
造
分
析
試
論

•

■

:

 

■

'

.

:

■

'■
.

三九
：：

(

九
匕
九)

,,
:

•



、 

：

:

■ 

'
.
'
,

四
0
:
.

(

九
八
〇)

.

は
、
そ
の
性
格
上
、
各
祯
の
所
得
か
ら
.諸
生
産
他U

た
.い
す
る
勞
働
者
と
.資
本
{豕
の
個
人
的
消
費
需
耍
が
形
成
名 

:
■
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

'
'
7

,
'
:
'

-

I

: ..
'

/
::「

概
略
表」

か
ら
も
う
か
が
ゎ
れ
る
ご
：と
ぐ
、
- '

現

行

漣

議

関

表

ぼ

、

：：南
 

I

 

:

■

' 

..

り
、
:
こ

の

一

定

の

；运

間

消

費̂

出

S

'

合

：
諸

財

貨

:
用

&
ヵ
ど

11
た

け

変

化

す

る

か

と

い

3
関

係

の

解

明

を

目

的

と

し

：て
.
.い
る
。

し
た
が
っ
：て
；、
■-
■こ
の

消

貴

支

出

自

体

が

、

各
生
産
部

h
の

生

産
i

条

件

の
.変
化
i

各

種

の

個

人

所

得

の
.変

化
f

り
そ
*
化

せ

左

-

^

現

行

産

業

連

関

表

の

構

造

的

特

質

.

 

V
.

か
ら
、
'.
'問
題
と
'は
：な

？
S

い
'0
で
あ
る
°

:-
:

ー

ン

:.
v
 

.

;

こ
の
各
生
産
謂£

_

の

生

産

一̂
各
嵇
の
個
人
所
得
の
形
成
—

>各
生
産
物
に
た
い
す
る
各
種
の
個
人
消
費
と
い
う
関

係

の

分

析

は

、

国
民
所
得 

統
S

相
足
す
ベ
I

の
で
あ
る
と
い
.わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。.
.し
か
し

、
' 麗

所
 

資
本
家
の
個
人
所
得
等
諸
範 

_
へ
笤
本
明
確
さ
の
う
ぇ
に
ク
坐
產
-
個
人
所
得
^
個
人
消
費
が
産
業
犬
分
類
蒙
ぱ
ズ
し
か
こ
め
さ
れ
て
^
^

統
賢

の

諸

数

値

：に
.ょ
っ
て
、

産

業

連

関

表

の

統

則

を

補

完

す

る

'こ

と

に

と
-%
な
う
限
界
は

.き
わ

め

て

大

き

い

と

.い
わ
^

ば

な

ら

：な

、
。

:

,

^

最
後
に
、
各
生
産
部
門
の
生
産
I

貨
金
•

資
本
家
所
得
の
形
成
と
■い
う

事
情
が
不
明
確
な
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
産
業
連
関
表

で

は

こ

の 

各
種
の
所
得
の
.形

城

一

^
諸

生

産

物

に

た

い

す

る

個

人

消

費

需

要

と

い

う

関

係

が問
題

と

な

ら

.な

い
こ

と

の

ほ

が

に

、

個

人

消

費

の内
容

に

つ

、

，て

も

若

干

指

摘

し

て

、お

く

必

要

が

あ

ろ

う

。
.

'

.

.
産
業
速
関
表
の「

最
終
需
要」

項
目
の
う
ち
、
個
人
消
費
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
は
ま
ず「

民

間

消

費

畜

」

が
あ

る

が

、

こ

の

r

民
間
消
費 

支
H」

.は
大
き
く
わ
け
て
、「

家
計」

ょ
り
の
支
出
と
'「

民
間
非
営
利
団
体」

£

け
る
経
常
的
支
出
.と
.か
ら
な
り
た
っ
て

い

る

。

と
こ
ろ
で
こ 

の

「

民

资

^
矛
団
.体」

の
晚
囲
は
き
わ
..め
て
ひ
'ろ
く
、
主
と
し
て
病
院
，
学
校
を
は
じ
め
、
企
業
に
属
さ
な
い
研
究
所
、
；
.
労

働

組

合

、

宗

教

団

.

鐘

層

雇

垂

謹

靈

籍
囊
^

.

 
!

体
、
文
化
団
体
、
i

、
社
会
福
祉
団
体
、.
ァ
マ
チ
ュ
.
ァ

ス

ポ

ー

ッ

囲

体
、
社
会
保
険
団
体
な
ど
が
ふ

く

ま

れ

て

.い
る
。
そ
し
て
、
.こ

れ

ら

「

民 

間
非
営
利
団
体J

:

は
公
共
サ
ー
ビ
：ス
部
門
に
格
づ
け
ら
れ
、
そ
の
経
常
経
費
は
，「

一
括
し
て
民
間
消
費
支
出
部
門
で
購
入
す
る
形
式
を
と
る」

の 

丨
.で
あ
る
。
 

• 

• 

r

生
産
物
に
た
い
す

る

消
費
の
み
を
問
題
と
す
る
本
稿
で
は
一
応
、
直
接
関
係
は
な
い
と
は
い
え
、
文
化
団
体
、
政
党
等

、

「

家
計」
が
直
接
サ 

丨

ビ
ス
期
入
を
行
众
わ
な
I
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
経
常
経
費
が
す
べ
て「

民
間
消
費
支
出」

に
ふ
く
ま
れ
、

家
計
消
費
と
一
括
さ
れ
て 

■
し

ま

う

こ
と
は
、
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

.. 

.

.

こ
の
ほ
か
，「

家
削
外
消
費
支
出」

も
一
応
個
人
消
費
項
目
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、「

企
業
そ
の
他
の
諸
機
関
が
支
払
う」

も
の
で
あ
る
と 

は
い
え
、「

交
際
費
や
接
待
費
の
よ
う
な
民
間
消
費
支
出
に
類
似
し
て
い
る
経
費
か
ら
な
る」

.も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
、
飲
食
物
、
た
ば
こ
、
 

交
通
費
を
主
と
し
た
個
人
的
消
費
支
出
で
：あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
個
人
が
い
か
.な
る
階
層
の
人
で
あ
る
か
と
.い
.う
点
に
つ
い
て
は
、.
当 

該
企
業
の
管
理
職
お
よ
び
そ
れ
が
交
際
•
.接
待
す
る
関
係
企
業
の
管
^i

職
が
中
心
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
.と
：
は
惟
定
で
き
る
と
し
て
も
、
く
わ
し
い 

内
容
は
分
ら
な
い
。

一
応
三
.五
年
の「

部
門
品
.

E

別
生
産
額
表」

で
は
、「

家
計
外
消
費
.支
出」

総
額
八
、
八
五
.ー
：
億

の

う

ち

、

「

旅

費」

ー
、

一 

八

七
if
、
.'「

交
際
費」

ニ
.、
八
六
〇
億
、「

福
利
厚
生
費」

. 
一
，
一
、

ニ
四
一
：一

.一
億"「

そ
の
他」

.ニ

.、
五
六

1
億
と
い
う
*5
ち
わ
け
の
み
が
し
め
さ
れ
て 

い
る
が
、
こ
の
う
ち
のr

福
利
厚
生
费」

と
て
も
、
は
た
し
て
ど
の
程
度
、
•労
働
者
一
般
.の
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
 

以
上
の
よ
う
に
、.
個
人
的
消
費
は
一
'応

「

民
間
消
費
支
出」

と

r

家
計
外
消
費
支
出」

:'
か
ら
把
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
前
者
の
う
ち
、

.「

家

計」

：支

出

と「

民

間

非

営

利

団

体

」

の

経

常

経

費

と

の
^
別
も
不
明
瞭
で
あ
る
し
、
個
人
消
費
の
内
容
を
、
資
本
家
階
級
、

中
間
層
、

労
動

者

階

級

に

わ

け

る

よ

う

な

手

が

か

：り
は

•全
く
な
い.
。
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.
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.
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.

.

-'
3
.
.::
:

r
得

流

通̂

か

ん

す

る.以
上
.の
限

界

は

、
ノ®

で
.み
た

限

界

と

あ

：い

ま

っ
：

P
、

生

産

手

段

生

產

部

門

一

^
と

く

^
労
働
手
段
生
産
部

門

と

そ 

:

.
日
本
資
本
主
義
の
再
唑
産
構
造
分
析
試
論
''
:

:

:

u

l
:•
、し
'
-一
.

)



•

+

\

.

 

r

k

 

-

 

I 

.

 

,

 

-

 

ノ

-ノ
 

i 

I
、

.
の
た
め
の
生
筆
段
生
産
部
門
■を

中

心

と

し

た

ま

産

，の

s
立

的

発

展

過

程

に

お

い

て

.：

一

関

讓

生

産

部

門

^

優

f

大

：•
利

溯

の

増

大

丨

賃

金

.
•資
本
家
の
個
人
所
得
の
墙
大
が
い
か
に
、生
じ
、
一
労

攀

段
生

産

部

門

を

中

心

と

し

た

生

産

の

豈

的 

発
f

、
個
人
消
数
の
拡
大
の
S

性
と
の
対
立
：•
矛
盾
が
い
か
に
生
じ
る
か
と
い
ぅ
も
っ
：と
も
肝
心
の
麗

り
、
'
こ

の

意

味

で

洱

生

産

構

造

分

析

上

の

致

命

的

欠

赂

と

い

わ

ざ

る

を

：ぇ

な

い

。

■
.

.
:

'

/

. 

.

.

. 

:

、
 

一
.
.
.
*
.
.
.
.
-
.
.
.
.

㈤

さ

て

以

J

の

考
察
力

ら

•三

五
年
産
業
連

関

表
が
、
諸

生
産
部

門

間

に

お

け

る

各

種

生

産

物

の

複

雑

な

塡

補
関

係

、

こ

の
関
係
と
各
種
の
所 

得

の

瀣

と

の

か

ら

み

.あ
い

に

つ

い

て

し

め

し

，て

い

る

の

綠

つ

ぎ

の

点

に

か

ぎ

ら

れ

'

い̂

る

こ

と

が

明

ら

か

で

あ

る

。

鉢

--
は

•'「

内
生
范
[,
^」

.に
お
い
て
し
あ
さ
れ
て
い
る
生
産
諸
部
£
;間
め
&
#'
;
|̂>
投
入
.産
出
の
諸
関
係
|

い
い
か
え
れ
ば
、
生
産
手
段
の 

う
ち
，原
材
料
•補
I

料
i

l

不
変
I

に
か
ぎ
っ
た
も
の
I

補
関
係
2

る
。
こ
の
第
一
点
が
も
っ
と
も
利
用
可
能
な
問
題
で
あ
る
.

.第
二
に
、
塵
産
部
門
の
生
産
物
の
販
路
I

い

て

、
、
労

働

手

段

の

販

路

先

が

一

切

不

明

で

：

あ

る
ほ
か

、

「

最

終

需

要」

の
項
目
分
類
に
多
く 

の
不
明
確
さ
が
あ
る
の
で
ば
あ
る
が
、'
諸
生
産
物
の
販
路
構
成
が
，一
応
し
め
さ
れ
て
い
る
こ

と

で

あ

る

々

..

.■■

.

•

■
 

V

 

■
 

.

■
.
. 

,
 

.

-
■ 

-

'■
:
 

: 

.

.
- 

■ 

- 

■

:
わ
れ
わ

.

ナ
ヵ
:
産

業

速

関

表

；を

手

が

，

か

り

と

し

ょ

う

と

する
以
上
、：
わ
れ
わ
れ
の
関
心
は
当
然
の
こ
と

な
が

ら
、

以
上
で
み

て
き
た
産
業
速
對 

表
の
：限
界
を
讓
し
た
う
え
で
、
右
の
ニ

点
、
と
く
に

第

^

そ

し

て

、.
第
一
点

の

諸

塵

部

1:
間

に

お

け

る

経

常

的

な

投

入

，
産

出

関

係

=
讓

的

不

変

資

本

の

塡

補

関

係

に

か

ぎ

0
て

み
れ
ば
、
す
で
に 

ふ

れ
た

ご
と
く
、
.三
'五
年

産

業

速

関

表

は

、

「

内

生

部

門」

一：
五
一1

一
部
H
に
細
分
し

I

本

表

、

''
そ

れ

ら

を

関

連

霞

【

ご
と
に
統

合

し

た

五
六

統
合
表
力
あ
り

r
生

産

物

.•

.塑

產

部

|,
,]
の
分
類
:1
そ

れ

ら

の

相

互

関

係

を

.把

ぎ

 

の
全
国
的
•
全
産
業
的
規
模
の
资
料
を

...
 

■ 

.

.

.提
供

す
る

も

の

.と
い
え

る

。
.
；
.
.
'
'
,

-.
.

.

,

'

'

:

:

'

.

:

'

.

•....

ま
た
、
こ
の
統
計
資
料
が
、
.事
業
所
単
位
で
は
办
く
、
生
產
技
術
を
単
位
と
し
た
%:
の
：で
あ
る
こ
と
が
、
異
な
る
機
能
を
は
た
す
諸
生
産
部
門 

を
分
類
し
て
、
そ
れ
ら
の
諸
生
産
物
の
流
通
を
把
握
し
よ
；う
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の
目
的
に
と
っ
.て
好
都
合
で
あ
る
こ
と
も
、
は
し
が
き
で
ふ
れ
た
.' 

と
お
り
で
あ
る
。

.:

ま

'た

産

業

速

関

表

が

、

こ

の

よ

う

に

、

ァ
ク
テ
ィ
ビ
テ

‘ィ

ー

.
ベ

I

ス

I

た

っ

た

統

.計

で

あ

る

と

い

う

こ

と

は

、

•あ

.る

商

品

の

供

給

総

額

の

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.. 

■ 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

う
ち
輸
入
額
の
し
め
る
比
重
、
あ
る
い
は
あ
る
商
品
の
国
内
生
産
総
額
の
う
ち
輸
出
額
の
し
め
る
比
重
を
、
事
業
所
べ
I

ス
の
統
計
よ
り
も
明
確 

に
し
め
す
と
：い
う
別
点
を
も
っ
：て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
.以
上
^
の
べ
た
限
界
内
に
お
い
て
で
は
あ
れ
、
.諸
生
産
部
門
の 

輸
入
依
存
度
、
輸
出
依
存
度
に
か
ん
す
る
分
祈
に
つ
.い
て
、
有
効
な
面
を
も
っ
七
い
る
と
ぃ
え
よ
う
。

.

.

.
ノ

.

.

•

. 

V
 

:

•

.

.

.

 

y

 

:

.

.

.

第
二
に
、
.
諸
生
産
物
の
販
路
に
つ
い
て
、

各
種
の
労
働
手
段
の
販
路
が
不
明
で
あ
.る
等
の
.致
命
的
欠
陥
を
'̂
つ
と
は
い
え
、

一

応r

中
間
京
：

,

 

.

 

... 
-

 

'

•

 

:

 

-

'

.
料」

の
ほ
か
、.
.
.

「

最
終
需
要」

の
各
項
目
別
に
販
路
が
し
め
さ
れ
て
い
る

こ
と

は

、

各
種
の
生
産
部
門
.
各
種
生
産
物
の
再
生
産
構
造
に
お
け
る 

機

能(

第
一I

部
門
、
第
一
部
門
、
そ
の
細
分
類)

.に
つ
い
て
、
.か
な
り
有
効
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
'で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
‘よ
う
な
各 

種
生
産
部
門
の
機
能
の
検
討
を
、
ァ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
，
、、へー

ス
に
よ
る
細
分
割
さ
れ
た
生
產
部
門
、
生
産
物
に
つ
.い
て
、
か
な
り
の
程
度
で
可
能 

と
ず
る
の
も
、
现
在
の
と
こ
ろ
で
は
産
業
速
関
表
の
み
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
，

• •

.一

.

'

;'
,
' 

■

:

.

.
;
:
-
.

.

ハ

■
■-へ'
.'
-
.
:
.
. .■
 

.
' 

• 

■ 

<

' 

: 

.

. 

:■

;.

 

.

■

.

.

.

 

.

.

.

 

.

:

■■
.

以
上
の
こ
と
か
ら
、':
三

；五

年

産

澤

速

関

表

を

手

が

か

々

，と

し

て

真

体

的
.に

分

析

を

す

す

め

る

第

.

|

章

以

降

，で

は

、

分

析

の

対

象

は

、

諸

生

産

部 

門

*
諸
生

産

物

の

再
生
産
構
造
上
に
お
け
.る
掘

能
の
検
討
と
.、
諸
生
産
部
門
間
.に
お
け
る
流
動
的
不
変
資
本
部
分
"
原
材
料」

補
助
材
料
の
填
補 

関

係

の

検

討

を

通

じ

で

、

そ

の

範

囲

内

で

、

生

産

諸

部

門

の

相

互

諸

関

係

を

明

ら

.か

.に

し

て

い

く

と

い

う

--
と

に

呢

定

さ

れ

る

。，

P
本
资
本
主
義
の
苒
生
産
構
造
分
析
試
論_ 

: 
r

■

四

三：r

九
八
三)

.
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.
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:
.

.
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'
[■

'

，
■

.'..ノ
第

一

章

へ

隹

産

諸

苟

門

の

再

生

産

構

造

上

に

お

け

る

立

置

づ

^

—

^

....

..

■

:

:

'

.

, 

,
;

■ 

.
.
.

.

. 

■

'

.
'

:

■. 
V
.

一
，

-

ぎ

っ

て

の

生

産

諸

窗

関

係

に

1

す

る

資

料

と

、
證

産

物

の

販

路

構

成

に

か

ん

す

る

資

料

で

あ

る

。

第

.

i

章

で

は

、

ま

ず
三

五

年

の

み

を

と

り

あ

げ

、
■産

議

関

表

が

提

供

す

る

ぎ

資

料

の
検

討

を

通

じ

て

、
：
塑

産

部

門

の

再

生̂

^

お
け
る
I

づ
け
を
、
'統
計
資
料
の
ゆ
る
す
範
囲
内
で
で
き
ぅ
る
か
ぎ
り
明
ら
か
に
す
る
こ

と

に

づ

と

め

た

い

。

そ

れ

ゆ

え

、

第
一
章
の
分

析

は
、
三
五
年
の
み
を
対
象
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
静
_
的
な
も
の
で
あ
る
。
 

：

..

..

.
 

►

 

,
.

 

.

と

こ

ろ

で

ォ

の

こ

と

き

検

事

を

す

す

め

る

に

あ

た

り

、
ま

ず

最

初

に

、
第

一〜

三

節

に

お

い

.て
は

、
.三

五

年

産

業

連

関

表

の

五

六

部

門「

統 

合

表」

を

利

用

し

て

、
全

体

的

な

検

討

を

こ

こ

ろ

み

る

。

_

.

こ
の
第
一〜

三
節
の
検
討
は
、
生
産
部
門
を
大
幅
に
統
合
し
た「
統
合
表」

の
統
計
的
限
界
に
ょ

り

、
‘

か
.
な

り

の

限

界

を

も

っ

て

，
い
る
の
で
、
 

辦

篇

で

は

、
.第
一〜

 
一
二
節
の
検
討
を
S

と

し

て

、

：
一
'
基

産
構
造
上
の
位
置
づ
け
を
、
主
要
産
業
グ
ル
ー
プ
ご
と

に

こ

こ

ろ

み

，，

こ
。

.

i

 

-

 /

'

 

■

 

•

 

「

毒

- 

,

 

.

 

*

 -
.

P
統
合
に

f

て

は

本

文

て

謹

す
る

こ

と

く

、

同
一
部
S

な
か
に
か
な
り
性
格
の
異
な
る
諸
部
門
が
I

さ

れ

て

し

ま

う

と

い

う

難

点

が

あ

る

ま

か

、

加
工
過
程
に
あ
る
い
く
つ
か
.の
異
な
る
生
産
諸
部
門
の
統
合
や
、
部
品
生
産
部
門
と
組
立
部
門
と
の
統
.合
が
行
な
わ
れ
る
た
め
、
自
部
門
内
投
入
の
内
容
の
不 

明
確
さ
や
生
産
額
の
重
復
計
算
が
生
じ
る
.と
い
う
難
点
も
あ
る
。
こ
う
し
た
難
点
は
、
三
五
〇
部
門
か
ら
，

「

基
本
表
卜

一
五
三
部
門
へ
の
統
合
に
も
あ
る
が
'

一
五
三
窗
門
よ
り
五
六
窗
門
へ
の
統
合
を
行
な
っ
た「

統
合
表」

.で
は
、.
こ
れ
は
と
く
に
大
き
な
統
計
上
の
制
限
と
な
っ
て
い
る
。

•
 

■
 

: 

- 

■
 

-
 

■
 

■
 

.
 

■
 

.

な

お

三

五
年
産
業
連
関
表
の
公
表
が
予
定
よ
り
非
常
に
遅
れ
た
た
め
、
，第
一
章
で
は
、「

生

産

者

価

格

評

価

表」

の
五
六
部

門
「

統

合

表」

、

一
五
三
裔
門
'-
1蓮
本
表」

.と
、

一
二
五
〇

部

門

「

調

整

作

業

表

」

の
も

と

に

な

っ

た

ほ

ぼ

三
千
の
品

目

に

わ

た

るT

部

門

品

目

別

生

產

額

表(
最
終)

」

 

の
み
を
利
用
し
た
。
.「

生
産
者
価
格
評
価
表」

の
利
用
は
、

つ
ぎ
に
の
べ
'る
よ

う

に
、
統
計
入
手
上
の
制
限
に
よ

る

も

の

で

は

な

く

、

わ
れ
わ
れ 

の
分
析
目
的
に
と

っ

て
有
効
で
あ
る
と

考
え
た
か
ら
で
あ

づ

て

、

こ
の
点
で
は
.統
計
入
手
上
の
制
限
は
な
い
が

.、
今

後

、「

物

量

表」
「

投

入

係

数 

表」
「

逆

行

歹

係

数̂J : 「

®
用
係
数
表」

.
等
の
入
手
に
よ
っ
て

補
足
す
.べ
き
点
の
あ
る
こ
.と
は

事
実
で
あ

る

。

こ

れ

ら

に

つ

い
て
i

、
統

" i
-

貞

料

 

の
公
表
後
、
次
稿
で
補
足
し
な
け
れ
ば
な

ら

.

'.
'

.

■
.

:

• '

:

.

ま

た

'
第
一
章
第U

〜

四
節

で

は

、
右

の

よ

う

な

課

風

に

か

ん

す

石

推

計

：と
.図
示
；を

_こ
こ

ろ

み

る

に

と

ど

ま

り

、
'そ
こ
'
:に
し

め

ざ

れ

て

、
る
特 

徴
占
y>
:

問
題
占
£
の

指

摘

'^
行
な
う
こ

.と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
は

紙
数
の
..制
限
に
お
う

%:
の

で

も

あ

る

が

、

第

：一
章
で
行
な
っ
た
推
計

e
図
示 

に

一：応
し

め

さ

れ

.て
い
る

特
徴
や

問

題

を

正
し
く
把
握
し
、
' 指
摘

す

る

.こ
，と
は
、
.
第

二

章

以

降

に

お

い
て
、

ニ

六

年

表

、

三

〇

年

表

、
_.三

五

年

表 

の
修

正
.• 
_

雜

作

業の
公

表

結

果

を

検

討

す

：

る
こ
と
：
^

固
定
資
本
投
資
に
.か
ん

す

る

わ
れ
わ
れ
独
自
の
分

析

も

す

す

め

て

い

く

こ

と

に

よ

っ

て

、
 

は
じ
め
て

可
能
と
な
る
と

考
え
た
か
ら
で

奮

。
そ
の

意
味
で
、
第

一
.

章
は
')

本
論
の
— -
,部
を
な

す

と

は

い

え

、

わ
れ
わ
れ
の
今
後
の
研
究
の
た 

め
の

迤
礎
的
資
料
の
整
理
で
あ
り
、
..
今
後
の
研
究
の
た

め

に

一

応

の

目

や

す

を

う

る

た

め

の

ス

ケ

ッ

チ

と
も

い

う

べ

き

も

の

に

す

ぎ

な

い

。
へ

'

■

,
.
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■
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: 

■ 

• 

■

 

•

'

 

.

. 

.

.
ぺ
 

-

.

■

.

. 

.

..:
,

■

.
 

• 

- 

.

.
■

■

.

.

ま

統

計

利

用

’上
の
若
干
の
注
意
点
.「

：

'

,:〜

.

.

'

:

::,:.:..'":.
:

'

'

.
.

'
.

•

. 

, 

' 

.
V
.
V
'
'

,.
.:
.
:
.
-
 

.

.-■
■

パ
..
.
 

：

..

. 

.

第

ブ

章

.の
分
析
に
先
だ
っ
て
、
統

計

利

用

上

の

：こ
ま
か
い
：注

意

点
を
若
千
指
摘
し
て
：お
く
。：

:;
:'
 ̂

,
,

■
'

'

:

日
本
資
本
主
義
の
^.
生
産
構
造
分
析
試
論
'

.

:
.

 

.四

耳

八

'
£ぐ

■



.パ
：
.
.二
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.

:

.

.
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: 

.
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六
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八
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一、
-

.
•■
-

. 

.

.
£

昭和三五業速開表は、昭和三

^

年
表
と
異
な
マ
て
’

ィ
生
産
者
価
格
評
価
表
ト
と
‘

購
入
者
価
格
評
価
表
/

の
ニ
本
立
て
で
あ
る
。

.

. 

'(

産
業
連
関
表
の
各
マ
ス
：目
に
入
れ
る
べ
き
財
貨
を
評
価
す
る
場
合
、：
そ
，の
財
貨
購
入
の
際
：に
.

付
加
さ
れ
る
商
業
.

マ
ー
ジ
' 

ン
と
貨
物
連
賃
と
を
ふ
く
め
た
金 

額
を
も
っ
て
す
る
場
合
を
購
入
者
価
格
評
価
と
い
1'
>

，
商
寨
，マ
ー
ジ
ン
と
貨
物
運
貨
と
を
除
い
て
、
生
産
者
が
出
荷
し
た
.
段
階
で
の
金
額
で
評
{1
1
1]
'
す

る

の

を

生
 

.

.

.

.産
港
価
格
評
価
と
い
う
。)

 

「 

クぐ

.

.

.

.

.

.
と
こ
.

^

で
.

^

^

産
甜
2

_

の̂

能
^

_

の
分
類
，
窗
門
間
関
迹
の
解
.朋
と
'
レ
：.う
0

的
ヵ
ら
み
れ
'

は
：
..

「

生
;1
'

者̂

格
評
^

表」

：
を
主
と
.

し
.
て
使
用
し
、
.【

購
入
者

-

価
格
評
価
表J

に
よ
：っ
.
て
補
足
す
る
の
.

が
妥
当
で
あ
'
ろ
う
.'
0

こ
の
：田

的

か

ら

み

る

と

、

「

生

産

者

価

格

，
評

価

表

|

の
方
が
、

「

^

入
者
価
格
評
価
表」

よ

り

有

効

.
 

:
で
あ
る
•

と
い
う
の
は
、
各
極
生
産
物
に
お
い
で
商
業
マー

ジ
シ
.
、
貨
物
運
'
實

の

率

；が

：
販

売

先

払

よ

.
-\

て
異
：な
る
.
結

果

、
：

「

購

入

を

価

格

評

偭

表

」

'

で

は

-

各

半
 

途
肩
の
服
路
構
成
が
、'.
'
:
商
業

K
.
—

ジ
ン
，
.

貨
物
運
賃
の
率
の
.皇
を
反
映
し
て
正
し
く
把
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
：な
：る
.
が
.
ら
で
あ
る
。.
.
.た
と
<

は
、
石
炭
は
運
輪
部 

I
.

:

門
向
け
よ
り
も
家
計
消
鹰
向
け
の
場
合
の
方
が
連
賃
，.
商
業
マ
.—

ジ
ン
と
も
に
：、
は
る
か
に
高
.
い
.
た
め
、「

購
入
者
価
格
評
肺
表j

に
お
け
る
石
炭
の
販
路
構
成 

に
お
.
し
て
は
.
.
銷
費
,

門
の
.
.比
|0
[

が
‘

物
量
的
に
み
.た
比
重
よ
'
り
も
高
く
な
る
。.

(
「

生
産
者
価
格
評
価
表」

.

.
'に
よ
る
と
、'
石
炭
.
•
.亜
炭
の
販
路
■
成
の
う
ち
消
费 

支
出
め
占
め
る
割
合
は
、
三
、三
〇
％
で
あ
る
.
i

第
.
ー
表
⑵
瀾
参
照
-―

-

の
に
対
_し
,'「

購
入
若
価
格
評
価
表」

に
よ
る
と
、そ
'
れ
は
、四

_:

五
％
で
あ
る
。)

-

そ
れ
ゆ
え
、

あ
る
生
産
物
の
販
路
構
成
の
検
討
を
通
じ
て
ラ
そ
の
生
產
物
の
再
坐
產
構
造
上
に
お
げ
る
位
置
‘

諸
生
産
部
門
の
部
門
関
連
を
考
え
る
場
合
、
 

I

者
価
格
評
I

を
利
f

た
方
が
妥
当
で
I

f

、
I

も
I

利
用
ず
る
こ
と
と

す

ラ

; 

.

.

.

.

パ 

.

⑵
.

し
か
し
な
が
ら
、
三
五
年
の
.「

生
產
者
偭
格
評
価
表」

は
：
三
〇
年
表
の
.
よ
う
に
、
統
一
価
格
に
よ
る「

生
産
者
価
格
評
価
表」

で
は
な
く
て
、
実
際 

価
格
に
：よ
っ
て
作
製
さ
：れ

た
-.

坐
産
皆
価
格
評
価
表
し
で
あ
る
。
 

-

.

.

(

実
際
の
取
引
金
額
女
産
業
领
関
表
上
に
忠
実
に
表
現
し
た
も
の
が
実
際
価
格
評
価
と
い
い
、
.
こ
れ
に
対
し
て
-
つ
の
財
に
は
一
つ
の
統
一
的
な
価
格
を
あ 

た
え
、
そ
れ
で
実
際
の
取
引
金
額
を
西
評
価
し
た
も
の
.
が
、
統
一
価
格
評
価
で
，あ
る
。)

：

.

.

そ
れ
ゆ
え
、
三
五
年
の「

生
産
者
価
格
評
価
表」

:-
-

は
、
商
業
マ
ー
ジ
ジ
、
'.

貨
物
運
賃
0-

率
©'

差
か』

生
じ
る
偏
倚
を
避
げ
る
こ
'

と
が
で
き
て
も
、
生
産
部
門 

の
資
本
に
よ
っ
て
出
荷
時
に
す
で
に
づ
け
ら
れ
て
い
る
価
敗
差
別
：の
問
題
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
.

。ソ
と
く
に
独
占
企
業
が
、
，大
幅
な
価
格
差
別—

た
と 

え
ば
、
1|

カ
に
お
け
る
大
ロ
エ
場
用
馏
カ
と
、

家
庭
用
電
灯
と
の
間
の
顕
著
な
価
格
差
別
-——
を
行
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、.「

生
產
者
価
格
評
価
表」

に
お 

け
る
生
産
物
の
販
路
構
成
は
、
物
量
的
な
比
率
と
異
な
る
も
の
と
な
ろ
う
0

そ
れ
ゆ
え
：
あ
る
生
産
物
の
部
門
間
流
通
の
諸
関
係
、.
そ

の

再

生

産

^

造

上

の

機
 

.

. 

能
の
検
討
と
い
う
点
が
ら
み
る
と
；'

統
—,

価
格
に
よ
る「

生
産
者
価
格
評
価
表
1

の
使
用
が
も
っ
と
も
妥
当
で
ぢ
る
が
、
こ
の
点
で
、
三
五
年
表
に
は
限
界
の 

あ
る
点
を
前
も
っ
て
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う「

へ
.

乂

10

石炭製品
( コ ー クス）都市ガス そ

諸
の他  
部門

石炭製品
( コ ー クス） - 15 45

中,！P

30

額1

(

な
お
つ
V

で
な
が
ら
指
摘
す
れ
ば
、i

顏
分
析
の
中
I

f

.

い
わ
れ
て
い
|

量
的
波
及
効
果
の
翁
 

統

一
価

格

こ
上
る 

生
産
者
価
格
評
価
表」

.が
も
っ
と
も
妥
当
と
思
わ
れ
る

。)

：'

.

:

も
っ
と
も
、
业
産
物
の
標
準
化
へ
同
頃
化
が
す
す
ん
で
い
る
部
門
で
は
、
こ
の
生
産
物
の「

物
量
表」

を
使
ら
て
、
販
路
構
成
の
比
率
を
も
と
め
て
、
補
修 

す
れ
ば
曳
A

が

「

物
量
表」

は
ま
だ
入
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
.

本
稿
で
は
か
か
る
修
正
を
行
な
っ
て
い
な
い
。

.

40

(3
へ
い
ま
ー
つ
注
意
し
て
お
く
べ
き
と
：と
は
、

.
三

五

年

の

'

「

生
産
啬
価
格
評
価
表

」

で
は
、
::
-
'
.副
産
物
、
同
が
、

い
わ
ゆ
る
ス
ト

ー
ン
方
式
に 

“
、っ
て

f

さ
れ
て
い
る

こ
と
に
と
も
な

う
問

題

：で

あ

る

。こ

の

方
式
で
は
、
證

す
る
副
産
物
、

肩
は
、
発
生
部
門
の

縱
攔
と
、
囊

副

産
 

物

屑
な
-

-

し
は
そ
の

類
似
品
を
主
と
し
て

- ^
産
す
る
部
門
の
横
欄
と
の
交
点
に
、

マ
ィ
ナ
ス
の
額
と
し
て
計
上
さ
れ
る
。

r

都
市
ガ
ス
.,谕 

r'
J

で
副
産
物
と
し
て
発
生
す
る
コ
丨

.ク

ス

(
「

石
炭
製
品

」

.
部
門
生
産
物

)

の
例
を
と
っ
て
し
め
す
と
上
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

>

，丨
 

同
一
の

使
用
価
値
を
も
っ
た

財
で
あ
る

以
上
、
塵

物
で
あ
っ
て
も
ノ
 

；冉

生

産

過

程

で.は
.「

主
要」

憲

物

と

同

じ

く

、

生

產

手段
と
し 

て

j
あ
る

.

.

>

は
消
费
手
段
と
し
て

震

す

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
の
例
で
い
え
ば
、

「

石
炭
製
品
.」

の

「

中
間
需
要

」

小
評
，̂
六
〇
、
 

国
内
生
産
新
は
七
〇
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、.
右
の
ご
と
き
副
産
物

処
理
に
よ
っ
て
、

国
内
生
産
額

も
、
各
項
里

た

い

す
 

■

る
そ
の

販
売
額
も
、
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
も
、
：こ
の

擊

は

部
門
.に
よ
っ
て
は

樊

な

額

に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
が
、

速
S

 

て
こ
の

相
違
額
を
把
握
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て

は
ん
雑
な
手
続
き
が

必
要
で
あ
る
。

.

一

〗

と
え
ば
三
五
年

の「

統
合
表」

で
は
、「

都
市
ガ
ス」

部
門
の
縦
撊
と
君
炭
製
品」

S

攔
の
交
点
に
は
マ
ィ
ナ
ス
の
.

投
入
、
約
二
八 

f

 

p

>

.
 

Vう
擊
が
し
め
さ
.れ
て
い
る
が
、
こ
.
れ
.
は
た
ん
に
：.「

都
市
ガ
.

ス」

'

部
|

:

で
麗
物
と
し
て
発
生
し
た
石
炭
製
品
め
：額
を
し
み
し
て 

,

れ

の
^

な
く
、「

都
市
ガ
ス
卜
部
n

の
原
燃
料
と
し
て「

石
炭
製
品」

部
n

か
ら
投
入
さ
れ
た
温
製
品
の
額
.
に
よ
っ
H

か

定
 

y

る
の
て
あ
る
。
ち
な
み
に「

副
産
物
.
お
よ
！

発
生
表」

に
よ
る
と
、.「

都
市
ガ
ス
部
門」

.
：
が
副
産
物
と
し
て
齒
し
！
 

論
ロ
 

r

l

l
° -

L

5

H

p

f

。：「

統
合
表」

の
二
八
三
億
円
と
：

Q
.

差
が
、

■ '.
'

-

ほ
ぼ
.「

還

製

品」

部
M

か

ら「

都
市
ガ
，ス」

部
門
へ

の
I

.
右
の
よ
う
な
関
係
は
、
V「

生
産
者
価
格
評
価
表

」

：
の

付
属
表
2

る

r

副
産
物
お
よ
び
屑
発

I

と
、

「

生
産
者
肺
格
評
価
表

」

と
を

比 

1

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

'は
じ
め
て
把
握
で
き
る
が
、

本
稿
の
執
筆
中
に
は
、

.■，
こ

の

#

厲
表

」

の
一
.部

し

か

入

ち

P

っ
^

.

,

:

#

5以
降
に
ぉ
け
る
皇
諸
部
門
：の
相
対
的
比
蕾
検
射
、
生
産

■

門
の
麗
：の
分
類
？I

諸
部
門
間
に.お
け
る
原
材
料
、
.

補
t

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論

四
七
,

(

九
八
七)



料
の
，流
通
等
の
分
析
に
お

'い
て
は
、'
こ
う
•し
た
副
産
物
、
屑
‘の
間
輝
の
処
理
法
が
わ
れ
わ
れ
.の
分
析
上
一
つ
の
.限
界
を
：な
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
次
第
で

.

.あ
る
.
。
'

.

. 

.

>

■

 

n

'
■
.
-
 

•

: 

.

.
‘ 

' 

.

.

. .
 

.

.

.

.

.

-

■

-.
第
一
節
生
産
諸
部
門
の
再
生
産
上
の
機
能
の
検
討
.:
'

:

-.
:

第
一
節
で
は
、
ま
ず
三
五
年
産
襄
連
関
表
の
五
六
部
門「

統
合
表」

( 「

生
産
者
価
格
評
価
表」)

.を
利
用
し
て
、
社
会
的
総
生
産
物
の
W
生
産
構
造 

の
分
析
の
一
環
と
し
て
、
各
生
産
部
門
の
；#
生
産
構
造
に
お
け
る
機
能(

第
ニ
部
門
•
第
一
.部
門(

あ
る
い
は
そ
の
細
分
類)

を
検
討
す
る
。

.

(

な
お
、
第
一
節
で
.は
、「

統
合
表」
を
利
用
し
て
い
る
、が
、
生
産
諸
部
門
の
機
能
の
换
討
方
法
そ
れ
自
体
は
'

S
本
表」

を
利
用
す
る
場
合
に
も
共
通
し 

て
川
い
ら
れ
う
る
も
の
ザ
あ
る
。

)

.

.

ニ
.
：
㈠

‘ 

.

 

'

 

.

;

,

.

.

-

,

.

 

.

 

■ 

.
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..

す
で
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
三
五
年
産
業
連
関
表
で
は
、
.横
行
に
し
め
さ
れ
る
各
生
産
物
の
販
路
の
表
示
は
、
国
内
生
産
物
の
み
で
は
な
く
、

.

.

.
 

.

:

ノ
 

.
 

■

同
一
商
品
の
輸
入( 「

輸
入」

プ
ラ

ス「

関
税」——

以
下
同
様)

，
を
も
，ふ
く
む
額
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、

あ
る
生
産
部
門
が
、
 

W
生
産
構
造
上
い
か
な
る
機
能
を
は

た

し

て

い

る
か
と
い
う

検
討
に
と

っ
て
は
、

む
し
ろ
好
都
合
と
い
ん
よ
う
。

輸
入
品
も
国
内
生
産
物
と
同
じ 

使
用
価
値
を
も
つ
以
上
、

国
内
生
産
物
と
ひ
と
し
い
も
の
と
し
て
流
通
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
諸
生
産
物
の
生
産
諸
部
門
間
の
流
通
、

「

最
終
需 

要」

.各
項
目
へ
の
供
給
関
係
の
検
討
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
は
、
輸
入
品
も
国
内
生
産
物
も
区
別
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
諸
生
産
部
門
•
諸
生
産
物
の
機
能
の
検
討
に
お
い
て
は
、
国
内
生
産
額
プ
ラ
ス

輸
入
額
に
つ
い
て
、
そ
の
販
路
構
成
を
み
て
い
く

•

 

.

.

.

.

.

.

こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
産
業
連
関
表
で
は
、「

最
終
需
要」

項
目
の
う
ち
、「

輸
出」

部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
消
費
手
段AJ

し
て
輸
出
さ
れ 

た

の

か

、
，
生

產

手

段
I

原
材
料
♦
.補
助
材
料
か
労
働
手
段
--
と
し
て
輪
出
さ
.れ
た
の
か
；は
不
明
で
あ
る
し
、「

在
庳
純
墙J

に
つ
い
て

も
、
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産業連関表における生産物の販路項0

中 間 需 要
.

最 終 需 要 . S
除

財
貨

用.:
役
の
輸

入

S 国

生 産  
諸 部 門

' . .  . . . ■

サ 一 ビ ス
諸 部 門

小

計

家

計

外

消

費

支

出

民

間

費

支

出

般
政
府
消
費
支
出

国
内
総
固
定
資
本
形
成

在

庫

純

財

M

用

役

輸

出

小

ft V

関

' 税

内

総

産

額

/

他 詳 こ 

ニ 消 S
— 費 H  

般 支 、 

政 出 家  

府 1' 計  
消 の 外  

費 性 消  

支 格 費  
出 上 支 •

し 妥 出  
を 当 し  

第 と を

益 V 消 
部 兄 m

! _

g  $ の
晴 文 中

m  % 入 

費 | れ  

手 雷 る
段 ® の 

需 は  
要 '

t  |  

1  1

f e  1

S 明 
^ ら 

か

物 に  

的 し  
生 た

格 商  
が 品

钿 p  ^  
m ぃ 赓 、 
爺 と 接 、 

m い 消  
讲 う 費  

こ に

志 と 入  
繇 S が り  

銮 で • こ

滴 き g  
瑢 よ 度  
汾 う 合  
压 o い

m  ^

表  、

( 2 ) し

欄 た 
参 が
照 つ 

て

ノ そ 
の

商
.ロロ

生

産

部

門
は

第

. m

. 門 
と 

し 

て 
の

性

と

m

外

消
費

支

出

の

合

計

額
の

し
め

る

比
重
を

見
て

、

V-

の

比
重

が
高

け
れ
ば

筒
い

だ

そ
の

ま

ず

第

に

消

費

手

段

生

産

部

門
の

検
出
に
づ
い

て

み
る
と

る

商
品
A

額
の.

う
ち

間

消

費

支

> •

㈡

>•し

A

額
が

第

表

第
⑴

欄
に 

し 
め 

し , 
た 

額  
で 

あ 
る

o

>
- 織 

II
歇 

+ 織
i 1

m  m

銲 EE 
潇，鐵 
m  i
锻 併  
W f 餐  
圧 m  

+ 鏟 
画 ii 
3v.丑 
m 冠 
画 酿  
袖 湖  
m 令 
钟 筇  
康 十  
铒 效

次
成 . .  

鏺 
^ 沖 
上 K  
表 +  
参 邡  
照 题

m

EE

o の

1 1  

II V
画 い  
3 て 
麻 の  
蹄 販  
憩 路  

+ 構

賛 f

+ 搀

题 討  
雜 を  

〜 : 通  

1 1 : じ 
f て

1 ； 1 ： 

制 K  

令 1  

深 こ  
+ と 
逾 が  
黎 妥  

当

制 名

モ あ .' 
+ ろ

う。

れ そ  
ゆ れ  

え が  
、 い

あ か

る な

生 る

産 理

部 由
門 で  
«

生 ま  

産 た  
物 い  

が か  
い な  
か る  

な 形  

る 態  

機 で  
能 存  
を 在  

は す  
た る

し っ

て 在  
い 庫
る し
か で  

と あ  
い る  

う か  

分 は  

類 一  
に 切  
お 不  

い 明  
て で  

は あ  
、 る

つ °

ぎ そ

日
本
資
本
主
義
の
苒
生
產
構
造
分
析
試
論 

.

四
九
.(

九
八
九)

：



.

.

. 

-

■

.

■

■:
.

:

ハ

.五

.

o
.

浣
九 

o)

：.
、

産
物
'に
対
す
る「

.1

般
政
府
消
費
支
出
：

J
..

の
う
ち
：释

：.消

費

手

段

；
へ

办

支

出

を

意

味

：し
：
な

い

：も

の

が

か

&
り
：ふ

く

：ま

れ

て
.い
る
か
ら
で
あ
る
。.ナ

. 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

. 

- 

.

.

.

.

.

.

. 

\ 

:

な
わ
ち
、
国
防
支
出
の
場
合
は
、
4:
地
の
購
^
を
除
く
す
.べ
：.；て
：の
.財
貨
.，‘
用
役
の
購
入
:»
^
^
^ ̂

の
も
の
で
あ
れ
ば
建
築
物
、

J

築
物
の
建
設
そ
の
他
の
資
本
財
の
購
'A
*a
す
ベ
て
経
常
支
出J',

と
：し
て
.こ
"の
：
，
：

「

A 

.にふ
く
ま
れ
.て
> い
る
し
、

v

一
 
般
政
莳
の

.
• 

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

•
. 

. 

-

海
外
.に
対
す
る「

防
衛
十
又
出
金」

(

現
物
振
替)

も
こ
れ
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
.こ
れ
ら
0

¥筝
的
支
出
は
し
だ
い
に
磨
加
傾
向
に
あ
る
し
、
今
後 

一
層
^
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
か
か
ふ
も
の
.を
ふ
く
む
.「

—*
般
政
府
消
費
支
出』

を
消
費
財
に
対
す
.る
支
出
の
な
か
か
ら
控
除
す 

る
操
作
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

•■
,
な
お
，
^
の
点
を
考
.碟
し
た
う
^
で

、.

，
一

応

参

考

に

，す

る

た

め

；
、
. 

<
:

額
.に
.し
め
る

-1「

般
政
府
消
貴
支
出」

の
比
率
：を
も
出
し
て
み
て
お
い 

:た
。(

第
.一
表
⑶
櫚
参
照
。

)

へ.

念
の
た
め
注
意
す
れ
ば
、
第
⑵
攔
に
マ
ィ
ナ
ス
が
で
て
い
る
の
は
ノ
す
で
に
注
意
し
た
屑
の
処
理
方
法
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
。
家
■計
か
ら
出
る
古
新
聞
、
古 

雑
誌
、
空
ビ
ン
：等
が「

民
間
消
費
支
出」

項
目
で
マ
ィ
ナ
ス
と
な
る
の
で
あ
る
。
マ
ィ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
な
い
部
門
で
も
、
か
か
る
育
が
あ
れ
ぱ
消
費
支
崖 

:•
額
は
減
少
し
て
し
め
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
本
る
か
ら
、
注
意
を
要
す
る
。
'.
-

,

と
こ
ろ
で
、
第
二
部
門
検
出
の
場
合
、
産
業
蚩
関
表
に
ょ
る
制
限
は
、
す
で

.に
指

摘

{三
ニ〜

一
一
ー
頁
氛
照

)

し
た
ご
と
く
、
家
計
支
出
の
う

ち
、
土

地(

仲
介
料
の
み)

.と
個
人
住
宅
建
設
の
た
め
の
支
出
が
、「
国

内

醫

定
資

本

形
成」

に

入
れ
ら
れ
て
い
る
こ

と
で

あ
る
。

そ

れ

ゆ

え

、

第
一
表
で
み
る
と
、
建
築
部
門
は
、
建
築
補
修
と
し
て
中
間
原
料
に
な
る
部
分
以
外
，：
つ
ま
り

.「

最
終
需
要」

.小
計
の
う
ち
、
ほ

と

ん

ど

ず

'、/
て

が

「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

に
入
る
.こ
と
に
な
り
、
消
費
手
段
の
比
重
を
し
め
す
あ
⑵
攔
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
へ
個
人
住
宅
太
财
久
消
費
讨

と
と
も
に
消
製
需
要
に
入
れ
る
べ
き
も
の
で
1あ
る
が
、
こ
の
点
ば
、
細
分
類
表
を
用
1\
-て
も
明
ら
か
に
ぼ
な
ら
な
い
。

「

蕋
本
表」

に
ょ
る
と
、
一
応
建
築
部
門
の「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

=
1

兆
五
、

ニ
〇
九
億
が
、
，

「

非
住
宅
新
建
築

」

卩
八
二
一
二
億
と
、

「

住
宅
新
建
築

」 

=
七
0
七

./
\
億
と
か
ら
な
る
こ
と
が
分
る
0 

, 

■

.

し
か
し
、
こ
の「

住
宅
新
建
築」

■の
う
ち
に
は
、'
不
動
座
業
の
賃
貸
住
宅
建
築
、
政
府
•
地
方
自
治
体
©
官
公
舎
の
建
築
、
■
企
業
に
よ
る
従
業
員
用
社
宅
の

.建
築
と
ノ
家
計
支
出
に
よ
ゐ
侮
人
用
住
宅
建
築
と
キ
ー
括
し
て
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
ノ
こ
の
内
わ
け
は』

^̂
^̂ ̂

.に

よ
る
と
、
三
五
年「

個
人
住
宅」

は
三
二
四
七
億
で
あ
る
の
で
、
統
計
上
の
相
違
は
あ
る
が
、

一
応
こ
の
数
を
用
い
て
、

r

最
終
需
要」

項
目
を
分
類
が
え
し
、

各
種
比
率
を
も
と
め
て
み
た
ぐ
第
ー
表
の
建
築
部
門
の
ニ
段
目
の
か
っ
こ
内
の
数
ギ
が
そ
れ
で
あ
る
。
'

.

.

.

.

.

.

.

...

.

. 

.
* 

.

,

'. 

- 

.

.
• 

,

-
 

• .
 

.....
 

....

.
 

,
 

.... 
-
 

.

-

'

®
'

..

. 

:
:■
' 

■■
-

. 

: 
.

'

'

-

.

,:

:

:

 

. 

V 

: 
■

. 

.

.

. 

. 

■ 

. 

. 

■ 

• 

• 

• 

. 

. 

. 

. 

•

-

 

•

以

上

の

よ

う

な

方

法

で

、
.第
二

部

門

の

検

出

を

こ

こ

ろ

み

る

と

.、
第

(2
)
撊

の
比
率
の

非
常

に

.低
い
.部
門
は
第
ー
.ー
部
門
.と
し
て
の
性
格
を
も
た
な

-

い

と

い

う

と

と

が

で
き
る
が
、
.

産
業
連
関
表
の
.

販

路

概

成

(

四
九
貢
の
付
表
参
照)

i

み
る
と

分

る
よ
う

-に
、
-
この.

ことからただそれ
 

ら
.
を
生
産
手
段
を
生
産
す
る
第
5

門
と
：す
る
$

生
産
物
の
う
ち
消
費
手
段
と
U

て
個
人
的
消
費
に
入
り
こ
ま
な
い
部
分
は(

不
明
確
な
'「

—»
般
政
府
消
費
支
出」

を
.

一 .

応
•の
ぞ
く
と)

、

「

中
間
需

-

 

.
 

.

 

■

*
 
■

 

. 

-

要」

.
と
な
^
か
.、
■

「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

i
な
る
か
で
あ
，る
。.：し
か
し
な
が
ら
、
序
章
第
.一

：

一.節
の
指
摘
か
ら
も
明
ら
か
な
ご
と
く
、「

中
間
需 

要
」：：

と

な

る

も

の

ィ

，
コ
：丨

ル

原

材

料

<
補
助
材
料
と
.は

い

え

：な

：
い

じ

'
ま
し
.て
襌
々
雑
多
.な
内
容
の「

国
内
：総
固
定
資
本
形
成」

と
’な
る
も
の
ィ 

コ
ー
ル
機
械
設
備
•
エ
場
等
.の
労
働
手
段
上
い
3

こ
と
：は
セ
き
な
.'い
。':
し

た

が

っ

て

、

つ

ぎ

：：に

、
，
：
へ
第

-：
部
門
と
し
て
か
性
格
を
：も
た
な
い
諸
生
豪

部
門
の
性
格
を
、
産
業
速
関
表
の
ゆ
る
す
範
囲
内
で
、
い
ま
少
し
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
.う
。
:.
:.
,

;

;

.

- 

-
 

- 

- 

.

.
:
.
.
.
. 

/ 

- 

- 

. 

- 

: 

. 

•
.
. 

-
■
. 
'■:
.
.
ン

■ 

- 

'
'
-
■.
 

. く.

.
'
-
.
-
- 

■

.

.

.

.

-

.

.

.

.

ニ
. 

•
. 

.
•

ぃ
ン：

' 

.

.

.

.

. 

.
•
.
•
.
. 

.

ま
ず
、
產
業
連
関
表
で
：.「

中
間
需
要」

.と
な
る
も
の

.0
比
率
の
0

.
に
つ
：い
て
検
討
.し
'よ
'う
ぐ 

'

.

’

.

.
'
⑴

あ
る
：商
品
め
A
額
の
贩
路
の
3
ち

、
；

「

审

間

.需

要.1
-
/小

計

：の̂
.め
る

比

重

：を

み

る

：と

、
：
、
当

該

商

品

が

他

の

：諸

部

門

：へ

経

常

的

に

投

A-
さ
：れ

,..

. 

• 

•

 

•

た
額
の
比
重
が
わ
か
名
。
.し
か
し
、
こ
れ
は
'
生
産
活
動
を
行
な
-O
'
て
い
る
生
産
.諸
部
門
に
原
材
料
•
補
助
材
料
と
.し
て
投
入
さ
れ
を
部
分
と
、

•
 

....
 

.•
 

.
 

.
 

一
....
 

•
 

...
 

.

.

.

.

.

. 

.....
 

...
 

..

.
 

..

サ

ー

ビ

ス

活

動

の

^

め
の
經
常
的
資
材
と
し
：て
>;
_.

サ
ー
ビ
：ス
諸
部
門
ぺ

.投
入

さ

れ

る

部

分

と

を

ふ

く

む

も

の

で

あ

る

。

■

:

.

,

日
本
資
本
主
義
の
：再
生
策
構
造
分
析
試

論

.

. 

\

:

'

:

.

.

.
■

.

■

.

五
.

|
(

九
九
--
*)



.ム
五
ニ
へへ
£

^
ー
 
一

) 

A

r
 

—

.職
^
蹄

驾

！ 

0
廿
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.
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V 

- 

s
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-

.

.

■(
2

.
そ
れ
：ゅ

走

./

第

i

部

門

の

ぅ

ち

、：
原
財
料
い

.補

助

材

料

生

産

部

門

^

し

K

の

性
格
の

強

さ

を

み

.名

た

め

に

は

、

.
あ

る

商

品

の

八

額

の

販

^

の

ぅ

ち

、

諸

生

產

部

門

に

の

：み

：.入-°
て
い
く
へ

「

^

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

. 

• 

- 

.

.

.

.

.

. 

•

.A
.

.
:
l
l
、

.

I

.

K

 

鐵

―

^
-

1

 

::

. 

;(

第
ー
表

(5
)

攔

)

：

「

し

か

し

な

が

ら

-
生
産
部
門
と
サ
ー
，ビ

ス

部

門

の

確

定

は

き

わ

め

て

困

難

.で
あ
る
。
.産
襄

連

関

表

で

は

，
序

章

第」

節

で
ふ

れ

た

、
.
生
産
活
動

.の
延
長
と
し
て
の
包
装
々
運
輸
•
.保
管

等

が

、

，

サ

ー

ビ

ス.活
動
と
.み
な
さ
れ
る
内
容
の
も
，の
と
一
括
し
て
、「

商
業
_
|、「

重
輸」

こ
.ふ
く
ま
1
て

い
る
し
、_
洋

服

仕

立

.て
、

^

物
加
工
：等

、

生

産

活

動

の

ー

形

態

と

み

，な

さ

れ

る

^
め

が

、.:-「

そ

:0
他

の

サ

ー

ビ

ス」

部

門

に

,
れ

ら

れ

て

い

る

。

し
か

.し

、
：
こ
れ

ら

の
立

ち

入

つ

た

検

討

は

、
：.
..
サ

ー

ビ
ス

諸

部

門

の
理

論

的

考

察

と

と

.も

.•に

別

の
機

会

に

ゆ

ず

る

；こ

と

に

し

て

あ

る

の

で

、

こ

こ

で

は

き

わ

め

て

便

宜

的

で

は

.あ
る

が

、

.

「

中

間

需

要j

小

計

ょ

り

、「

商

業

/

「

金

融

，
保

険

：

」

、
.「I

I

動

産

業」

，

「

運

輸
.

」

、

「

公

^」

、

「

公

共

サ

ー

ビ

ス」

、

「

そ

の

他

の

サ

！

ビ

ス」

へ

投

入

さ

れ

：る

部

分.の
小
計

>

控

除

し

た

。
：(

「

運
輸

」

部
門
に
つ

I
.

て
は
、
後
に
貨
物
輸
送
と
、
旅
客
輸
送
の
分
割
を
推
計

し
た
の
で
、
そ
の
比
率
で
、

.

.

「

運
輸
部
門

」

へ
入
っ
て
い
く

T

中

間

需

要」

を

分

割

し

、

旅

客

輸

送.の
.部

分

の

！
^
を

把

除

す

る

方

が

理

論

的

に

は

厳

密

で

は

あ

る

が

、 

現
実
上
あ
ま
り
に
繁
雑
で
あ
る
た
め
省
略
し
た

。)

'

な

お

「

么
類
不
明
-

!

の
部
門
へ「

中
間
需
要」

'

と
し
て
投
入
さ
れ
る
額
が
か
な
り
あ
る
た
め
、
複
雑
で
は
あ
る
が
つ
ぎ
の
計
算
^-

し
た
。

各
生
産
部
門
の 

「

中
間
需
要」

小
削
ょ
り「

分
類
不
明」

部
n

へ
の
投
入
額
を
讓
し
た
額
に
つ
い
て
、

生

産

諸

部

門

の

「

中

間

需

要

」

小

計

と

'

右

のご
と
き
サ
丨
ビ
ス
的 

諸
部
門
の
.

「

中
間
需
要」

小
計
と
.

の
.
比
率
を
計
算
し
て
、
こ
の
比
率
で

r

分
類
不
明」

部
門
へ「

中
間
需
要」

と
し
て
投
入
さ
れ
る
額
を
分
割
し
、
唐

霞
 

門〈

入
る
と
推
計
さ
れ
た
分
割
額
を
生
産
諸
部
門q

「

:4
»

間
需
要」

小
計
に
.

如
え
て
、
第
ー
表
(5
)

攔
の
分
子
と
し
た
。

'

パ

第

.
一
表
の
⑷
攔

と

⑶

襴

を

く

ら

べ

る

と

.、
：「

中

間

需

要」

.の

す

ベ

て

が

、'
生

産

部

門

の

原

材

料

，
補

助

材

料

と

な

り

、

'
サ

ー

ビ

ス

部

門

べ

全

く

入
り
こ
ま
な
い
部
門
や
、「

中
間
需
要」

の
う
ち
き
わ
め
て
多
く
の
部
分
が
サ
ー
ビ
ス
.部
門
の
需
要
で
‘あ

る

「
印
刷

•
出
版」

、「

石
油
製
品」

部

.

.門
等
、
か
な
り
の
差
が
し
め
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、「

中
間
需
要」

の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

.

 

■

 

•

 

-

⑶

■な
お
以
上
の
ご
と
き「

中
間
需
要」

と
な
る
部
分
に
つ
い
，て
は
、'.
'
産
業
連
関
表
か
ら
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
を
し
る
こ
と
も
で
き
る
。

産
業
連
関
表
に
も
と
づ
い
て
計
算
さ
^
る
諸
生
産
物
の「

究
極
的
市
欺
構
成」

は
、「

中
間
需
要」

と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
が
、
究
極
的
に
は「

民
間
消 

費
支
出」

.と
な
る
か
、「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

と
な
る
か
等
を
、
.「

最
終
需
要」

項
目
別
に
し
め
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
材
料
•
補
助
材
料
お
よ
び 

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
経
常
的
資
材
の
生
産
部
門
と
し
て
の
性
格
の
強
い
生
産
部
門
の
う
ち
、
究
極
的
に
消
費
手
段
を
作
る
た
め
に
機
能
す
る
生
産
物
の
生
産
部
門 

か
、「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

と
な
る
も
の
を
作
る
た
め
に
機
能
す
る
生
産
物
の
生
産
部
門
で
あ
る
か
と
い
う
区
分
も
出
来
る
。
こ
の
点
の
検
討
は
、
本
節 

.
で
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
直
接
原
因
ば
、「

逆
行
列
係
数
表
|_
•の
入
手
が
遅
れ
た
.こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
こ
う
し
た
内
容
の
検
討
は
、
 

第
三
•
四
節
の
よ
>
な
形
で
の
部
門
関
連
の
分
析
の
方
が
よ
り
内
容
的
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
.も
あ

る

。

、

一.i

，た
だ
し
、
右
の「

究
極
的
市
湯
構
成」

は
、
.サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
に
よ
る「

中
間
需
要」

を
も
ふ
く
め
た
も
の
の
究
極
的
市
場
の
分
類
で
あ
る
か
ら
、
物
的
生 

産
の
た
め
の
原
材
料
•
補
助
材
料
に
か
ぎ
っ
て
、
右
の
よ
う
な
区
分
を
す
る
こ
と
は
、
厳
密
に
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
ま
た
、
.，右
の「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

と
な
る
経
常
的
な
諸
財
と
い
う
内
容
が
、
生
産
部
門
の
分
^
上
き
わ
め
て
不
明
確
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は 

• 

つ
ぎ
に
し
め
す
と
お
り
で
.あ
る
。

• 

'

/

•
:
:
.
. 

. 

. 

' 
/
.■ 

• : 

■'
 

. 

'
:
.■
 

:
' 

' 

.

;.
:
つ
ぎ
に
、
産
業
連
関
表
の
-.
国
内
総
固
定
資
本
形
成」

.

.と
，
な

る

も

の.の
比
率
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
す
で
に
く
り
返
し
強
調
し
た
よ
ぅ
に
、

.

,

:

•

. 

.

.

.

.

三
五
年
産
業
連
関
表
：で
は
、「

国
内
総
固
定
資
本
形
成
の
内
容
が
雑
多
.で
あ
り
，
そ
の
内
わ
け
が
一
：切
不
明
で
お
る
た
め
.、::労
働
手
段
生
產
部 

門
と
し
そ
：の
性
格
を
檢
討
す
：る
と
.い
ぅ
き
わ
め
て
重
要
な
仕
事
は
か
な
り
粗
雑
な
も
の
±
な

ら

ざ

名

を

え

，な

い

。
:
.
:
. 

:ご
.

：
'
.
•

，
す
'ft
わ

ち

、
：：序
章
第
一
一
節
で

.の

.ベ
た
ご
と
く
、
.三
五
年
：の
連
関
表
に
お
い
：て
は
、
従
来
の
連
関
表
に
あ
：.っ
た
'-
1民

間

固

定

資

本

形

成

』

と
...「

政

.
, 

.

.

. 

• 

: 

- 

. 

- 

- 

• 

• 

-

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論

. 

.

'
■
五
—

(

九
九
§



府

固

宏
_

形

成」

.

.へ
の
区
別
す
ら
な
く
な
り
、

「

国

内

総

固

定

資

本

形

成

」

：
と

い

う'

I

つ
の
項
目
'の
な
か
に
、
物
的
生
産
の
た
め
の
労
働
手
段
の
. 

み
.で

は

な

く

：
；
サ

ー

，
ビ

ス

諸

剖

門

、

政

府

、

'
非

営

利

団#-
の

利

用

ず

る

い

，
わ

ゆ

る

「

有

取

固

定

資

産
.

」

'や
、
家
計
の
支
出
に
よ
る
土
地(

仲
介
料) 

.住
宅
ま
：で
が
.
1括

さ

れ

，
て

し

ま
0
セ
.い
：̂
。

他

方

、
:-
,

よ

り

控

除

さ

れ

てv
'̂
。
.そ
：し

て

、
；
：
：
こ
，
め

.

「

国

内

総

固

定

資

本

形

成

」

.
が

い

か

な

：る.諸
部

門

に

利

用.さ
れ
.る
か

と
.い
.う
こ

と
.は
'一
：
切

不

明

で

あ
.る
。

<

そ
れ
ゆ
え
、
'あ
る
商
品
の
A
額
：の
う
ち
、「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

-の
比
童
が
高
い
.も
の
を
と
’り
出
し
て
も
、

そ
れ
は
右
の
よ
う
な
雑
多
な 

内
容
を
も
つ
、
い
わ
ゆ
る「
有
形
固
定
資
産J.

を
生
産
す
る
生
産
部
門
と
.い
う
性
格
.が
強
い
と
；い
.う

こ

とが
わ
か
る
の

.み

で

あ

っ

て

、

こ

の

「

ぼ 

形
固
定
資
産」

の
う
ち
物
的
生
産
の
た
め
の
労
働
手
段
の
み
を
検
出
し
--
.
.劳
働

手

段

生

'産

部

門

と

い

う

性

格

の

強

い

部

門

を

検

出

す

る

こ

と

は

下 

可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
あ
る
商
品
の
A
額
の
う
ち
：，

「
国
内
総
固
定
資
本
形
庇」

と
な
る
紙
分
の
比
重
は
，
甘
の
よ
う
な
雑
多
な
，「

有
形
固
定
資
産
_
の 

生
産
部
門
を
し
：る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、，
し
か
し
な
：が
ら
，
前
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
ノ
物
的
生
産
.の
た
め
の
労
働
手
段
と
、：

サ
I 

ビ
ス
諸
部
の
店
舖
や
附
久
的
な
諸
施
設
と
は
要
の
性
格
、
そ
の
麗
生
産
部
門

.に
お
よ
ぼ
す
影
響
.と
.い
う
点
で
共
通
し
た
性
格
も
も
っ
て 

い
る
の
で
、「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

、の
比
重
を
し
ら
べ
る
こ
と
は
' 
あ
る
ー
定
の
意
味
を
も
っ
て
べ
る
と
.：い
え
よ
，う
。

画
5

_
画
陆
礮
钟

淥

舜

い：
.
A

 

:

織

' 

駑
ー
窗
欄
参
照)

' 

.

. 

V
 

• 

,
 

.

、

.
1
. 

:
 

.

:
■

■
'

.
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. 

-

'

.

.

. : .
.
.

 

.• 

-

.

.

.
 

.

な

お

、

建

築

部

門

に

つ

い

て

は

、

す

で

、
に

み

た

方

法

(

五一

頁
参
照)

で
、「
個
人
住
宅」

を
：「

国
内
歡
固
定
資
本
形
成」

か
ら
控
除
し
た
額
を 

分
子
と
し
た
記
算
を
行
な
っ
た
。
(6
)
欄
の
か
っ
こ
の
数
字
は
、
こ
の
計
算
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

.，
と
こ
ろ
で
、
以
上
に
お
け
る「

統
合
表」

を
利
用
し
た
生
産
部
門
の
検
討
に
つ
.い
て
は
，
か
な
り
重
.要
な
補
足
.
注
意
が
必
要
.で
あ
る
。

ま
ず
第
.一
に
、「

統
合
表」

.の
部
門
は
、
か
な
り
性
格
の
異
な
る
多
ぐ
の
部
■門
が
統
合
さ
、れ
て
い
る
た
め
、
.以
上
で
み
た
.

「

統
合
表」

の
各
部 

，門

の

生

産

物

に

つ

い

て

：
の

.消
費
手
段
の
比
重
、「

中
間
需
要
.！
の
比
重
等
は
、

多
く
の
部
門
に
お
け
る
異
な
る
比
重
の
'平
均
化
さ
れ
た
数
値
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
.「

統
合
表」

'に
お
け
る「

そ
'の
他
の
化
学
製
品
.,
-
-部
門
は
、
：

. 「

基
本
表」

'0:.: 「

励
植
物
油
脂
：

」

，「

塗
料」
、「

医
薬
品」

、

■-
- 

- 

.

.

.

.

.

「

そ
の
他
の
化
学
薬
品」

'と
い
：う

諸

部

門

を

統

合

し

た

も

：の
：
で
，
あ

り

、

.

「

甚
本
表
.J
'
.
k

お
け
る「

そ
の
他
の
化
学
薬
品」

.

.は
、

「

調
整
作
業
表」

の

-|
石
け
ん
、
界
面
活
性
剤」

、「

化
粧
品•

は
み
が
き」

、「

印
刷
ィ
ン
キ
1-
,「

農
薬J. 、

「

マ
ッ
チ」

等
の
諸
部
..門
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ

て

、

_ 「

統
合
表」

の

r

そ
：の
他
.の
化

学

製

品

」

に

は

、
，
そ
の
，ほ
と
；
ん

ど

す

べ

：：て

が

中

間

原

料

と

な

0
て
い
く「

動
植
物
油
脂」

、「

塗
料」

、

■ 

. 

• 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

• 

■ 

•
.

「

印
刷
小
ソ
キ」

、
■「

農
薬」

.：
と
、
.反
対
に
そ
-の
ほ

と

ん

ど

す

ベ

て

が

消

費

手

段

で

あ

る

「

化

粧

品

、

は
：み

が

き

」

、「

マ
ッ
チ」

、''
.
あ

る

いは
、

約
半 

分
ず
つ
消
費
手
段
と「

中
間
需
要」

(

病
院
用
^
と
な
右
ー
医
薬
品
ー
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
.こ
れ
ら
'が
..平
均
化
さ
れ
て
、.
第
一
表
の
よ
う
な
比
率 

が
出
て
き
た
の
：で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
諸
生
産
部
門
.の
機
能
の
検
討
も
、
巌
密
に
：は
よ
り
細
分
割
さ
れ
た
生
産
諸
部
門
に
：つ
い
て
行
な
う
こ
と
が

必
要
で
.あ
る
-0
こ
0
点
第
四
節
で
く
わ
し
く
み
る
こ
と
.に
な
る
。
::
:

.

」

“ 

シ

i
.

.

一：

.. 

. 

■.

:
 

. 

■ 

.

第
二
に
、( 「

統
合
表」

に
よ
る
部
門
の
機
能
の
検
討
.に
.つ
い
て
注
意
を
要
ず
る
よ
り
重
要
な
問
題
は
、
部
門
統
合
の
結
果
"
原
料
の
加
工
、

部

品
の
組
立
と
い
う
過
程
が
、
.自
部
門
へ
の
'投
入
と
し
て
し
め
さ
れ
、「

中
間
需
要」

'
b
一.部
と
^
る
と
い
う
こ
と
.に
よ
っ
て
、
諸
生
産
部
門
の
生

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

-

 

,

産
物
.の
う
ち「

中
間
需
要」

と
な
る
比
率
-:
'
1
:国
肉
総
固
定
資
本
形
成」

、；
消
費
手
段
と
な
る
比
率
が
歪
め
ら
れ
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

,
す
で
に
ふ
れ
た
ご
'と
く
、：

(

産
業
連
関
*
で
は
：、
.「

調

整

作

業

表

」

：
の

三

志0
部
門
の
そ
.れ
ぞ
れ
に
.つ
い
’て
生
産
親
が
お
さ
先
ら
れ
、
そ
れ
が「

基 

本
表」

"
一
五
三
部
門
に
、
：さ
ら
に
は
.「

統
合
東」

：の
五
六
部
門
に
統
合
さ
れ
て
い
ら
.た
の
：で
あ
る
が
、
.
iれ
ら
の
部
門
統
合
に
お
い
て
、
加
工
過 

程
に
あ
る
数
部
門
の
統
合
、
あ
る
い
.は
部
品
生
産
部
門
と
.組
立
部
門
と
.の
統
合
が
行
な
わ
れ
る
^
め
、
：原

料

の

加

土

、
；
部

品

の

組

立

と

い

.う

過

程 

が
、
：統
合
さ
れ
た
_—
.部
門
内
に
お
け
る
投
入
と
い
う
形
を
と
0
で
あ
ら
わ
れ
、
.し
た
が
-o
て
，..

「

中

醫

要

」

'
の
'一
部
ど
.な
る
の
で
ー
あ.る
。
た
と
え 

.フ
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
進
分
析
試
論
：

、
.
.
.
：

. 

I
 

s

i



…

.

i
. 

:
パ
.
• 

- 

五
一
六
.(

九
九
六)

.

. 

.ば
、「

$
木
表」

で
は
、「

銑
鉄」

、「

鋼」

、
.お
る
い
は「

原
動
機
•
ボ

イ

ラ

ー

」

、「

工

作

金

属

加

工

機

械

」

、「

産

業

機

槭

J
、；. 「

機

械

沉

用

部

品

』

等
. 

'.が
''
.そ
れ

ぞ

れ

別

個0
.部
門
名
さ
れ
：て
い
る
が
、''
::
-
:

「

統
合
表
ヤ
ヤ
^

「

銑
鉄」

、ゾ
：

「

鋼」

饫

蘇

鉄

•
議

部

門

へ

、
W
原
動
機
.
ボ
イ
ラ
：！」

：
 

>を
.典
じ
.め

->
:
す
る
数
種
の
部
門
.;̂「

一，般
機
'M」

.
部
門v

へ
：と
.統
合
さ
れ
.て
い
'る
。
し
た
.が
_っ
て
、
銑
鉄
が
鋼
の
生
産
の
原
料
，と
な
り
、
原
動
機
♦ 

ボ
イ
ラ
.丨
や
機
械
机
用
部
品
が
產
業
機
械
に
»-
い
ち
.れ
名
関
係
は
、「

銑
鉄

'
粗
鋼」

：部
^

.
ら
.
わ
れ
る
め
で
あ
；る
：
。
-;

そ
し
て
こ
.れ
は
、
.ン「

霞

^
粗
鋼
ゎ
^̂

題
は
、：：_

作
業
表」

.

i

門
.
か
ら
、：「

基
本
表」

.

へ
の
，部
門
統
合
I

ぃ
て
I

様
存
在
す
る
。)

'
''
.

:

:
右
の
.よ
う

：な

内

容

が
.、：

自

部

門

：へ

の

投

入

と

し

て

あ

ら

わ

れ

る

こ

と

自

体

ノ

不

合

趣

，で

*
る

し

，、
：
こ

れ

は

後

：

に
み

る

生

産

額

の重
複

計

算

と

，い 

う
：問

題

を

も

惹

起

す

る

.：

9

で
.は
あ
る
が
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
生
産
部
門
の
機
能
の
検
出
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
問
題
は
こ
の
自
部
門
へ
の
投 

.入
が「

中

間

霧

」

と
.な
言
と
に
よ
っ
て
、
'部
門
の
機
能
の
検
出
塞
め
'る
と
い
^
^

..
右

の

侈

を

0̂

て
み
る

.七

「

銑

鉄

*
粗

鋼」

部

門

の

場

合

は

、：.,
銅

%
©
_

:^
が

す

‘べ
.て

「

中 

と

な

る

の

で

、

一

応

「

中

間

需

要」

の
.比
率
、
' そ
の

他

の

：比

率

の

変

更

と

：
い

う

問

題

は

.な
い
が
、「1

般
機
械」

.：を
は
じ
め
各
種
の
機
械
部
門
で
：は
、
右
の
よ
う
な
自
部
門
へ
の
役
人 

が
多
額
に
の
ほ
り
こ
れ
が「

中
間
需
要」

と
な
っ
て

い

る

た

め

、

こ
れ
ら
.の
生
産
物
の
う
ち「

中
間
需
要」

と
な
：る
比
率
が
高
く
な
り
、-r

国 

内
総
固
定
資
本
形
成
，

」

'と
.な
ふ
比
率
が
低
く
な
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。'
.あ
る
い
は
ま
た
、
.加
エ

過

程

に

.つ
，い
ヒ
も
、
..
た

と

え

文

、

「

統 

合
表」

の

「

そ
の
他
の
繊
維
製
品」

^
門
の
•な
力
に
、「

染
色
整
理」

が
各
種
の「

織
物」

.や

「

メ
リ
ヤ
ス
：製

品

」

：
と
：と.も
に
統
合
さ
れ
た
結
果
、
 

染
色
加
工
が
部
門
内
へ
の
投
入
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、

「

中
間
需
要」

の

一
部
と
な
る
た
め
/：
当
該
部
門
の
生
産
物
の
う
ち「

中
間
需
要」

の

し

め
 

.る
比
率
を
高
め
、
' 消
費

手

段

の

比

率

を

低

め

る

作

用

を

，は

た

し

て

い

る

.0

.

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
自
部
門
内
投
入
の
内
容
は
、：
生
産
諸
部
門
に
よ
っ
て
が
な
り
複
雑
で
あ
る
た
'め
、「

統
合
表」

の
枠
内
で
の
処

理

は

困 

難
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
四
節
に
お
い
て
.，「

基
本
表」

• 

そ
れ
ぞ
れ
.の
生
産
物
の
流
通
•
販
路
冓
成
を
考

察
し
.、

そ
れ
ぞ
れ
の
再
生
産
構
造
上
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、

こ
の

自
部
門
内
投
入
の
内
容
を
明
ら
.か
に

す

る

と

と

も

に

、
 

「

統
合
表」

.に
ょ
っ
て
推
計
し
た
、
消
費
手
段
、
-1
中
間
需
要」

、
原
材
料
•
.
.
補
助
材
料
、.「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」
の
各
々
の
比
重
を
、
さ
ら
に

く
.わ
し
く
検
討
•
修
正
す
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。
.

■

.

:た
だ
そ
.の
場
合
、

問
題
の
所
在
を
あ
ら
.か
じ
.め
し
め
す
意
味
で
>
.第

.一.表
(7
)
欄
で
、

各
部
門
に
お
け
る
自
部
門
内
投
入
額
を
し
め
し
"
.
そ
れ 

が

.,
'
'
A額
の1

割
以
上
の
も
の
を
注
意
す
る
意
味
で
ア
ン
ダ
ー
.ラ
ィ
ン
し
て
お
い
た
。

,
も

つ

と

も

、

「

兹
本
表」

自
体
で
も
、——

と

く

忆
各
種
機
械
産
業
に
お
い
.て
は——

「

調
整
作
業
表」

よ
り
の

統
合
に
お
い
て
右
と

.同
様
の
問 

題
が
存
在
す
る
か
ち
、
第
四
節
に
お
い
て
も
や
は
り
こ
.の
問
題
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

最
後
に
、'
生
産
部
門
の
機
能
の
検
討
と
い
ぅ
点
.に
つ
い
て
補
足
.し
.て
.お
く
.必
要
が
あ
る
の
は
、
三
：五
年
産
業
連
関
表
で
は
、
各
種
生
産
部
門
.

各
種
生
産
物
が
国
家
の
各
種
需
要
を
充
足
す
る
度
合
い
を
推
計
す
る
方
法
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
ぅ
こ
と
I
.し
..
た

が

っ

て
、
軍
需
生
産
部
門
の

、
 

機
能
の
検
出
も
.で
き
な
い
と
'いとである，

.
V

.

' 

ノ

丨

八

'.ン

.

^

-
 

•.
 

.
 

-

す
で
に
指
摘
し
た
ご
之
く
、，
兰
五
年
産
業
連
関
表
で
は
、
そ
れ
’ま
で
区
別
..さ
れ
：て
い
た「

政
府
固
定
資
本
形
成」

と

「

民
間
固
定
資
本
形
成
1_
.

と
の
区
別
も
な
く
な
り
、
，両
者
の
分
類
す
ら
一
切
不
明
セ
あ
る
？
他
方
、
へ
財
貨
.
用
役

0
経
常
的
支
出」

に
.づ
い
て
は
、
::
'
'̂
 

般

会

.

:計
お
ょ
び
非
企
業
特
別
会
計
な
ら
び
に
地
方
政
府
の
普
通
会
計
お
よ
び
収
益
会
計」

-,
:分
の
も
の
ー
が"「

ー

般

政

府

消

費

支

出

」

、
と

し

て

計

上

さ

れ

.

.'

.て
い
：
る

が

、

し

か

し

す

で

：
に

指

摘

し

.た
ぷ

ぅ.に
、
.
:

「

軍

事

用

の

も

：の
：：で

^

:

て
経
常
支
出
と
す
る
'

」

と
さ
れ
、
こ
の「

一
般
政
府
消
費
支
出」

に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
.0
そ
れ
ゆ
え
.、
政
府
の
経
常
的
消
費
支
出
そ
れ
自
体
も
i

.
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■
以
上
の
こ
と
か
ち
、

'

産
業
連
関
表
に
お
い
て
は
、

.

政
府
：に

ょ

る「

軍
事
用」

め
あ
ル
奶
か
俗
が
ほ
と
ん
ど
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ 

ろ
ぅ
。

:

「

軍

事

用」
；
の

支

出.の
ぅ

ち

経

常

的

支

出

は

、

非

軍

事

用

の

経

常

的

支

出

：と
：
と
も
：に

」

1:
般

政

府

消

費

支

出

」

，
：'の
.な
.か
；に
入
々
、

両
者
を
区
分 

す
る
手
段
は
一
切
な

V

ま

た

「

一
般
政
府
消
費
支
-̂
1_
!

'の
ぅ
，ち

、

「

耐

次

射」

.支
出
'は
、
軍
事
的
な
も
の
.に
限
ら
.れ
る
が
、
ゾJ
kを
産
業
連
_ 

表

で

確

-̂
す
る
こ
と
は
困
難
.で
あ
る
た
と
え
ば

「

そ
の
他
の
軽
電

^

^」

.(

民

生

用

を

の

ぞ

く

)

，等

の

ごと
く
、

政
府
が
同
じ
種
類
の
も
の
を 

非
軍
事
的
目
的
の
た
め
に
所
有
し
.て
い
る
場
合
に
は
、
；
そ
め
4

^
の
た
>め
,の
玄
出
が
、
'「

軍
事
用」

.:
-

の
,「

軽
電
機
器」

：
 

'そ
の

，
も

の

へ

，
の

支

出

と

と 

も

に「
1.

般
政
府
講
支
出」

，
に
入
り
こ
む
。
；
そ
れ
ゆ
え
、'
産
業
連
関
奉
の「

一
1

府
I

f

」

の
ぅ
ち
、「

軍
事
用」

支
出
部
分
を
.し
り 

ぅ
る
の
は
：つ
ぎ
の
も
の
に
限
ら
れ
る
"
す
な
わ
ち
、
_
+
耐
久
的
な
も
の
の
う
ち
、

v

非
軍
事
的
目
的
で
は
政
府
が
.所
有
し
て
お
ら
ず
、：,し
か
も「

基
本 

表」

，
に
独
立
部
門
と
し
て
あ
る「

航
空
機」

で
は
、

そ

0;「

：ー
：
般

政

府

消

費

支

出

」

.，
べ

入

り6

部

分

：は

、

「

軍

事

用

」

.
'
の

も

の

と

考

え

ら

れ

る
 

.

(

第
四
節
E
図
参
照)

0
ま
た
、.
政
府
が
非
軍
事
的
に
所
有
し
て
い
て
も
、「

基
本
表」

で
生
産
物
と
補
修
が
わ
か
れ
て
い
る
T
_動
車」

で
は
、

I 

修
を
の
ぞ
い
た
部
分
の「

：

一
般
政
府
消
費
支
to
'」

へ

入

る

も

の

は

大

体
~|
軍

事

用1_
と
.み
る
こ
と
.が
で

き

ょ

ぅ？

.

.

し

か

し

な

が

ら

^
た

と

え

喏

干

め

耐

久

的

众

も

の

に

^
い
て
‘へ
フ

ブ

般

政

府

消

萎

出

し

額

が

推

計

で

き

た

と

し

て

も

、

「

基

本

表」

.の
利
用
に

ょ
っ
て
も
、
そ

れ

ら

の「

軍
事
用」

耐
久
財

の

生
產
の
た
；

め
；.

に
：、、：ど
れ

だ

け

の

諸
生
産
物
が
必
要
と
き

.れ
：て
い
る
の

か

と

い
ぅ
肝

心

の

問
題
太
、
"

全
べ
不
明
..で
あ
る
。
.
.
.
'
ノ
.

'

.'
■

.

.

■'
: 

.

「

軍
事
用」

' 
の
耐
久
財
は
、
潜
水
艦
、
戦
車
、，
新
鋭
戦
闘
機
，

機
関
統
等
、
.特
殊
な
生
産
物
で
あ
る
場
合
が
多

い

の

で

あ

る

•か

ら

、

そ
れ
ら
が 

「

基
本
表」

に
お
1
て

独

自

の

部

門

：と

し
.て
あ
ら
わ
れ
ず
に
、「

造
船」

、「

自
動
車」

、「
精
密
撒
械」

.等
に

ふ

べ

ま

れ

て

い

る

以

上

、

そ

れ

ら

.の
生 

鹿
物
の
生
産
に
必
要
.な
諸
生
産
手
段
の
額
は
^
—
產
業
連
関
表
の
し
め
す
経
常
的
.な
原
林
料V
補
助
材
料
：に
か
ぎ
っ
て
も
^

^

一
 

カ

把
[ 1

さ
れ
3 :

V
.わ
.け
で
あ
る
o 

.

.

.

. 

.

.

、

•.

:r

軍
事
用

」

，
の

支

出

が
し

だ

い
に
増
加
し
”
.し

か
も
各
種
の
軍
需
物
資
の
国
内
生
産
が
増
加
傾
向
を
た
€
り
つ
づ
あ
る
こ
と

を
考
え
る

と

、

軍
需 

的
生
産
が
わ
が
国
の
再
生
産
構
造
に
お
い
.て
い
か
な
る
位
置
を
.し
め
て
い
く
か
と
.い
う
こ
と
へ
は
'、
将
来
に
：.お
げ
'る
一

つ

'
の

重

要

な

問

題

と

い

わ

ね 

ば
な
ら
な
い
。
こ
.の
問

題

：に

つ
_い
，
て

、.,
-
.産
業
連
関
舞
が
、
.経
常
的
.な
投
入」

.産

.出
と
'い
.う
面

に

か

，ぎ

っ

：て

み

て

も

な

ん

ら

有

効

な

資

料

を

あ

た

え 

る
も
0'
で
は
.な
い
と
い
う
こ
と
は
、
と
く
.に
注
音|

を

要

す

る

：こ'と
■で
あ
ろ
う
。

’

:

-'
第
二
節

.

生
産
諸
部
門
の
相
対
的
比
重
パ
■

:

:■
:

■

■ 

: 

.

:

.

.

 

.
 
. 

.
 

.く
:

：

■
'-
'
' 

-

;

.

.

.

，
第

.一
節
で
は
、c

統
合
表」

を
利
用
し
て
’、
.
諸
生
産
部
門
•諸
生
産
物
の
機
能
.の
検
討
を
行
な
.っ
た
が
、
諸
生
産
物
の
流
通
を
考
え
る
場
合
、

.

.

.

. 

...

..
 

.

 

J

こ
れ
ら
.の
諳
生
産
部
門
の
量
的
大
い
さ
.
相
対
的
比
童
を
^
て
：お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

：

'

耳
生
産
構
造
上
に
お
ナ
る
諸
生
産
部
門
の
相
対
的
比
重
と
.い
う
点
に
ら
い
て
は
、
.序
章
第T

節
㈠
で
.
.みだ
一
ょ
う
に
、
ま
ず
第
一
に
諸
生
産
部
門

に
お
け
る
投

下

資

本

総

量

と

く

に

固
定
資
本
に
た
い
す
る
投
下
資
本
総
量
を
見
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
.序
章
第
一
一
節
：

Q

で
指
摘
し
た

ご
と
く
、
產
業
連
関
表
で
も
ノ
そ
の
他
統
計
で
も
ビ
の
^
統
合
表
し
諸
部
門
に
つ
い
て
ー
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
現
存
し
な
い
。(

な
お
、

諸
生
產
部
門
の
労
働
力
の
存
在
量
に
つ
い
て
は
、
'雇
用
係
数
表
の
発
表
を
ま
っ
て
、

そ
の
検
討
を
通
じ
て
後
に
推
計
す
る
予
定
で
あ
る
。)

そ

れ

ゆ

え

：
第

二

の

問

題

と

し
て
、
い
わ
ゆ
る「

付
加
価
値
.

」

'
か
、’生
産
額
.に
ょ
0K

諸
生
産
部
門
.に
投

下

さ

れ

た

資

本

総

量

を

基

盤

と

し

>

て
な

さ
れ
る
年

々

の
生
産
活
動
：の
面
に
つ
い
て
、

諸
生
産
部
門
の
量
的
大
い
さ
、

.相
対
的
比
重
を
検
討
す
る
こ
と
の
み
が
可
能
で
あ
る
。

し
か

-

し
、
こ
の
面
に
お
け
る
検
討
に
も
、
か
な
り
の
統
計
上
の
限
界
が
あ
る
の
で
、
.本
節
で
の
検
討
も
、.：
一
応
の
目
や
す
を
得
る
と
い
う
意
味
し
か
も 

ノ 

っ
て
：
ぃ

な

ぃ。

.

.

.

.

. 

.

.

.:

.

. 

V 
.
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.
•

o

ま

ず

、
.
、/
わ

ゆ

る

'

「

时

加

価

値」

.を
：基

準

.と

.す

.る
検

討

を

行

な

う

-,
'
-
>
°.'「

付

加

価

値

サ

.
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(

ー
0
0〇)

V
た

に

.う
：み
：だ
さ

れ

た

価
値
額
支
を

.

っ
：て
、

諸

生

産

部

門

の

生

産

活

動

め

量

的

大

い

名

ヰ

相

烀

览

重

を

み

よ

う

と

す

る

方

歡

せ

あ

る

が
、

ノ
へ
か 

:-
L

、
統
計
上
に
あ

ら

わ

れ

る「

付
加
価
値」

は
、

生
産
物
の
実
現
の
諸
条
件
や

独
占
の
価
格
支
配
等

に

よ

っ

て

左

右

さ

れ

-'
.
あ
ら
た

1に
う
み
だ 

さ
れ
た
■

値

額
を
そ

の

ま

ま

し

め

す

も

の

で

は

な

い

七

：、

序
章
敗
ニ
節
«

で
み
.た
よ

う

^ '
'

一
産
業

.連
関

表

で

は
、
他
の
官

庁

統

計

に

お

い

て

と

同 

'

様
' 

範

猶

亡

て

‘の
賃

金

''
利

潤

が

き

わ

.め
'て
不
，明

確

な

艰

で
し
か
し
め
さ
れ
ズ
い

.な
い

の

ヤ

あ

る

が

ら

、
産

業

連
関
表
の「

付

加

価

値」

を

用

V
て
諸
生
産
部
門
の
相
対
的
比
重
を
み
る
こ
と
は
、

が
な
：
り
粗
雑
な
推
計
を
こ
こ

.ろ

.み
る
ご

と

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
う
し
た
限
界
を
充
分

.

.

. 

...
 

.
 

.

: 

-
 

: 

,

認
識
し
た
う
え
で
、

一g
、.

の
目
や

す

と

し

て

、

「

付
加
価
値」

ニ
塞
準
に
よ
る
諸
生
產
部
門
の
相
対
的
比
重
を
も

と

.め

.た
の
が
、
第
一

.一.表

⑵

•
⑶

聞

.で
：あ
る
'0

ぐ

.

：

■ 

:
:■■'

. 

:

. ”： 

.

.
な
お
'

「

付
加
価
値」

を
基
準
と
す
る
場
合
、
産
業
連
関
表
の
縦
列
の「

外
生
部
門」

の
'小
計
額
n「

資
本
減
耗
引
当」

を

ぶ

く

む

「

粗

付

加

価

値

」 

を
と
る
か
、「

資
本
減
:-
^
引
当」

を
控
除
し
た
.「

純
付
加
価
値」

を
.と
る
か
：と
い
5
問
題
が
.あ
る
が
、
こ
こ
で
.は
、
前
者
を
用
い
た
。：

本
来
の「

付 

加
価
値」

：と
い
う
概
念
が
ら
す
れ
ば
、_「

^

r
-i
n
価

値」

：が

も

ち

ろ

：
ん

適

当

.で
あ
る
が
、
現

在

の

-,
資

本
減

耗

引

当

」

額

に

は

、

加

速

度

償

却

に

 

よ

っ

て

、

利

潤

範

疇

の

，
一
部
、
：

「

付

加

価

値

」

，
の
一
部
が
.か

な

り

ふ

く

東

れ

て

■い
：る
場
合
が
多
い
か
ら
、「

資
本
減
耗
引
当」

を
わ
ざ
わ
ざ
控
除
す 

る
意
味
は
あ
ま
り
.な
い
。
ま
た
、
固
定
資
本
の
耐
久
年
度
、

減
価
償
却
方
法
：の
相
違
を
考
え
れ
.ば
、「

資
本
減
耗
引
当」

.
は
固
定
資
本
存
在
量
を 

き
わ
め
て
粗
雑
に
反
映
し
て
.い
る
に
す
ぎ
介
い
の
で
あ
る
が
、

各
生
産
部
門
の
相
対
的
比
重
を
し
る
た
め
の
一
応
の
.目
安
と
し
て
は
、「

資
本
減 

耗
弓
^」

を
ふ
く
む「

粗
^
加
価
値」

を
用
い
る
こ
と
もj

定
の
意
味
が
あ
ろ
.う
。
そ
れ
ゆ
え
⑵
⑶
攔
は
、
連
関
表
の
縦
攔
の「

外
主
部『
」

r
v

計

卩「

粗

付

加

価

値

」

を

基

準

に

し

た

、

諸

生

産

部

，門
の
.比

重

で

あ

る

。

、

.

• 

•

い
ま
一
つ
、「

付
加
価
値」

に
.「

間
接
税」

が
ふ
く
ま
本
て
，い
る
と
と
に
と
：も
な
う
問
題
が
あ
る
。「

間
接
税」

が
利
潤
の
一
部
に
よ
っ
て
支
払 

わ
れ
る
場
合
は
麗
が
な
い
が
、
.し
か
.し
、「

間
接
税
ド
が
価
格
つ
り
あ
げ
に
■よ
っ
て
当
該
商
品
の
.購
入
者
に
転
嫁
さ
.れ
る
場
合
に
は
.、

こ
れ
は 

な
ん
ら
当
碧
品
の
生
産
部
門
に
よ
つ
て
う
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
.は
な
い
が
ら
、：生
産
諸
部
門
の
相
対
的
比
重
を
レ
る
う
え
.に
は
'、
こ
れ
を
控
除

す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
.こ
れ
ら
を
諸
生
産
部
門
別
に
検
討
す
る
こ
と
は
困
難
：で
あ
.っ
た
の
で
、
⑷
欄
で
間
接
税
が「

粗
仴
加
価
値」

に
お 

V

て
し
め
'る
比
重
.の
と
く
に
高
.い
部
門
の
間
接
税
額
を
し
め
す
こ
と
で
補
う
こ
と
に
し
た
0
.
?の
場
合
、「

煙
草」

部
門
の
間
接
從
の
比
重
の
高
さ
が
特 

殊
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

)

.

.

.な

「

補
叻
金」

は
、
.

「

粗
付
加
価
値」

.で
マ
ィ
ナ
ス
と
な
っ
で
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
.は
、

.

i
 

•
製
粉
！-
部
門
が
食
管
制
度
の
も
と 

で
、
約
二
八
〇
億

の「

補
助
金」

を
う
け
、
と
の
結
果
、
こ
の
部
門
の「

粗
付
加
価
値
1-
が
マ
ィ
ナ
ス
.に
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う 

0 

:
. 

_ 

-
 

:

■
 

.

.

. 

•

さ
て
、
相
対
的
比
重
に
.つ
い
て
は
、
一
.応
サ
ー
.ビ
ス
諸
部
門
を
ふ
く
む
.「

内
生
部
門」

全
体
に
つ
い
て
の
比
重
を
も
と
め
る
，

(

.⑵
欄)

と
と
も
に
、
 

生
産
^
部
門
の
合
計
の
み
に
つ
い
て
の
比
重
を
も
と
め
る(

⑶
欄)

こ
.と
に
し
た
。
し
か
し
、，.第

|
,節
0
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
産
業
連
関
表
で 

は
サ
丨
ビ
ス
部
門
の
明
確
な
確
定
は
で
き
な
い
の
で
、
'第

.一'節
に
.準
じ
て
、「

商
業」

：：以
降
の
諸
部
門
を
控
除
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。

た
、た
し
、
生
産
活
動
の
.ー
部
を
ふ
く
ん
.で
い
る
と
み
な
さ
れ
る
う
克
、「

付
加
価
値」

、

生
産
額
が
か
：な
り
の
比
重
を
し
め
て
い
る「

商
業」

、

. 

' 一
,
.

.

' 

.

.
•
- 

'

,
•

.「

運
.輪」

に
つ
い
て
は
、
生
産
活
動
：の
延
長
と
み
な
さ
れ
る
部
分
の
推
計
が
必
要
と
考
え
、，
検
討
し
た
結
果
、「

運
輸」

に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
方 

法
で 

一
&
、「

貨
物
運
輸
/

「

倉
庫」

.と
：

「

旅
客
運
輸」

，と
の
区
別
を
、：
ご
く
大
雑
把
に
で
は
あ
る
が
推
計
し
、「

貨
物
運
輸」

、「

食
庫」

の

「

粗 

付
加
師
值」

総
額
五
六
七
七
億
三
.七
〇
〇
万
«
を
生
産
部
門
総
計
に
入
れ
た
。
.も
ち

ろ

ん

，、

か

か

る
.「

貨
物
運
輸」

と

「

旅
客
運
輸」

と
い
う
分 

類
を
も
っ
て
、
生
産
活
動
の
延
長
か
否
か
を
き
め
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
現
行
統
11
-
で
な
し
う
る
唯
一 

'の
方
法
と
'-
b
て
推
計
を
試
み
て
み 

た

:
'
.
-
.
'
. 

■'
 

 ̂

:

■—

な
お
、
と
の
推
計
に
よ
る
分
類
は
,'
つ

ぎ

の

生

産

額.を
基
準
と
し
た
相
対
的
比
童
の
検
討(

⑵
欄)

に
お
い
て
も
採
用
し
て
い
る
。

•

•.
'
'
.
:■

へ，推
計
は
,'

：

「

調
整
作
業
表」

：：の
も
と
に
な
っ
て
い
る
：.「

部
門
品
目
別
生
産
額
,

'

0

数
字
に
よ
0

.

て
、へ「

国
有
鉄
道」

：
は
じ
め
各
部
門
に
つ
い
て
、

旅
客
と
貨 

'
.
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論 

. 

六 

一
:

(

.

1

0

0
一)



@乘用艰部門の生產額の計算例

(A )諸部品生産部門と組立部H とに分類せずに乘用埤生産額安 

計った場合

〇原材料□ロ  ◊ ◊，. .へ. . . I バ
Q 乘用艰ロ  □ロ □ ◊ ◊ ◊ ◊ ◊ ( 生産額9)

(B )諸部品生産部門と組立部門とに分類したうえで、乘用取部門 

へ統合、生産滅を計った場合

O 原 .材 料 • □ ロ  ◊ 令

問

か

あ

る

さ 付  

t 加

r 価

m 停
要

な
>-
し

と
に
は 
'、

生

o 乘用取

o 諸部品

o 組 立  Q □ □ □ □ □ ロ ◊ ◊

•(生座額15)

里

等

が

同

よ

部 i  
門 公

%  I

割 %
* と

し 
て

統

® 鉄鋼部門の生産額の計算例

(A )銑鉄生産部門••鋼生産部門に分類せずに、鉄鋼部門の生産額 

を計った場合

o 鉄 辋 石 ◊

o 鉄 鋼 ◊ ◊ (生産額3)

。鋼 材 □ □ □ ◊ 令  

(B  )銑鉄生産部門，鋼生産部門に分類したうえで、鉄鋼部門へ統 

合、生産額を計った場合

O 鉄 鋼 石 ◊  

fO銑鉄
o 鉄鋼

【0 鋼 □ □ 今
’(生産額5)

0 鋼 材  □ロ

♦注 ’□は原材料投入部分 . 

◊は付加価値部分

が  

V 、

か
に

行

な

わ
れ
る
か
に

:つ

て

生

額

が

異

な

る

額

と
し
て

表

現

さ
れ
'る
と

現

さ
れ
%>

住
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。

:
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
採
取
産
業
か
ら
最
終
加
エ
部
門
へ
と
加
.エ

同
ま

る
に
つ

れ
て
、

当

然

の

と

な

が

ら

生

産

額

は

投

下

資

本

総

量

:
:

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
'

.

;

.

六

三
c

o

Q

e

物
の
額
を
し
ら
べ
、
合
計
し
た
。
旅
客
と
貨
物
の
区
別
の
な
い「

道
路
輸
送
施
設
提
供
業」

.、「

沿
海
内
水
面
輸
送
施
設
提
供
業」

に
つ
い
て
太
、「

道
路
旅
客
. 

.運
送」

と

「

道
路
貨
物
運
送
ト
-̂
の
比
率
’
バ
沿
海
内
水
面
輸
送
^
の
旅
客
と
貨
沏
^
の
比
率
パ
へ
に
準
じ
て
分
頰
し
ノ

航̂
空」

は
一
応
す
ベ
て
旅
客
に
、「

倉 

、庫
茱」

は
_
1応
す
べ
て
貨
物
に
久
れ
允
フ
内
容
の
不
明
な
：：「

そ
の
.他
の
輸
送」

-.
,:は

全

体

額

か

ら
.控

除

し
.た

。
へ.か

か

る

推

計

の

結

果

、：
生

產

額

に

つ

い
5
 

総
額
六
四
,̂
七
億
：
 
一
■八
〇
〇
万
、
霞

総

額

八

；六

3
五
億
ユ
三
〇0.
万

と

な

々

、
：
：商

者

_の
比
率
は
四
：ニ
‘
九
；

ン
：ト
>
五
：七

，
：ー
パ

I
セ
ン
ト
と
な
つ
た
。

,

「

售
^
如
假
禮
卜
に
つ
い
て
ば
ノ
総
額
を
こ
の
比
率
^
分
^

^
貨
物
部
分
総
額
五
六
七
七
億
三
.七
0
〇
万
を
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。

-
•
•
•
•
•
•
.
.
•
. 

•
. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.な
お
.

「

商
業」

.部
門
の
内
容
に
0-
い
て
は
、：
現
行
資
料
で
は
"：
大

雑

把

：な

推

計

自

体

不

可

能

と

思

わ

：れ

た

の

で

本

節

で

.文

.
断

念

し

ヒ

.。

'

:
,

: 

.

.

.
:
■■
, 

- 

■

.
:
.

 

:
.
' '

:

,

:.
一
 

り V. 

. : 

■

. 

.

•
 

t.

:

(2
)

'

つ
ぎ
に

V

生
産
額
を
も
っ
て
、
.生
産
諸
.部
門
の
相
対
的
比
重
の
検
討
ダ
こ
こ
ろ
み
た
。
彳

:̂

こ
の
拔
ム
ロ
 
.
国

内#

産
額
を
と
る
か
倒
内
生
産
額
フ1

フ.

ス
：輸

入

顧

を

と

：
る

か

上

い

う

麗

が

あ

る

が

.
、

こ

れ

は

、

検
討
の
目

的

に

ょ

っ

て

決 

I

れ
る
べ
it
で
あ
ろ
^

.諸
生
産
物
.の
生
産
部
門
間
の
流
通
；
■秦
い

は

最

終P

費
需
要
へ
.
.の：供
給
©
諸
閨
連
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
輸
入 

品

も

国

内

生

産

物

と

ひ

と

し

く

、
流

通

す

る

の
：.

で
あ
る
t

、，
輸
入
額
も
ふ
く
め
た
額
を
基
準
と
す
る
方
が
；妥
当
で
あ
り
、
こ
れ
は
輸
入
額
も
ふ 

.く
め

た

領

に

つ

：い

て

部

門

の

韻

能

を

検

討

し

た

第

|
節

雀

接

関

連

づ

け

ら

れ

る

。

そ

れ

實̂

 

ラ
ス
輸
入
額
を
基
肩
と
し 

t
諸
生
産
^
門
の
比
重
を3

 

•け
欄
で
し
め
-1
.た
。

，
：
.

し
方
し
、
あ
る
生
産
部
門
、
生
産
物
が
、
再
生
產
擀
造
上
あ
る
一
定
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
：こ
と
が
分
っ
た
氟
へ
ロ
、
.そ
の
う
ち
ど
れ
だ
け
が
输 

入
苈
で
あ
る
か
を
し
る
こ
と
も
ま
た
重
要
な
.こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
'
国
内
生
産
額
の
.み
.に
つ

い

.て

相

対

的

比

重

を

も

と

め

る

こ

と

も

必

要

で 

あ
る
が
、
以
上
P

8
蔭
果
を
み
て
，

相
諾
比
重
は
か
な
り
小
さ
い
数
値
を
と
マ
て
い
る
の
で
、
国
内
生
囊
の
み
の
比
率
を
対
比
さ
せ
て 

も

、

題
は
は
' っ
き

り

し

な

い

，と

思

わ

れ

る

。

し

た

が

っ

て

、
：

{8
)
欄
で
各
部
門
の
輸
入
額
を
し
め
し
、
⑶
欄
で
は
、

「

国

内

生
産
額
プ
ラ
ス

輸
入 

額」

に
た
し
す
る
輸
入
額
の
比
率
を
も
と
め
る
こ
.と
に
.ょ
っ
て
、
_諸
生
產
部
門
に
.お
け
る
輸
入
の
重
要
性
を
し
め
す
こ
と
と
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
■右
の
い
ず
れ
の
推
計
に
つ
い
て
も
、
生
産
額
の
重
複
計
算
と
い
う
大
き
な
難
f

統
計
上
の
制
限
於
あ
る
と
い
う
こ
と
を
と
く
に



"一 

广

c
c
%

た
と
え
：は
、：
鉄
鉱

^

i

銑
鉄

—

鋼̂

—

鋼̂

.#
と

い

|

う

な

加

エ

過

程

の

う

ぢ

、
錄

鉄

.

.
鋼

ゼ

鉄

鋼

部

門

と

い

う

ー

部

門

と

し

て

把

え

る 

..
場

合

、
あ
る
：̂

は

乗

用

車

の

各

種

部

品

生

産

i

組
立

'と
い

3
よ
う
な

.、
，
各

種

機

械

に

み

^
れ

る

部

品

生

産

V
組

立

と

い
$

過

程

を

乗

用

車

生

産

 

部

門

と

V

I
部

門

ぷ

し

て

把

え

：る
場
ム
ロ
、
：生

産

額

0:
計

算

が

い

か

な

る

部

H
分

類

■-
.
部

門

統

合

に

よ

っ

て

行

な

わ

れ

る

か

に

よ

っ

て

、
鉄

S

 

門

、
乘

用

率

部

鬥

の

生

産

額

は

全

く

異

な

る

も

の

と

し

て

し

め

さ

れ

る

.。(

前

頁

図

を

詹)

産
業
連
関
表
で
は
、.
'す
.で
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
.「

調
整
作
業
部
0

1

:ー
ー
五
〇
部
門
に
つ
，
い

て

生

產

額

が

お

さ

え

ら

れ

た

$
え
で
、
.

「

基

本

表

」

 

へ
の
窗
P
統

合

さ

ら

に

は

.
「

'-
M
合
表」

へ
の
部
門
統
合
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
の
部
門
統
合
に
お
い
て
も
生
産
額
の
m 

複
計
算
が
生
じ
て
い
る
わ
：け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
'「

統
合
表」

め
生
産
額
を
§

と
し
.て
、
諸
生
産
部
門
の
量
的
犬
.い'
さ
•
相

対

的

比

率

を

み 

る
場
合
、
か
か
る
問
谓
に
..よ
.っ
て

数

字

が

歪

め

ら

れ

て

い

る

占

〗

：を

充

分

注

意

す

る

必

要

が

.あ

.ろ
う
。

，
.

へ
こ
の

意
味
で
も

、「

統
合
表」

i
り

も

「
基
本
表」

，
の

細
分
類
さ
れ
た

諸

部

門

そ

れ

ぞ

れ

に

づ

い

て

考

察

す

る

方

が

、

厳

密

と

な

る

こ

と

が

明 

ら
か
で

あ

ろ

.

う
。
そ

れ

ゆ

え

、

第
一
：節
の

問
題
と
同
様
、
第
四
節

に

お
い
て
は
、
.「

f

表」

；の
利
用
に

よ
っ
て
、

よ
り

詳

し

く

考

察

を

す

す

め 

て
い
く
こ
と
：に
し
た
い
。

-

厂

:

も
っ
と
も
、
た
と
えr

基
本
表」

を
利
用
し
て
も
、
と
の
.重
複
計
算
と
い
う
統
計
上
の
制
限
を
充
分
ま
ぬ
か
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え 

'は
右
の
鉄
鋼
の
伤
の
場
合
は
、

「

基

--
*
表」

に

お

い

て

、

「

鋭

鉄」

：
と「

鋼」

と
い
.う
部
門
が
分
類
さ
れ
て
お
り
、「

統
合
表」

で
統
合
さ
れ
た 

の
で
I

か
ら
、：「

基
本
表
J

.

Iれ
ば
、
重
複
の
内
容
が
分
る
が
，
各 

「

調
整
作
業
表
部
門」

か

ら「

基
本
表」

の
部 

門
へ
の
統
合
で
す
で
に
統
合
さ
れ
て
い
；る
場
合
：に
は
：
重
複
問
題
の
実
態
.を

し

る

方

法

ば

全

く

な

い

.0
な

お

各

種
機

械

産

業

に

つ
い
て
は
、

と
く 

に
；「

調
整
作
業
表
荀
門」

の
設
定
の
仕
方
、「

基
本
表」

-.
-

に
お
计
る
部
門
の
設
定
_
.統
合

の

仕

方

自

体

.に

き

わ

め

て

暖

昧

な

点

が

多

い

の

で

、

「

基
 

本
表
-
に
つ
い
て
も
、'
:重
複
問
題
.が
あ
た
え
る
統
計
的
制
限
は
非
常
に
大
で
あ
る
。

.
そ
れ
ゆ
え
、
：.

「

基
本
表」

を
利
用
す
る

第
四
節
で
は
、：「

統
合
表」

に

く

ら

べ

て

こ

の

重

複

問

題

の

も

つ

限

界

が

少

な

く

な

る

と

太

い

え

、

、
ぜ



ん
と
し
て
こ
の

問
题
に
注
意
を
は
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

. ffil 入 国内総固

定资本形成

消 毀
花庫 

純增

諸 部 門生

出輸

:

/

第
三節

，.

生
産
諸
部
門
の
再
生
産
構
造
上
に
お

け

る

位

置

づ

け

(

図
示)

第M

一
節
で
は
、
第

一

•
二
節
の
検
討
を
_

と
し
て
，
.

「

統
合
表」

.
の
諸
生
産
部
門
の
位
置
づ
け
を
祟
す
る

よ

う

こ

こ

ろ

み

る
V 

全
仞
医
は
、
• 

''

左
図
の
よ
う
な
部
分
に
大
別
し
た
。
 

.

°(
1

)
図

示

に

ぉ

ぃ

て

も

、'き

章

の

分

析

対

象

で

あ

る

生

産

.諸
部

門

の

.み
を
と
り

.あ
げ

、

サ
丨
ビ
ス
：諸

部

門

の

位

置

づ

け

は
後

の

機

会

に

ゆ

ず

 

る

I

第

二

節

で

「

運
輸」

.部
！
：

の
総
額
に
つ
い
て
、
貨
物
輸
送
と
旅
客
輸
送
の
分
割
に
.つ
い
て
推
計
し
た
が

、

'
諸

生

産

部

門

と

「

運

輸

」

部

門

と

の

投

 

入

.
産
出
に
つ
い
て
か
か
る
推
計
を
行
な
う
こ
と
は
不
可
補
な
の
で
、
全
体
図

で

は

「

運
輸」

も

割
愛
し
た

。
.

)

.

⑵

.
f

大
半
を
し
I

中
|

に
は
、
.:
;
坐
産
諸
^

格
一I

表

ヶ

に

よ

るI

中

.
需

要」

'
d
則

フ

ラ

ス

「

最

終

需

要

」

：
，
小

計.
す
な

.わ

.ち
国

内

生

產

額

ブ

ラ

ス

輸

入

額(

輸
入
プ
ラ
ス
関
税)

’
で
あ
る
。

こ

の
大
い
さ
に
つ
い
て
ゆ
、
.:
'
.
:
部
門
統
合
に
よ
る
生
産
輝
の
ー
ー
.重

計

^

と

い

う

問

題

「(

第
ー
ー
節#
皿)

が

知

る

点

を

注

意

ず

る

必

要

が

あ

る

。

ま
た

.、
；
三
：五

年

：「

.紘
合

表」

；
で
は
、
す

で

に

指

摘

し

.た
ご

と

く

、

畐
産
物
屑
は

マ

ィ

ナ

ス

の
投
入
と
し
て
.し
め
'さ
れ
.て
い
，る
た
め
、
II

示
さ
れ
て
い
る
額
は
、
副
産
物
、

屑

の

投

入

を
マ

i

カ

ス

.
と

レ

て
相
殺
し
た

.額
で

あ

る

。「

.

(

こ
、の
点
：「

副
産
物
お
よ
び
.屑

発

生

表

」
：

の

公

表

後、
.

検

討
•

修
正
す
る
予
定
で
あ
る
，)

：生
産
諸
部
：門
の
大
い「

さ
を
ll
内

生

産

額

。フ
ラ
ス

喻
入
額
で
し
め
し
た
：の

は
、
.
第

一

節

B
で
の
.ベ
た

ご

と

く

、：i

れ

ら

合

評

額

が

関

連

諸

生

産

部

門

、

I

い

は

.「

最

終

需

要」

名
項
目
へ
：供

給

さ

れ

：て
.い
く
た
め

.、
%
産

諸

部

門Q

部

門

間

諸

関

連

や

販

路

構

成

を

：f

う
え
に
妥
当

で

あ

る

ヵ

ぢ

で

あ

る

ゾ

な

お

、

f
 

^

本
资
木
主
義
.の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
：

：

.
/
'

'ノ
.

■

.

 

' 
,
 

■ 

- 

六
五

.

(

一
〇
〇
五)

：



•
' 

.
 

7
/
 

.
 

《
《

'■
:(

一
 

〇
〇
六)

雙

部

分

を

4

m
〇
億
以
上
^

つ
心
て
上
段
赢 

,
• 

-

1
(3
)
.
生
産
諸
部
門
を
位
置
づ
け
る
に
あ
#
り
n
生
産
©;加

！-

|段
階
を
で
ぎ
る
だ
け
明
;̂
か
に
.す
る
お
ぅ
、
左
方
に
も
づ
と
も
加
工
度
の
低
い
生

產
部
門
を
配
置
し
，
右
方
に
移
動
.̂
る
に
し
た
が
.？
て
加
：エ
库
の
高
.い
殷
階
に
進
む
よ
ぅ
配
慮
し
た
：
。
\':
:

.

.

. 

.
 

.

.

.

.

. 

..

一
し
か
し
な
が
ら
、
産
業
連
関
表
の
限
界
に
よ
'り
.、
.：固
矩
§

」

，労

働

手

段

が

い

：
か
な
，る

生

産

諸

部

門

べ

投

下

さ

.れ
た
の
か
が
不
明
で
.あ
る
た 

め
、
..
.労
働
手
段
生
産
部
門
は
、
■そ
の
生
産
物
.を
需
要
す
る
関
連
諸
部
門
と
ニ
の
関
連
づ
け
を1

切
し
め
さ
ず
に
、
V図
.の
右
上
.方
の
：「

国
内
総
固
走
資 

\

本
形
成」

部
分
：へ
の
み
入
り
こ
む
よ
ぅ
に
な
っ
て
い
る
。
囪

0-
右
上
方
のT

国

内

総

固

定

資

本

形

成

」

.
の
.
.な
か
に
労
働
手
段
の
み
で
は
だ
く
、
サ 

丨

ビ

六

諸

部

門

や

政

府

の

か

：わ
：ゆ

ふ

有

形

固

定

資

産

が

、

r

括

さ

れ

て

し

ま

：い
、

そ

れ

が

生

！

^部
！
：：̂

政

府

等

へ

入

り

こ

ん

：で

い

く

関

係

を

一

本

の
太
.い
線

：で
；
の
.み
し
か
あ
ち
矜
む
え
な
い
と
こ
ろ
に
、.
じ
ば
し
ば
強
調
^
て
き
た
^

^
関
表
の
大
き
な
限
界
が
端
的
i

映
さ
れ
て
い
る
と
い

■ 

.
 

' - 

, 
一

.

.

.• 

,
 

•

.

•

免
よ
ぅ
。

：.(

な
お
：

「

.
国

内撒
固
足
資
本
形
成」

:,

の
5
ち
、
倜
人
住
宅
.

の
み
に
つ
.

い
て
は
、.
第
.

ー
節
の
推
計
に
..

よ
.
っ
て
.

控
除
し
、
.

消
費
支
出
欄
へ
移
し
.

た
。)

(4
)

'諸
生
産
部
門
相
瓦
：間
の
.

的

か

取

引

ね

つ

い

で

は

：、

-4
:ー
 

五
.〇
億

円

以J
の
投
入
の
み
を
線
で
し
め
し
、、
投
入
さ
れ
る
生
産
部
門
の
左
方 

丸
の
な
が
に
投
入
額
令
し
め
じ
た
。
自
部
門
.へ
の
投
^
額
は
ニ
重
*
の
な
が
^
し
.め
し
た
が
、
.こ
の
部
分
に
つ
.い
て
は
、.
部
門
の
分
割
.
統
合
の 

方
法
ー
に
よ
り
、

と

く

に

機

械

閨

係

の

諸

部

門

：に

お

い

て

、

^
昧
な
内
容
.の
も
の
が
あ
る
.こ
ど」(

第
ー
節
@
;参
照)

.を
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
.
.こ
の
投
入
額
は
、「

生
産
者
価
格
評
価
表」

.に
よ
る
も
.の
.で
、

運

賃

、

商

業

マ

ー

ジ

.ン
を
'ふ
く

ま

ぬ̂"
で
あ
る
。

(5
)

•物
的
生
産
物
に
た
い
す
る「

民
間
消
費
支
出」

プ
ラ
ス「
家
計
外
消
費
支
出」

を1

応
消
費
手
段
需
要
と
み
な
し
て(

第

一節
！
！：

参

照)

消 

费
支
出
部
分
に
一
括
し
た
。「

一.般
政

府

消

費

支

出

」

は

そ

の

内

容

が

消

費

手

段

：.の

み

で

ば

な

い

.(

第
：

r

節
：0
象
照)

の
で
、
消
費
支
出
に
入
れ
ず 

に
、
そ
の
下
方
に
区
別
し
て
お
い
た
。.，
こ

れ

ら

の

項

目

と

「

国

内

総

固

定

資

本

形

成

」

'に
だ

い

し

て、
' 諸
生

産

部

門

か

ら

入

り

こ

む

額

を

、

一
一
五 

〇
億
円
以
上
に
つ
き
，
線
お
よ
び
数
字
に
よ
っ
て
し
め
し
た
。
 

-

{6
}

右
の
ご
と
く
、.
諸
也
産
部
門
か
ら
、
消
费
十
乂
出
、

「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」

等
べ
行
く

,ft
は
、

線
と
数
字
で
し
め
し
て
.は
あ
る
が
、
各

他の生産部門 

生産物投入

日
本
資
本
主
義
の
.西
生
産
構
造
分
析
試
論

生
産
部
門
の
苒
银
產
上
に
お
け
る
機
能
を
明
瞭
に
す
る
た
め
、
：
さ
ら
に
各
生
産
部
門
の
な
か
を
、
上 

図

の

ご

ど

く

種

々

に

色

分

け

.し

て

区

分

し

た

0 
'
.
:■-
一：

,
猶

出(

特
需
を
：ふ::
<
办
、
：
以
下
同
じ
>
:に
：つ
い
允
は
，
消
費
爭
段
と
し
て
輸
出
さ
れ
た
の
.か
、
労
働
手 

段
と
し
て
輸
出
さ
れ
た
の
か
は
產
業
連
関
表
で
は
不
明
で
'あ
る
■.か
ら
.、：

輸
出
総
額(1

一
五
〇
億
円
以 

上
の
も
の)

を
生
産
部
門
の
.な
：
が

で

し

め

し

た

。

V

そ
：の
う
え
で
、
全
体
と
し
て
の
輸
出
の
構
成
を
み 

る
た
：め

、
、
：
こ

れ

を

下

攔

に

移

し

て

じ

め

し

た

。
ブ

.

.

「

:

在
庫
純
増
も
、'
.
:
一
，応
諸
生
産
部
門
の
な
か
で
し
め
し
、
総
額
を
右
下
方
に
し
め
し
た
が
、
在
庫
問 

題

に

つ

い

て

は

、
：
產

業

連

.
_表
ぞ
は
純
増
分
し
.か
し
め
し
え
な
い
点
注
意
し
て
お
く
。

.

〕

生
産
諸
部
門
の
内
部
を
、
右
の
ょ
う
な
諸
部
分
に
：区
分
し
：た
の
.で
：

そ

の

う

ち

の

，白

の

残

余

部

分 

ば

、
、「

中

間

需

要,-
:
と
し
て
他
の
諸
部
門
お
ょ
び
自
部
門
に
入
ら
七
い
く
部
分
で
あ
る
。

た
だ
し
、

こ
0:
部

分

に

は

'、

'-
生

乾

諸

部

門

め

み

セ

は

な

く

ノ

 ：

サ

ー

ビ

ス

部

門

の

「

中

間

需

要

」

.と

.し
て
入
り
こ
. 

む
部
分
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
点
注
意
さ
れ
た
.い
。.■ま
た
、「

国
内
総
固
定
資
本
形
成
/

消
費
支
出
、
 

輸
出
等
：へ
、
行

く
額
の
図
示
を
ニ
五
〇
億
円
以
上
の
も
の
に
か
ぎ
：っ
た
：た
め
、

白
い
部
分
に
は
、「

中

間
需
要

,-
;

,の
：ほ
が
に
、
小
額
の

.

た
め

.

図
示
を
省
略
し
だ
若
干
の
端
数
が
ふ
く
ま
れ
る
：こ
と
に
な
っ
て

. 

. 

.. 

' 

■ 

- 

.

い
る
。

.

-

;
/
-:
:
;

.

. 

'
V
. 

,

•

'

.

..

こ
の
ょ
う
な
各
生
産
歌
門
の
販
路
構
成
の
分
類S

、：.

諸
生
産
部
門
の
再
生
産
上
の
機
能
の
検
討
に 

:

つ
：い
て
か
な
り
0 .

示
晚
を

_

あ
た
え
る
% '
;

め
.

で
あ
る
う
。

(

第
—*

節
参
照)

消
費
支
出
に
入
り
こ
む
薄
墨 

部
分
め
多
い
部
門
は
、

'，
'

消
費
手
段
生
産
部
門=

第
一:

ー
雒
門
と
い
’

性
格
が
強
い
0
，
：
主
と
し

て

：
：

「

中

六

七(

一
〇
〇
七

)



■ .

 

■

 

六
八
ぃ(

4
0〇
'八)

' ■
'

間

需

要」

と
な
；る#
い
部
分
の
多
.い
部
分
は
’
.、原
材
料
，
補
助
材
料
お
ゼ
が
难
"
：ビ

次

部

門

の

経

常
^

を̂
生
«

^
を
性
格
の
強
い
.部
門
と
#
え 

ら
れ
る
。；(

こ
の
う
ち
、
第
：一
表
の
㈤
攔
を
参
照
す
れ
ば
、
原
材
料•

補
助
材
料
の
生
産
部
門
と
し
て
の
性
格
の
：強
ざ
が
^
を
程
度
判
明
ず
る
。.

y

ま
た
、r

国
内

•

 *

 .
:

 

.

 

.

 

r

総
固
定
資
本
形
成」

.へ
入
り
こ
む
斜
線
部
分
の
多
い
部
門
は
：
第

1
節
で
.み
.た
ご
：と
.ぐ
で
輝
々
雜
多
な
>
.
い
わ
ゆ
る
有
形

. 

.

.

.

. 

■ 

• 

- 

• 

• 
.■ 

. 

. 

.

.

.

.
 

- 

. 

.

.

.

.

部
門
と
.い
う

意

味

し

.
か

も

ち

え

^
い
と
.は
い
え
、
、
，
一
：
応

、

生

産

部

門

の

機

能

の

検

討

±-
'
の
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

 

、
.

.
,

■
.

し
.
.
.
.
- 

.

.

.

.

.

. 

- 

' 

. 

'

.

.

.

.
 

:
• 

-

S

く
図
の
右
方
中
央
部
分
の
消
費
支
出
の
実
線
部
分
は
、：
物
的
生
産
物
に
た
い
す
.る
.「

民
間
消
費
支
出」

'.
'プ
-フ
：.ス

「

家
計
外
消
費
支
出」

.
で 

り

、

'大
体
消
費
手
段
：に
た
い
す
る
需
要
と
み
な
さ
れ
.る
も
の
で
あ
る
。:.
.な
お
、：

す
で
：.に
ん
れ
■た
ご
:̂
く
、
個
人
住
宅
は
推
計
に
よ
り
と
の

な
か
へ 

く
わ
え
た
”

''
:
;
:
:

'-
:

'

;

'

.
 - 

■ 

.... 

. 

.. 

, 

. 

, 

■ 

■ 

. 

\
''
1
、
'

「

物
的
生
產
物
に
た
い
す
る
消
費
支
出
の
う
ち
わ
け
も
、
生
産
部
門
よ
"り
'
.の
線
と
額
に
よ
つ
て
し
め
さ
れ
て
は
：い
る
が
> 
そ
の
内
わ
け
の
理
解
を 

よ
り
容
易
に
す
る
：た
め
、\

消
資
支
出Q

内
部
を
品
目
別
：に
分
類
し
、
.さ
ら
.に
各
品
自
に：

づ
い
て
、
.4
.
.
.

「

家
計
外
消
費
支
出」

.分
を
色
わ
け
し
て
お
い

た
。
..
:
た

：だ

し

，

こ
：：

の

額

は"「

生
産
者
価
格
評
価
表J

に
：よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、.
た
と
え
ば
家
計
が
購
入
す
る「

食
料
品」

.
の
実
際
価
格
総
額

.

■

 

-

 

-

 

■

 

:

 

: 

■
 

.

-

.

■ 

■

■

 

■

は
、
こ
れ
に
.運
賃
，
商
業
マ
ー
ジ
ン
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
点
、'
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

■

. 

.

圓' 

• 

-
-
-

ン
な
お
、.
こ
の
全
体
図
で
：は
、' ;

サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
の
位
置
づ
け
は
省
略
し
て
あ
る
が
、
消
費
支5

&

つ
い
て
は
、
物
的
消
費
手
段
の
消
費
を
考
え 

る
た
.め
に
:%
、

1
応
サ
ー
ビ
.ス
に
た
い
ず
る「

民
間
消
費
支
出」
と

「

家
計
外
消
費
支
出
,-
を
点
線
で
し
め
し
た
。「

一
般
政
府
消
費
支
出」

の 

実
線
部
分
..は
物
的
生
産
物
に
た
い
す
る
支
出
で
あ
り
、
点
線
部
分
は「
公
共
サ
ー
ビ
ス
/

っ
公
^

で
に
た
い
す
る
支
出
で
あ
る
。

第
四
節
細
分
割
生
産
諸
部
門

.

.の
再
生
産
構
造
上
に
お
け
る
位
置
づ
け

(

図
示)

.

第
三
節
ま
で
に
お
い
て
は
'「

統
合
表」

を
利
用
し
て
、
：生
産
諸
部
門
の
再
生
産
に
お
.け
る
機
能
の
検
討
や
、
そ
れ
ら
諸
生
産
物
：の
販
路
構
成

.

.

.

.

. 

.

.

の
検
討
を
通
じ
て
、
諸
生
産
部
門
の
.再
生
産
搆
造
上
に
お
：け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
.か
に
す
る
よ
う
こ
こ
ろ
み
た
。

し
力
し
な
が
ら
、
.「

統
合
表」

の
部
門
は
再
生
産
構
造
に
'お
け
る
‘諸
生
産
部
門
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
う
え
に
お
い
て
、
あ
ま
り
に
も
統
合
さ 

れ
て
お
り
、
部
門
間
関
連
の
く
わ
し
い
内
容
も
分
ら
な
い
。

.

'

.

：

'

!

さ
ら
.に
ま
た
、
ず
で
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、'性
格
の
き
わ
め
て
異
な
る
諸
生
産
部
門
が
一
.部
門
へ
統
合
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
，う
難
^
、
加
工
過 

程
の
い
く
つ
か
の
部
門
の
疏
合
、
部
品
生
産
部
門
と
組
立
部
門
と
の
統
合
に
ょ
り
、
不
合
理
な
内
容
め
自
部
門
内
投
入
や
生
産
額
の
重
複
計
算
が 

生
じ
る
と
い
.う
難
点
が
.あ
.る
。

■ 

'

そ
れ
ゆ
え
、；本
節
で
は
、：
第
三
節
ま
で
.の
検
討
に
も
と
づ
.い
，て
.、
さ
ら
に
細
分
割
さ
れ
た
生
産
諸
部
門
に
つ
い
て
、
部
門
間
関
連
を
ょ

り

く

わ 

し
く
.み
る
：た
め

-'
ー
：五
1

1

1

部

門「

_
本
表
.

」

を
利
用
し
て
、
:検
討

す

る

こ

：
と
'に
す
る
。
も
っ
と
も
、.「

基
本
表」

自
体
に
お
い
て
も
、
右
の
部
門

統
合
に
.お
け
る
難
占
6

,

は
.、；.程
度
の
差
.は
^
れ
、：
存
在
す
5<?こ
>.

.は
す
で
に
注
意
し
た
.と
'お
り
で
'あ
：る
。

:

 

'

 

.

.

..
:

.

'

.

.

.

.

 

.

-
■
. 

..一,

■

て

-
. 

. 

. 

. 

.

■

-

 

.

•0
)

さ
.；て
、.
■
本
表
'1
-
.
.
.
©

細
分
割
さ
れ
た
生
産
諸
部
門
の
部
門
関
連
に
つ
い
て
.は
、

'
-.
㈧

食
料
品
関
係
つ

:
. 

:

/

'

.

^

.

.

.
'

•
 

•
 

•
 

.
 

•
 

.
 

.
 

.

'
:㈤

：
'.
i
 関
係
'

w
v 

一
 

y

.,ぃ
(0
)

へ
化
学
関
係
：
，

.

.

,

. :

:

一.

.

.

.

.

.

.
 

• 

. 

.

;
.

肋
一V
.

エ
：ネ

ル

ギ

関

係
.
'(

運
輸
を
若
干
ふ
く
む〉

へ

'ベ

ぃ
.'
婢

:-
'鉄
鋼
-
非

鉄

金

属:.
?
機
械
関
係
^
^
 ̂

.

•

.':
:

- '

:
:
.
的

.
'建
築
関
係
：
''.
:'
'

ン
：--
.
、

.

.
..
.，
:

'

:

'

.

-
'

:■
.
'
、

.：

.......
 

.

• 

...

に
分
類
し
.
.
て
検
討
す
る
。
'，
二

■

パ：
-

. 
ノ 

.

.
マ
.：.

.
ソ
'

!'
■
■•

う
签
本
表」

の
細
分
割
さ
れ
た
生
產
諸
部
門
を
、
.ム
か
に
各
産
業
関
係
グ
.
.ル
ー
プ
^
と
に
ま
と
め
た
か
は
、
.本
稿
付
表「

生
産
諸
部
門
部
門
分 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
,

析
試
論
.
. 

：
.

:

六

九(

一
0
0九)

.



類
対
照
表」

.(

七
.四〜

五
頁)

に

お

い

て

明

示

，し

(

た

。
 

.

:

、
と

れ

ら

の

：グ
-ル
：丨
，
フ̂
と
^

::
-

'

'

?

て
.は
\
'-
1基
本
表」

卜
の
細
分
割
生
産
_

に
つ
い
て
、
当
該
グ
ル
|
。フ
内
の
生
産 

諸
部
門
.
♦和
よ
び
：謹

生

産

諸

部

門
.の
部

門

間

の

投

入•
 

,
産
：出

亂

係

を.
Vめ
す
表
と
'
第

”
節

0
方
法
に
よ
る
諸
生
產
部
門
の
生
產
物
の
販
路
構 

成

.の
検

討

を

逋

じ

て
0
.畫

部

門

の

：響

の

検

討

を

行

な

-0
た
う
え
.で
，
そ
れ
ら
.の
.諸
生
産
部
門
の
部
門
関
連
の
図
示
を
こ
と
：ろ
み
た
。
し
か

• 

■ 

'
.
パ 

.
• 

■ 

■ 

■.

 

: 

.

し
、：
細
分
割
さ
れ
た
諸
生
產
部
門
間
の
投
入
>'
;
産
出
め
表
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
販
路
構
成
の
検
討
：は
、：
あ
ま
り
に
も
繁
雑
な
：も
の
で
あ
る
，た
め
、
参

考
資
料
と
し
そ
’
右
っ
と
も
単
純
な
’
⑷
食
料
品
関
係
の
も
の
の
み
を
し
め
し
フ
そ
の
他
に
^
い
で
は
’
囪
の
み
を
発
表
し
た
。
:.

.

.

.

 

.

 .

 
:

 

. 
.

 

.

.

 

•

 

..

..

..

 

.

,
(

な
：お
、
、
生

産
'部r

は
原
則
と
し
て「
基
本
表」

.の
生
産
部
門
を
利
用
し
た
が
、
統
合
し
た
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
若
干
の
も
の
は
統
合
し
た
。
.ま
た
、「

基
本 

■

表」

i

「

統
普
表
5
;に
^
い
：て
:'
同
一
名
称
、の
生
産
部
門
名
が
、

'
全
く
興
な
る
内.容
め
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
と

の

离

'■
-
,統
合
表」

を
利
用
し 

.

.た
第
一1.1

節
.の
全
体
园
と
'、\
.

「

基
本
表」

.：：：.
'
.
に
：.よ
:2
>本
節
；.の
：部
分
図
を
み
る
場
合

-;
>
,と.く
に
注
意
す
る
必
要
^
あ
.
.る

.，
0
.
.
こ
.

」

れ
ら
に
つ
：い
.て
は
、.「

生
産
諸
部
門
部
門
分
類 

;
'対
照
表」

を
参
照
さ
れ
.た
'い
。

)

'
'.彳

.

\
 

. 

V

.*

.

.

.
■

. 一：

.

V
 

, 

,

.

. 

.

.

.

'
へ

-

•

 

.

⑵

な
お
、、
産
業
グ
ル
丨
プ
.別
の

部

分

図

で

は

，、
，

「
基

本

表」

'
.の
生

産

部

門©
う
ち
、
し
内
容
の
不
明
確
な
も
の
や
、「

農
業
サ
I
ビ
ス」

の
よ
う

■ 

■ 

• 

< 

- 

: 

.

.

.

に
生
産
部
門
と
み
な
し
に
く
い
:.
%
の
.は
除
外
1.
?0
ほ
か
、「
履
物
％
.
':-
|印
刷
‘
出
版」

'
等

，'
右

，の
：
産

業
.ダ
'ル
'

—

プ
に
属
さ
な
い
若
干
の
生
産
部
門

.
 

■-
.

は
割
愛
し
て
あ
る>

..(

本
稿
付
表i

諸
部
門
部
門
分
類
対
照
表

」

|

)

'

.

 

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

-

バ
ま
た
、f

化
学
_

原
料」

，「

合
成
繊
維
原
料」

の
よ
う
に
、
㈤
繊
維
関
係
で
あ
る
と
同
時
に
：、
(c
)
化
学
関
係
，で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
も
の
は
、

. 

.

.

.

.

.

. 

-

(B
)

..
(c
)
両
方
の
グ
ル
ー
プ
に
厲
す
る
も
の
と
'し
た
。
こ
れ
ら
若
干
の
も
の
に
.か
ぎ
っ
て
は
、
'一
：一
：つ
の
：激

分

図

に

と

り

あ

げ

た

？

こ

の

結

果

、

：

産

業

- 

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

«

グ

ル

ー

プ

ご

と

に

小

計

し

た

輸

入

•
輸
出
、
消
費
支
出
、
'「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」
#
、
^
〒
$
罾
1>
て
い
る
の
で
、
.そ
の
点
注
意
さ
れ
た
.い
。
 

⑶

；

部
分
図
の
作
製
は
'
第
三
節
で
し
め
し
た
全
体
図
作
製
上
.の
原
則
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
.
.

し
か
し
、
部
分
図
で
と
く
に

注
意
ず
べ
き
：こ
と

は

、
当

該

産

業

関

係

の

生

産

諸

部

£
:
:
—

た

と

ぇ

ば

^)
化
学
関
係
の
部
分
図
で
は
化
学
間
係
の

生
產
諸
部
門
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
を

太
線
の
矩
形
で
し
.め

し

'
全
体
図
作
製
上
の
原
則
に
し

た

が

っ

て

図
示
し
た
が
、
化
学
関
係
以
外
で
、
.化
学 

関
係
の
生
產
諸
部
門
と
関
速
を
も
つ
生
産
諸
^|

門
は
、
化
学
関
係
の
生
産
部
門
と
の
関
速
を
し
め
す
か
ぎ
り
で
図
示
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
必
ず
し

も
、'全
体
釋
製
上

■の
.原
則
に
は
し
た
が
っ
て
い
.な
い
こ
と
で
^
る
。

• 

.

. 

. 

:
: 

.

第
一
に
、
生
産
諸
部
門
の
大
い
さ
は
:'
太
線
の
矩
形
で
し
め
'1
.た
当

該

産

業

関

係

め

生

産

諸

部

門

に

つ

，
い

.て
は
、
全
体
図
と
同
様
に
、「

中
間 

需
要」

小
計
プ
ラ
ス「

最
終
需
要」

小
計
"
国
内
生
産
額
ブ
ラ
.ス
輸
入
額( ：「

輸
入」

プ
ラ
ス「

関
税J

)

の
額
を
も
っ
て
表
示
し
、
し
た
が
っ

て
而 

積
は
、
そ
の
大
^
%を
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、.
当
該
産
業
以
外
の
生
産
諸
部
門
の
大
い
ざ
は
し
め
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
生
産
諸
部
門
の
位
置
づ
け
に
_つ
い
て
も
ハ
当
該
産
業
関
係
.の
生
産
諸
部
門
に
つ
.い
て
は
全
体
図
と
.
0様
に
、
左
か
ら
右
に
移
る
に
し
た

-

.. 

• 

• 

• 

•
, 

-
-

.が
っ
て
加
工
度
を
高
め
る
よ
う
配
慮
し
た
。
.そ
れ
以
外
の
生
産
諸
部
門
も
、
一
応
、

同
様
の
配
慮
は
し
た
が
、
多
く
の
生
産
部
門
を
位
置
づ
け
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
作
図
の
技
術
的
関
係
上
、
.そ
.の
よ
う
に
な
り
え
な
い
場
合
%■
生
じ
た
。
、

.

.

生
産
諸
部
H
の
販
路
構
成
の
う
ち
わ
け
を
し
め
し
、
そ
れ
：ぞ
れ
の
.苒
生
産
上
の
機
能
の
検
討
.に
：
一

定

の

示

唆

を

あ

た

え

る

こ

と

も

、
.
当

該

産

業 

関
係
の
生
産
諸
部
門
.に
か
ぎ
っ
て
、
.全
体
図
の
原
則
に
し
た
が
っ
.て
行
な
っ
た
。

.

.

卜

全

体

図

で

は

、
投
入
額
、
：各
種
の
販
路
へ
入
り
こ
：む

額

慕

円
以
上
の
■も
の
を
し
め
す
こ
と
に
し
て
あ
る
。
.'

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

.

.こ
の
た
め
、
屑
の
：発
生
は
、.全
体
図
で
ば
ほ
と
ん
ど
相
殺
さ
れ
、
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
部
分
.図
で
は
出
て
い
る
。
も
づ
と
も
、
こ
の.  

屑
の
図
示
は
、
'産
業
述
関
表
の
；「

最
終
需
要」

' ,
の
各
項
目
に
お
い
'て
発
生
し
.た
.屑
に

か

：ぎ

っ

て

、
，
そ

れ

ら

：を

、

各

項

目

の

撊

で

細

線

の

矩

形

で 

し
め
す
と
と
も
に
、
そ
の
屑
が
生
產
物
1
し
.て
機
能
す
る
生
産
部
門
に
、，'細
線
め
矩
形
で
1.
め
す
に
と
'
.ど
ま
っ
た
ァ
^
 ̂

の
各
項
目
に 

お

い

て

発

生

す

る

屑

に

か

ぎ

っ

て

図

示

し

た

の

は

，

こ

れ

ら

に

お

：
い

て

は

、
第

，
一
，
童
！

序

⑶

で

指

摘

し

た

^
と

き

プ

ラ

ス

，
マ
；
ィ

ナ

，ス

の

陵

入

に 

よ

る

相

殺//
な

い

と

み

ら

れ

る
..か
^
で

あ

る0
.
:
.

:

R
本
资
本
も
義
のW生
産
構
造
分
析
試
論
：
'

: 

.七
l
'

a

o--
-
一)



'

.. 

.

:■
八

：
'
.
:

. 

.
七
ニ 

(

一
 
〇
ニ
一)

.

麻

德

な

^
 ̂

生

産

諸

部

門

の

間

に

お

い

て

も

生

.じ

る

大

き
な
問
題
で
■あ
る
が
、
',
こ

の

生

産

諸

部

灑

互

間

の

問

題

は

ノ

 

I

図
.で

も

罃

蛋

^
 ̂

の 

公
表
後
、
.補
足
し
な
け
れ
茗
ら
な
：い
の
で
あ
っ
.て
.，
_

そ
^

ニ
：)

, 

「
鈥
屑
J
b
:隹

つ

へ

て

：は
い
2

. 

,

.

.

'

•

.
 

-

' 

.

パ
.

.

.

• 

■

'
 

f 

.

.

. 

.

t
o
.盡
諸
部
門
か
ら
の
投
人
に
つ
いv

•は
、
五
0
億
円
以
上
に
つ
い
て
、:-
全
体
図
の
原
|

し
た
が
い
左
方
吉

 ̂

. 

S

投
入
額
を
じ
め
す
よ
ぅ
に
し
た
.が
、：
部
分
図
で
は
、
生

盡

部

門

が

塞

め

.て
多〜

投
入
麗
も
非
常
に
複
雑
と
な
っ
て
い
る

関

係
ヒ

、

.右
方

か

ら

のI

 

•右
方
の
丸
に
お
け
る
I

I

表

示

も

生

导

と
f

は

、
、
作

図

の

技

術

的

理

由

に

よ

る

も

の

に

す

ぎ

な

い

。

ま
た
、
-膚

議

I

I

成」

、

消

霊

出
、
.
.

「

一:

1

1髮

出

」

、
輸
入
f

欄
の
I

も
'
若
^

:こ
れ
ら
も
、
作

図

-±
の

技

術

的

理

货

に

よ

る

も

の

に

す

ぎ

な

い

。

べ

.
孓

^
^
^

'
3

本
稿
付
表

f

諸
部
門
部
門
分
類
対
照
表」
〃
.か
ら
分
る
よ
ぅ
に
、
部
門
の
■性
格
が
非
常
に
異
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず「

統
今 

表」

S

1

I
れ
て
い
た
證
産
部
門
が
、「

基
本
表

S

 

に
よ
る
全
体
図

よ

り

も

、

生
産
諸
部O

I
Q

.

関
係
も
、
そ
t

 Q

販

德

成

、
■
生
I

機
f

か
な
り
明
ら
か
に
な
.っ
て
い
る
点
、
と
く
i

意
さ
れ
，こ
:

■ - .

し

か
友

が

ら

、「

|

表
ド
|

に
つ
.い
I

生
産
諸
R

が
統
合
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
の
.で
、

産
.の

囊

の

検

討

上

、
問

題

の

あ

る

生

産

部

門

も

華

あ

る

。
：：
た
，と

え

ば

、
.機

械

を

作

る

機
械
で
あ
る
--
,工
作

機

械V
の
生
産
部
門
と
、
圧
延
機
械
等
;0

^

の
生
産
部
門
と
.が
、

「

工
作
金
属
加
工
機
械」

部
3
と
し
て 

1:

括
さ
れ
.て
い
る
と
と
•は
、
大
き
な
問
題
：と
い
わ
ね
ば
な

ら

.H

vv
。
'
'-
.
.:

;

.

.

,

け

へ

一

ま

た

尚

分

図

て

は

「

統

合

表」

.に
よ
る
全
体
図
に
.お
い

て

自

部

門

投

入

の

多

か

ら

.た

生

産

部

門

に

つ

い

て

も

、

「

_

表」

に
は
い

て
如
エ
過
程
の
諸
生
産
部
門
が
か
な
り
分
割
*
独
立
し
た
結
果
、
@
部
門
投
.A-
の
内
容
を
、.
か

な

り

明

ら

か

に

す

る

，こ

と

が

で

き

た

点

注

意

さ

れ

リ」

い
0

• 

:
.■
.
:

'
. 

■

し
か
し
な
が
ら
機
械
関
係
の
：生
産部
門
で
は
、「

雄

本

表
-1
-
に
お
.い
て
も
、
わ
ず
か
に
.「

原
動
機
.
ボ
ィ
ラ
ー」
、
.

「
機
械
沉
用
部

^
ゝ
の
生
產 

翎
r
ガ
划
立
し
て
把
握
セ
き
る
に
■と
ど
ま
り
、「

産
業
機
械」

、.「

自
動

¥」

>.,「

造
船」

等
、
#'
■
種
機
械
生
産
に
お
け
る
各
種
部
品
生
産
部
門
と
組 

V/5H=_

と
の
ノ

刀

類

が.̂
な
わ
れ
て
V
な
I
た
め
、
自
甜
門
へ
.の
投
入
額
の
し
め
る
比
重
ば
い 

'ぜ
ん
高
く
、
そ
の
内
容
も
.不
明
確
の
ま
ま
で
あ
る
。
 

そ
し
て
こ
の
向
部
門
内
投
入
が
：

「

中
間
需
要」

と
し
て
あ
ら
わ
れ
：る
こ
：と
に
ょ
：0
て
、
'各
種
機
械
.の
生
産
に
お
い
て
：「

中
間
需
耍」

0

 ̂

め
る
作
用
を
は
た
し
て
；い
る
。.
こ
の
点
、
各
種
産
業
の
向
部
門
投
入
額
の
大
い
さ
と
、
そ
れ
が
、
当
該
部
門
の
.:「

中
間
_
双」

⑶
八
力(

白
地
部
分 

而
樹)

に
し
め
る
比
率
を
見
れ
ば
明
ら
が
で
あ
る
。

.

さ
ら
に
ま
た
、_各
麗
機
械
産
業
に
は
、
機
械
の
生
産
そ
れ
自
体
と
、
機
械
の
修
理
業
と
が
.あ
る
が
、
■

「

基
本
表)

で
も
そ
れ
ら
が
わ
け
ら
れ
て 

:

い
る
の
は
、「

出
動
取」

め
み
で
あ
る
。
由
励
屯
の
例
でC
の
問
'題
を
'̂
る
と
、
.当
然
の
こ
と
な
が
ら「

尚
動
車」

■，生
産
で
は
、
街
部
門
内
投
人 

が

r

中
間
需
一
要卜

と
し
て
も
ら
わ
れ
る
部
分
：：.お
ょ
び」

「

自
動
車
修
理
業」

,
べ
.販
売
さ
れ
る
部
分
を.の
ぞ

く

と

，
、

.

.生
產
の
■ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
：
 

「

国
内
総
陋
定
资
本
形
成

」

、
消
費
f'x
出
、
.輸
出
と
な
つ
て
お
り
、

「

自
1/
$
^-
11」

で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
，ど
す
ベ
て
が
 

'

「

中
間
需
要」

と
な
つ
て 

I
る

.0

.こ
ぅ
し
た
関
係
は
、
そ
の
他
の
機
槭
に
つ
い
て
も
当
然
共
通
す
る
わ
け
で
あ
る
。

：

そ
れ
ゆ
え
、
各
種
機
械
の
販
路
構
成
を
み
る
場
合
、
自 

部
門
内
投
入
の
問
題
と
と
も
に
、
機
械
修
理
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
問
題
を
と
く
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。

各
杻
の
機
械
産
業
は
、
現
在
の
日
本
資
本
主
義
に
お
い
て
き
わ
め
て
_重
要
な
意
味
を
‘
つ
て
い
る
だ
け
に
、：
機
械
関
係
の
部
門
分
類
が
不
明
確 

で
あ
る
こ
と
は
、「

基
本
表」

'
'に.ぉ
ぃ
.て
も
：、
産
業
速
関
表
利
用
上
の
大
き
な
限
界
と
な
っ
■.て
い
：る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
'

日
本
資
本
主
義
の
苒
生
産
構
造
分
析
試
論
. 

.
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一

:

七

六U
0
1

六)

:〈

付

記〉

：
'■

' 

ぐ 

.

.

:

.

-

.，

第
一

章

の

曽

頭

で

指

摘

茗

：ご

令

、
：
：
第

一

.章
で
は
>
:
"證
産

部

門

：の
再
生
産
上
の
觀
熊
生
産
全
体
に
お
け
る
諸
生
産
部
門
の
比 

重
、
.諸
生
産
部
門
の
再
生
產
上
.の
位
置
3
け

：に
つ
：い

て

、

:

三
筆
產
業
連
関
诔
の
利
用
可
能
な
範
囲
内
で
の
推
計
や
図
示
を
こ
こ
ろ
み
た
が
、
そ 

れ
ら
の
推
討
や
図
示
を
通
じ
て
し
.め
ざ
れ
て
.い
る
特
敬
点
.
.問
題
点
に
.つ
い
て
.は
、
論
及
し
.て
、，
な
ハ
。

こ
れ
は
、
.紙
逾
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
も
.あ
る
が
、
よ
り
大
き
な
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
点
•
問
題
点
を
明
確
に
把
え
る
た
め
に
は
、
第
一 

章
で
の
；検
貪
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
る
ど
い
ぅ
お
れ
わ
れ
：の
認
識
に
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、

m-
一
、
章
の
.検

討

を

基

礎

に

し

て
.、

.今
後
研
究
を
ず
寸 

め
、
第

1
.章
ヤ
.こ
こ
ろ
.み
た
推
計
や
因
示
が
ら
ぅ
か
が
わ
れ
る
特
徴
^

,問
題
点
を
$
ら
，に
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
'に
よ
-つ
て
'.
再

上

窄

蜜

上

の
ル
題
為
を
提
^
ず
る
こ
と
は
ノ
今
能
.の
わ
れ
わ
れ
.の
課
題
ヤ
あ
る
。
>
J
9
M
#
r

、
第
：一'章
：

S' 、

内
容
的
に
未
完
の
章
で
.あ
る
。
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'本
稿
.は
、
昭
和
三
九
年
度
慶
応
義
塾
大
学
学
事
振
興
資
金
研
究
補
助(

井
村〉

、.
.お
よ
び
昭
和
三
九
年
度
文
馨
科
学
研
究
費(

総
合
研
究「

国
家
独
占
统 

本
主
義
下
の
産
業
循
環」)

に
よ
る
研
究
の
.一
部
で
，あ

る

。
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璧
年
産
業
速
関
表
の
公
刊
が
非
常
i

れ
た
た
め
、
本
稿
で
は
昭
'和
三
九
年S

月
発
表
の
五
六
部
門
.r

統
合
？

(

騰
写
印
刷)

と
、
I

官
庁
の
御
好 

.

.
意
に
よ
つ
.て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た「

基
本
表」

：
の
最
終
原
稿
に
も
と
_づ
ぃ
7:
-分
析
し
た
。
本
稿
校
了
ま
で
に
、r

產
業
連
関
表」

は
公
刊
さ
れ
て
い
f
い 

ガ
、
本
稿
で
利
用
し
た
右
の
統
計
数
字
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
も
の
.と
悤
ゎ
•れ
る
。

転

'

形

：
問

題

'

、
の

」

—

^

.
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|

労
働
価
値
説
の
理
論
的
意
義

-

持

悦

朗

p」

M 

•ス
ゥ
ィ
ー
ジ
ー
の「

資
本
主
義
発
展
の
理
論」

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
経
済
学
界
の
片
す
み
で
、
く 

す
ぶ
り
つ
づ
：け
て
き
た「

転
形
問
題」

.も
、
ど
う
.や
ら
新
た
な
局
面
を
む
か
え
た
ょ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
価
値
表
式
が
ち
価
格
表
式
を
い
か
に
導 

出
す
る
か
と
い
う
本
来
の
間
題
か
ら
、
す
で
に
、「

労
働
価
値
説
の
理
論
的
意
義」

と
.い
う
、
'き
わ
め
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

価
値
表
式
か
ら
価
格
表
式
を
み
.̂
び
く
と
い
う
、
か
ぎ
ら
れ
た
範
囲
で
み
る
な
ら
ば
.、
.転
形
問
題
は
す
で
に
そ
の
結
論
に
到
達
し
た
と
い
.う
こ 

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
結
論
は
、
け
っ
し
て
議
論
の
終
結
を
意
味
す
る
も
の
で
：は
，な
く
、
'む
し
ろ
、
■新
し
い
、
そ
し
て
は
る
か 

に
重
大
な
問
題
へ
の
探
究
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
.っ
た
。

す
な
わ
ち
、

生
産
価
格
を
価
格
と
し
て
把
握
し
、.「

転
形」

.の
意
味
を
あ
き
ら
か
に
す

る
と
い
う
作
業
は

、

マ
ル
ク
ス
の
‘生
産
価
格
論
を
補
強
す
る
と
.い

う

そ
.の
目
的
..か
ら
考
え
れ
ば
、
ま
っ
た
く
不
本
意
な
結
論
を
み
ち
び
.い
た
の
で
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あ
る
。
そ
れ
は
，「

生
産
価
格
の
決
定
に
は
、，
価
値
論
を
必
要
と
し
な
い」

.と
い
う
も
の
で
あ
り
、
.
労
働
価
値
説
の
存
在
理
由
を
疑
わ
せ
る
の
に

ヾ
十
^
^
な

も

の

で

あ

々
た

。

し

た

が

っ

て

、

こ
の
結
論
を
出
発
点
と
し
て
、
労
働
価
値
説
の
理
論
的
意
義
に
つ
い
て
の
.8
1が
な
さ
れ
る

こ

と

は

ま
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